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プロローグ　その男の日常







　男にとって、その状じよう況きようは慣れたものだった。

「ジルイード！」

　ジルイードの目の前には、壮そう年ねんの男がいる。年ねん齢れいは五十歳さい前後。幾いく分ぶんか白の混じった頭とう髪はつは乱れ、しわだらけの、くたびれたスーツを着ていた。身だしなみの是ぜ非ひを別にすれば、どこにでもいるビジネスマンと言えるだろう。

　その手に拳けん銃じゆうを持っていることを除けば、の話だが。

「……誰だれだお前は」

　ジルイードは咄とつ嗟さに動こうとする自らの女性秘書を手で制し、相手へそう尋たずねた。周囲がざわつく中、彼かれは引き金に指を添そえたままで、震ふるえる声を出だす。

「お、お前のせいだ……お前のせいで、私は……！」

　その目は血走り、瞳ひとみの奥おくには恐おそれと怒いかりの感情が同居しているように思えた。

「あー、一大決心をしてやってきてもらったところ悪いが」

　ジルイードは、上着のポケットから煙たば草こを取り出して口に咥くわえる。素す早ばやく秘書が火を点つけてきた。

「社長、なんて肩かた書がきを持ってると、お前みたいなもんが真夏の虫みたいに湧わいてくるんでな。いちいち覚えてられねえんだよ」

　紫し煙えんを吐はき出し、ジルイードはもう一度訊きいた。

「それで、お前は、どこのどいつだ？」

「パルド＝ケナーク！　あ、アルバード社の……！」うめきにも似た響ひびきで、パルドと名乗った相手の男が叫さけぶ。「お前が融ゆう資しを断った会社の社長だ……！」

「……へぇ、それはわざわざ、どうも」

　ジルイードは首を傾かしげた後、傍かたわらに佇たたずむ秘書に言った。

「――そんな会社、あったか？」

「き、貴様……！」

　その態度を腹に据すえかねたのだろう。パルドは激げき昂こうしたように顔を赤らめると、銃じゆうの安全装置を外した。事態を遠巻きに眺ながめる群衆から悲鳴が上がる。

　だがジルイードは至って冷静に、

「まあ、どこの誰かはともかく。お前、さっきから――」

　すっと手を上げる。自らの指に嵌はめた、瀟しよう洒しやなデザインの指輪が見えた。そして、

「――ちょっと、頭ずがたけぇぞ」

　そう、ジルイードが指を下げた刹せつ那な。

「……ぐっ、がぁ!?」

　パルドが突とつ然ぜん、崩くずれ落おちるようにしてその場に跪ひざまずいた。

「なん……これは……!?」

　まるで身動きの出来ない状況に戸と惑まどうよう、彼の視線が泳ぐ。ジルイードは歩き出すと、その横を悠ゆう々ゆうと通り過ぎた。

「ふん、真っ昼間から鉄てつ塊かいぶら下げて乗り込んできた根こん性じようは認めてやる。もう一度チャンスを与あたえてやるから、来週までに企き画かく書しよを持ってこい。その出来の如いか何んによってはいくらでも金はくれてやるよ」

　パルドへ言葉を投げかけて、ゆっくりと紫煙をくゆらせながら、ジルイードはその場を後にする。背後から彼が疑問を投げかけてくるが、答えてやる義理はなかった。

　会社の入り口にある自動ドアを潜くぐると、大通りには既すでに巨きよ大だいなリムジンが停とまっている。頭を下げる運転手に片手を上げ、ジルイードは開かれたドアから中に乗り込んだ。

「……まったく、面めん倒どうだ。牛乳配達かってくらい毎回、律りち儀ぎに拳銃持ってきやがる」

「ご心中、お察し致いたします」

　動き出した車内でジルイードが愚ぐ痴ちをこぼすと、隣となりの秘書が労ねぎらいの言葉をかけてくる。

「それで、予定はどうなってる？」

「はい、本日は十時半からフィナル社にて会合がありますのでご参加頂き、その後――」

「違ちがう。そうじゃない」

　秘書が告げる淡たん々たんとしたスケジュールをジルイードは鬱うつ陶とうしそうに手で払はらいのけ、

「俺おれが言っているのは、来週末はちゃんと空けているんだろうな、ということだ」

「……失礼致しました。はい。ご息女及および、【関係者】と対面する時間は設けております」

「ああ、それならいい。……時にエレカ、日本の治安は良いんだったな？」

　低い声でそう言って、ジルイードは腕うでを組んだ。そして、車窓から見える空を仰あおぐ。

「そのように聞いております」

　秘書の返答に、そうかと頷うなずいて、ジルイードは息をつく。ならばいい。大事な一ひと人り娘むすめだ。危険な地であったなら、何か大変な目に遭あってはいないかと、心配で生きた心ここ地ちがしない。

「早く会いたいもんだ。もうかれこれ数か月、あいつを抱だきしめてやれてない」

　しかしそれも、後、数日。数日を我が慢まんすれば、久方ぶりに顔を見ることが出来る。

「きちんと元気でやってるのか？――アリス」

　遠き異国まで続いているであろう蒼そう穹きゆうを仰ぎながら、ジルイードは一人、そう呟つぶやいた。







第一章　神魔とアリスと夏休み







「本当にいいんだな？　シンマ」

　無ウーのこちらを窺うかがうような声に、シンマは「ああ」と頷いた。

「了りよう解かいした。目覚めろ――【天啓火烏カウ・ジン】！」

　無の腕に嵌まった腕うで輪わが、その言葉に反応して輝かがやきを放つ。地を蹴けると同時、彼かの女じよは身に纏まとったマントを翻ひるがえした。虚こ空くうを舞まう漆しつ黒こくの衣ころも、その奥から光条が放たれる。

　真まっ直すぐとシンマに向かってくるのは、刃は物ものの群れだった。ヒョウと呼ばれる無が扱あつかいを得意とする中国の暗器だ。目の前を埋うめ尽つくすようなその数に、シンマは掌てのひらを翳かざす。

「水よ、防げ！」

　手の甲こうが――正確にはそこに刻まれた剣けんと盾たてを合わせたような紋もん章しようが熱く疼うずいた。突とつ如じよとして、シンマの眼前に何本も水の柱が立ち上がる。唸うなりを上げたヒョウはその全すべてが柱に飲み込まれ、同時に、ばらばらと地面に向かって吐き出された。

「シンマ様、ご覚かく悟ご下さい！」

　息をつく間もなく、右方より声。しかし落ち着いた動作で振ふり向むき様、シンマは左手をそちらに向けていた。

「風よ――捕とらえよ！」

　刀を抜ぬき、接近していたコトハの体が鋭するどい音と共に目に見えぬ何かに捉とらわれる。その正体を知らしめるかのごとく、周りにある草木が嵐あらしにでもあったかのごとく大きくざわついた。コトハはそのまま、風の膜まくに捕らえられ、空中へと固定される。

「シンマくん、こっちです！」

　しかし、それで終わりではない。シンマは更さらに続いた背後の声へ振り返かえると、

「炎ほのおよ……吼ほえろ！」

　両りよう腕うでを真っ直ぐと突つき出した。その手が燃え盛る焔ほのおに包まれる。だが、シンマは少しの熱さも感じなかった。今、何百、いや、何千度という炎は完全にこちらの支配下にある。

　こちらの命令に従い、焔はのたくる蛇へびのようになって空気を焦こがしながら走った。

「防いで――【澄み渡る水の女神フイン・ヴオワン】！」

　攻こう撃げきの対象となったミンクが叫ぶ。すると彼女の持っていた杖つえ、その先せん端たんにある宝玉が輝いた。途と端たん、シンマの炎から主人を護まもらんとするかのように荘そう厳ごんな壁かべが立たち塞ふさがる。

　炎が牙きばを剥むき、壁へと喰くらいついた。大量の水蒸気が上がり、辺りはドライアイスを水に溶とかした時のような、濛もう々もうとした煙けむりに包まれる。

　火、風、水、三つの力を同時に使いこなしたシンマは、そこで、息をついた。

「――よし」

　手を叩たたく。すると、水の柱、風の牢ろう獄ごく、炎の蛇はそれぞれが、まるで嘘うそのようにして消え去った。同時にシンマは、懐ふところに入れていた【水鏡無限】の効果をオフにする。

「なるほどな……大したもんだ」

　そこで、それまで黙だまって事の成り行きを見守っていた男が感心したように言った。訓く堂どう亮りよう真ま。シンマのクラスの担任であり、また、シンマが授さずかった能力――即すなわち【資格者】の力を研究する機関に属ぞくしている人間でもある。

　週末からの夏休みを控ひかえたある日、訓堂がシンマの能力が現状、どんな風になっているのかを見てみたいと申し出てきたのだ。そのため、放課後を使ってデモンストレーションのようなことを行っていたのだった。

「しばらくの間に、随ずい分ぶんと成長したもんだ」

「ええ、今のところ、三つの属性を使えるようになってます。後、火の力に風を足して倍増させるとか、そういうことも出来るようになりました」

「……複合技もやれるようになったってことか」

　咥えた煙草を揺ゆらしながら、訓堂はそう呟いて、腕を組む。

「まったく、シンマはずるい。無は一つしか使えないのに」

　不満げにぶつぶつとぼやきながら、無が埃ほこりを払いながら近寄ってくる。

「ずるいって、オレは別に、やれると思ってやったら出来ただけで……」

「それがずるいと言うのだ。やれると思ってやれない者の気持ちを考えたことがあるのか」

「じゃあ、無はやれると思ってやったら出来たことをやれると思ってやれない者の気持ちを考えたことがあるのかとやれない人に言われた者の気持ちを考えたことがあるのか？」

「!?　え、あ？　に、日本語を喋しやべれ！」

　シンマが少し複雑なことを言うと理解出来なくなったようで、無は混乱してわけのわからないことを言ってきた。

「シンマ様の成長著いちじるしいこと、使徒として喜ばしく思います」

　刀を納めたコトハが、恭うやうやしく頭を下げる。

「ありがとう。だけど、別にオレ自身が努力したわけじゃないから、正直なところを言えば微び妙みようだよ。勝手にどんどん力がついてくる感じだし……」

「そ、それでもどんどん力を使いこなしているのは、わたくしもすごいと思いますよ！　使徒として！　そう、使徒として！」

　コトハに対たい抗こう心しんを燃やすように、『使徒として』の部分を強調しながら、ミンクが会話に割り込んでくる。

「わたくしも誉ほまれ高だかいです使徒として！　さすが前ぜん代だい未み聞もんの資格者ですね使徒として！」

「なんか段々、変な語ご尾びみたいになってるぞ、ミンク」

「無だけ使徒じゃないからその言葉が使えないじゃないか」

　なぜか怒おこったように言ってくる無に、シンマは「知らないよ、なんで流は行やろうとしてるんだよ……」と引きつった笑えみを漏もらした。と、そこで、

「……シンマ、少し質問してもいいか。お前、以前と変わったことはないか？」

　訓堂が、不意にそう尋ねてくる。

「……と、仰おつしやいますと？」

「なんでもいい。妙みように高こう揚よう感に包まれているとか、自信に溢あふれてきたとか」

　シンマは首を傾げ、しばらく考えた。そして、こう答える。

「洗せん濯たく物ものを畳たたむのが五分ほど早くなりまして。家事に自信がつきました」

「そういう身近な達成感ではなくてだな……」

　呆あきれたように言った訓堂は、「ふむ」と相あい槌づちを打つ。

「特に変化無し、か……。どうにも気になるな」

「どういうことでしょう」

「いや……俺が以前、資格者は皆みなが皆、初めから大それた考えを持っていたわけじゃない、そう言ったことを覚えているか？」

　シンマは頷いた。確か、自分が資格者の力に目覚めたばかりの頃ころに聞いた話だ。

「その気のない資格者でさえも、力を持つ内、それに溺おぼれ、暴走していく――そのようなことであったと記き憶おくしていますが」

　コトハが言うのに、訓堂は顎あごを引く。

「そんな例が幾いくつか資料にも残っていてな。……で、だ。俺たちは資格者ってのは時代や土地に住む者、そのそれぞれの意思によって生まれるんじゃないかって考えてる」

「……皆が願うから資格者が生まれるってことですか？」

「てっとり早く言ってしまえばそういうことだな」シンマの問いに、訓堂が答える。「あくまでこれは仮説に過ぎないからそのつもりで聞いて欲ほしいんだが――実際、大小拘かかわらず、資格者が生まれた土地には必ず何らかの事件が起こってることが多いんだ」

「……確か、【夜明けの星々ロート・グランツ】の党首が台頭した頃にはヨーロッパ全土で大規模な魔ま女じよ狩がりが行われていましたね」

　コトハの言葉に、ミンクが「ええ、確か」と同意する。

「大勢の無む辜こなる人間が、魔ま女じよの疑いをかけられ一方的な裁判や、拷ごう問もんが行われた後、無残に殺されたそうです。そういえば……エルスタイン様が誕生為なされた時も、ちょうど、世界大戦の頃でしたね」

「その通り。調べてみたところ、無、お前の先祖が資格者になった時にも、近くの国で紛ふん争そうが起こり、治安が大きく乱れていたそうだ」

「……それは無も、あに様に聞いたことがあるな」

　無がそう言うと、訓堂は咥えていた煙草を指に挟はさんで離はなした。

「他にも色々と、規模の違いはあるが、資格者が生まれる前後には何かが起こり、多くの人間が被ひ害がいをこうむっている。そいつらは願ったはずだ。この事態をなんとかしてくれる奴やつがいたら。そう出来るだけの力をもった奴が現れたら――ってな」

「じゃあ……その意思によって、資格者は生まれる？」

　シンマが呟くのを、訓堂が繋つないだ。

「そして、選ばれた資格者は、その意思によって力に飲み込まれる。――まるで、大勢の意思の奴ど隷れいとなるみたいに、な」

「でも、先生。オレは、別になんとも……」

「そう、それが妙だと言ってるんだ、俺は」

　訓堂は白衣のポケットに手を突っ込むと、納なつ得とくいかないというように、息をつく。

「本当ならお前にもそろそろ、その兆候が表れてもおかしくはないはずだ。それなのに、一向に気配がない。加えて言うなら、今回は、お前に力が宿る前後に日本で何か起こったわけじゃない。今までの例とは外れてる。シンマ、お前自身が四つの属性を使える、というイレギュラーであるのと同じようにな」

「訓堂亮真、貴あな方たには何か考えがあるのですか？」

　コトハがそう、質問を投げかけた。

「……正直に言えば、分からん。だが――今までその土地、時代に生きる人の意思によって資格者が生まれていたのなら、今回は、そもそも生み出したモノが違うのかもしれん」

「どういうこと、でしょうか？」

　ミンクが尋ねるのに、訓堂はこう答えた。

「シンマという資格者を望んだのは、人じゃないかもしれないってことだ。もしかすれば、世界そのもの――その大きな流れを司つかさどる【何か】かもしれない」

「世界が望んだ資格者……だと？」

　無が険しい表情を作る。シンマは、思わず息を呑のんだ。

「もちろん、まだ仮説に過ぎない。だが、そう考えれば、シンマの力の大きさも、納得がいく。ただ、問題はシンマが依い然ぜんとして変わらないということだ。もしか世界に意思というものが存在して、何か考えがあるのか、あるいは……」

「あ、あるいは？」

　緊きん張ちようして問うたシンマに、訓堂は肩かたを竦すくめる。

「お前が、究極的に頑がん固こだっただけってことだ」

「……なんですかそれは」

　思わず、シンマはその場にすっ転びそうになった。そんな単純な話なのか。

「……シンマ様であるなら、それもあるいは、納得のいく話かもしれません」

　しかし、コトハや、他の二人は妙に腑ふに落ちたような顔をしていた。思わずシンマは、「そ、そういうもんなのか？」と受け入れてしまいそうになる。

「別に冗じよう談だんで言ったわけじゃない。お前の意思力が世界のそれより強かった、そういうこともあるってことだ。だがそうなると、少し不ま味ずいことになるかもしれない」

「不味いこと、ですか？」

「これもまた仮説だから話半分で聞いて欲しいんだが」前置きをして、訓堂が言う。「もし、このままお前が、世界や時代の意思を無視し続けた場合――」

　だが、そこに、思わぬ闖ちん入にゆう者しやが現れる。

「シンマ、ここにいたのか！」「捜しましたよぅー！」

　レイとノンエの二人だ。彼女たちはシンマを見つけると、こちらに駆かけ寄よってきた。

「レイ、それに、ノンエか？　どうしたんだ、一体」

「どうしたも割り下もないぞ、シンマ！」

　レイは妙なことを言って、シンマの右みぎ腕うでをとる。するとノンエも空いた方の腕をとって、二人してぐいぐいと引っ張り始めた。

「ちょっと相談したいことがあるんです。来てください！」

「どうしたんだよ、いきなり。オレ今、結構、重要な話を聞いてるんだけど……」

「それを言うなら、こっちもモキューの要件だ！」

「なにそれ可か愛わいい。火急だろ……？」

　細かいことを気にするな、と言いながら尚なおもシンマを引っ張ろうとするレイ。

「せ、先生ー！」

　助けを求めようとシンマが訓堂の方を向くと、彼はこちらに手を振っていた。

「ま、今すぐどうこうって話でもないから、また今度にしとくわ。なんだか分からないが、頑がん張ばってな」

「ちょ、そんな殺せつ生しようなああ！」

「二人とも、今すぐシンマ様から手を離しなさい。さもなくば――」

　シンマの護衛役であるコトハが、刀の柄つかに手をかける。

「ちょ、ストップ！　ストップ、コトハさん！　穏おん便びんにいこう！」

　シンマが慌あわてて止めると、レイとノンエもまた頷いた。

「そうだ、穏便にいこう、コトハ。君もついてきてくれ」

「ええ、コトハさん一人くらいなら大だい丈じよう夫ぶです！」

「……そんなに大変なことが起こってるのか？」

　二人の余りに必死な態度に、シンマもその火急の要件とやらが気にかかってきた。

「ああ、一大事だ。アリスが」「アンビリィバブルな出来事なんです！　アリス様が！」

　二人は交こう互ごに言った後、こう、声を合わせた。

「『全然、元気がない』んです！」




「元気がない、って、言われてもなあ……」

　夕日差す教室。シンマは、レイ、ノンエに連れられて自分のクラスまでやってきた。

　当然だが既に授業は終しゆう了りようしており、残った生徒たちもとっくにクラブ活動に勤いそしんでいる。

　がらんとした室内は、普ふ段だんのにぎわいを見せる情景とのギャップからか、必要以上に寂さびしく思えた。そんな中、一人、窓にもたれかかるようにして外を眺める少女がいる。

　まるで沈しずみゆく夕ゆう陽ひをそのまま溶かし込んだかのような、燃えるような赤い髪かみ。すらりとした無む駄だのない体つきに、今は紅色に染まった、滑なめらかな肌はだ。

　その愛らしい顔には、いつもなら好こう奇き心しん旺おう盛せいな猫ねこを思わせるような丸い瞳が輝いている。

　だが今、彼女の表情は愁うれいを帯び、ともすれば病を患わずらっているかのような沈ちん痛つうさえ窺えた。時折つくため息が、その心情を深く思わせる。

「……確かになんか変だな」

「ええ、明らかに様子がおかしいかと」

　シンマが言うのに、コトハも続いて自身の感想を漏らした。そして、

「うむ、いつものアリスとは違う」

「本当です。ミョーですね！」

「ああ、昨日からなんだ。……って、なんで君たちまでいるんだ？」

　シンマたちに続いて発言した無、ミンクに、レイが不ふ審しんげな眼まな差ざしを向ける。するとシンマの背中にしがみついている無が、レイとノンエを睨にらみつけた。

「無はシンマを監かん視ししてるんだぞ。お前たちが無の知らないところでシンマをたらしこもうとしているのを見み逃のがすと思うか！」

「わたくしはシンマくんの使徒ですから。彼の傍そばにいるのは当然のことです。ふふふ」

　自分で自分の言ったことが嬉うれしかったのか、噛かみ締しめるようにしてミンクが告げる。

　そんな彼女を、レイとノンエは、なぜか複雑そうに見ていた。

「ところで……アリスはなんで元気がないんだ？　財さい布ふでも落とした？」

　シンマが二人にそう尋ねると、

「……白々しいことを」

　レイが、そう言ってシンマを半眼で睨んでくる。ノンエもまたため息をついた。

「ええ。男っていつもそうです」

「え、どういうこと!?　なんかオレが悪いみたいな空気!?」

「空気、ではなくて、君が悪いんだぞ、シンマ」

「そうですよ、シンマさん。あなたのせいで、アリス様はあのようになっているのです！」

　レイの後、ノンエがそうシンマを指差してくる。しかし全く心当たりのないシンマとしては、目を白黒とさせるしかなかった。

「え、お、オレ、なんかしたっけ!?」

「ここ最近の自分の行動を、思い起こしてみたまえ」

　そう、レイに促うながされて、シンマは「ええ？　ええっと……」と、思考の海に潜る。

「うーん……」

　唸って記憶の棚たなを片かたっ端ぱしから開いていたが、シンマはふと、ミンクを見て思い当たった。

「……あ。えーと、もしかして……使徒のことか？」

「ようやく分かりましたか。シンマさんってほんとに鈍どん感かんですよね」

　呆れたように、ノンエが言う。それに、レイもまた頷いた。

「いいか、シンマ。きっとアリスは、君がコトハや、ミンクを次々と使徒に選んだせいで、自分だけが置いてけぼりにされたように感じているんだ。いや、それどころか、このままでは自分だけが選ばれないかもしれない――そう思って落ち込んでいるんだぞ、きっと」

「……そうだったのか」

　思えば、すっかり日常となっていたが、アリスたちは【夜明けの星々ロート・グランツ】という秘密結社の人間である。彼女たちは、久方ぶりに現れた資格者であるシンマを自分たちの組織へスカウトするため、わざわざ異国から海を渡ってきたのだ。そしてそこには、シンマの力を分わけ与えられる【使徒】となるという目的も含ふくまれていた。

「それは、なんか、悪いことしたなぁ……」

　シンマは、そう言って頭を掻かいた。だが、コトハが首を振る。

「シンマ様がご自身をお責めになることはありません。そもそも、使徒とはシンマ様に認められた人間がなるもの。アリス＝ノア＝ナンシェが未いまだ使徒となっていないのであれば、それは彼女自身の問題です」

「そ、そうですよ。シンマくんは悪くないです」ミンクも続いて言った。

「……でもなぁ」

　二人のフォローに、シンマは唸る。

「……まあ、とりあえず、今は理由のことは置いといて、だ。アリスが困ってるみたいだから、オレに相談に乗ってあげて欲しい……みたいなことなんだよな？」

　シンマが確かく認にんをとると、レイとノンエがそれぞれ頷いた。

「……よし、分かった。オレもアリスが何か悩なやんでるなら、相談に乗りたいからな」

「おお、さすがシンマさん！　よっ！　絶ぜつ倫りん役者！　頑張って！」

「千両役者ね！　絶ぜつ妙みように嫌いやな間ま違ちがえ方かたしてるから！　後、使いどころもおかしい！」

　ノンエの応おう援えんにツッコミを入れつつ、シンマは片手を上げた。

「それじゃ、ちょっと行ってくる。無、降りて。コトハたちもここで待っててくれ」

「しかし、シンマ様……」

　ついてこようとするコトハに、シンマは首を振る。

「相談に乗るって持ちかけるなら、オレ一人の方がいいだろ？　大丈夫だって」

「……そうですか。シンマ様がそう仰るのであれば、控えております」

　そう言ってコトハは、「やめろコトハー！」と暴れる無を強ごう引いんにシンマから引きはがした。

　シンマは、よし、と小さく呟く。そして五人の視線を背中に感じつつ、教室へと入った。

　相変わらず、アリスは外を眺めながら、ため息を繰くり返していた。シンマが近づくのにも、気付いた様子はない。よっぽど何か思いつめているのであろう、その姿にシンマの心配も増す。だが、とりあえずは話をしなければならない。

　そう思って、アリスの背後に忍しのび寄ったシンマはすっと手を伸のばすと、

「隙すきあり」

　アリスの左右の脇わき腹ばらを遠えん慮りよなく突いた。

「みょげらっ!?」

　聞いたこともない悲鳴を上げて、アリスが飛び上がる。どうやら、脇わきが弱いらしい。

「隙あり隙あり隙あり隙ありー」

「みょげっ!?　にゃっ！　にょっ！　ふみょらっ！」

　珍ちん妙みようなダンスを踊おどり続けるアリスに、再度同じ攻撃を繰り出そうとしたシンマ。しかし、

「な、なにすんのよ、この――バカッ！」

　彼女は振り返り様、こちらに向けて遠慮のない蹴りを繰り出してきた。

「ぎゃあっ！」

　咄嗟に避さけたがその爪つま先さきが、脛すねに当たる。シンマが痛みにぴょんぴょん飛とび跳はねていると、顔を真っ赤にしていたアリスは、

「おお、女の子の脇をなに遠慮なく突きまくってくれてんのよ！　予想外過ぎて自分でも知らなかったような声が出たじゃない！……って、シンマ？」

　ひとしきり叫んだ後、悪いた戯ずらをしたのがシンマであったことに気付いたようだった。

「よ、よお……ナイスキック」

「あ、ありがと……じゃなくて！　なによ、いきなり！　びっくりするでしょ？」

　照てれ隠かくしをするように、自分の体を抱きしめて視線を逸そらすアリス。その顔はみっともない反応をしたことを恥はじるように朱あけに染まっていた。

「いや、きっかけを掴つかもうかと思って……確かに女の子にいきなりあんなことやっちゃダメだよな、ごめん」

　自分も緊張していたらしい。シンマが素す直なおに謝あやまると、アリスもようやく落ち着いたのか、吐と息いきをついた。

「まったくもう……新あら手ての変態かと思ったわよ」

「それはまた大分とマニアックなプレイだな……。しかしアリス、脇、弱いのな」

「べべ、別にいいでしょ？　昔から、そこ触さわられるのだけはダメなのよ。レイやノンエに不意打ちでやられる度、アイス落としたり、コップ割ったりしてるんだから！」

「それは災難な……。でも、あんな面おも白しろい声が出るならつい突いてしまうのも分かる」

「あたしはジョークグッズか！」

　ふんぬー、と怒り気味に言うアリスに笑いつつ、シンマは腰こしに手を当てた。

「ま……なんだ。ちょっと落ち込んでるみたいだって、レイたちから聞いてな」

「……あの子たちが？」

　ちら、とアリスがシンマの背後を見る。それを追って振り返ると、こちらを覗のぞき込んでいたレイたちが慌てて頭を引っ込めるところだった。無だけが皆に構わず依然としてこちらを見ていたが、彼女もまたコトハに抱き上あげられて居なくなる。

「もう……お節せつ介かいなんだから」

　呆れたように。だけど、それでも嬉しそうにアリスは言った。

「お節介なのは、オレもだよ。押おしつけがましいことをするつもりはないし、アリスにその気がないなら、無理には訊きかない。オレが解決出来るなんて思ってないし、あんまり期待されても困る」

　冗談めかしてそう告げると、シンマは傍にあった椅い子すに座すわる。

「だけど……友達が悩んでるかもしれないって知って、はいそうですかって流せる程ほど、オレは廃すたれてないんだ。気になるし、話だけでも聞けるかなって思って。もし、何か困っていることがあって、それがオレの出来る範はん囲いなら、手伝うしさ」

「……シンマ」

　驚おどろいたように目をしばたたかせて、その後、アリスは微ほほ笑えんだ。夕日を背景に、彼女の笑え顔がおは、驚くほど綺き麗れいに見える。思わずどきりとしたシンマは、咳せき払ばらいした。

「だから……なんていうか。もし何かあって、言えることなら、聞かせてくれないかな。アリスには色々、世話になったからさ。恩返しくらい、させてくれると嬉しいんだけど」

「……ありがと」

　アリスは、シンマの隣にある机に腰を下ろす。

「……ええと。間違えてたら悪いんだけど。もしかして、アリスが悩んでるのって、使徒のことか？」

「使徒？……ああ、うーん」

　シンマの言葉が何を意味しているのかすぐ分かったのか、アリスは小首を傾げる。

「近いけど……遠い、かな。別に、あたし、そのことでどうこう思ってたわけじゃないの」

「そう、なのか？」

「もちろん、シンマがこのあたしを差し置いて、あの二人を選んだことに関しては、思うところあるんだけどねー？」

　にこにことしながら、言い知れぬ迫はく力りよくを醸かもしだしてくるアリス。

「さ、さいですか……すみません。でもほら、あれは二人の力になりたくて……」

　慌てて説明しようとするシンマに、彼女は笑って首を振る。

「冗談よ。ちゃんと分かってる。……シンマってそういう奴だもんね。だから、それで悩んでたんじゃないの」

「それじゃ、どうして？」

「……。昨日――ね。連れん絡らくがあったの。お父様から」

　オトウサマ、という響きに、シンマはわずかに当とう惑わくする。が、ようやく、それがアリスの父親を指すのだと気付いた。

「あ、ああ、お父さん、ね。悪い、あんまり聞きなれない言葉だから……そうか。アリスのお父さんって言えば、すごく偉えらい人なんだっけ」

「うん。【アルタイル】の社長。偉いし、お金もあるし、おまけに【夜明けの星々ロート・グランツ】の党首よ。すごいでしょ」

「ああ、すごいなあ。ちょっとすごすぎて想像もつかないや」

　シンマがのんびりとそう言うと、アリスはなぜか、大きくため息をついた。

「……あんたが、その肩かた書がきだけでなびくような奴なら、もう少し楽だったのにね」

「ん？　どういうことだ？」

「お父さんね、近く、日本の南の方にある島に来るんだって」

　へぇ、とシンマは声を出す。仕事か、と尋ねると、アリスは頷いた。

「今度【アルタイル】が出資して、その島をリゾート開発することになってね。ホテルとか、大きなショッピングモールとか、色々造るんだって。それで、お父様も開発地の最終的な視察のために島へ行くらしいの」

「そりゃ結構な話だなあ。でも、それでどうして、アリスが悩む必要があるんだ？」

「……お父様がね、その時、シンマを連れて来れないかって言うのよ」

　思わず、きょとんとしてしまった。シンマは、「……オレを？」とアリスに尋ねる。

「うん。ほら、ええと……あたし、一応、あの、シンマの……お嫁よめさんになるために、きてるでしょ？」

　言い辛づらそうにしながら口にした後で、アリスは頬ほおを赤くする。そして彼女は、それがバレないようにか、シンマから顔を背そむけた。現れた時は堂々と言っていたのに、どうして今いま頃ごろ、照れるのか。シンマが不思議そうにしていると、

「と、とにかく、そういうことで、お父様が、一度シンマに会いたいって言ってるのよ」

「そ、そうなのか。へえ……なるほど」

　驚きはしたが、考えてみればなにもおかしい話ではない、とシンマは思った。父親にしてみれば、娘むすめの結けつ婚こん相手となる男がどんな人間かを見てみたいというのは道理であろう。

「そ、それでね、あの……シンマを、来週、泊とまりで島に連れて来ないかって。宿しゆく泊はく先さきは、島にあるウチのホテルを用意しているから」

「オレを、島に？　ええと……ああ、でも、そうか。今週から夏休みだし、大丈夫なのか」

　休みの予定が、特にあるわけではない。バイトを何日か休まなければならないが、最近人が増えたことだし、その辺りは知り合いに言えば融ゆう通ずうしてもらえるだろう。

「奈な々なも連れていっていいのか？」

「あ、うん。それはもちろん。というか……何人でも誘さそってこいって」

「そっか。うん、まあ……だったら、別に大丈夫だけどさ。でも、アリスらしくないな。それ、そんなに悩むことか？　オレに気を遣つかってくれてるなら、ありがたいけど」

「う、うん、ありがと。でも……それだけじゃなくてね」

　本題に入ろうとしているのだろう。アリスはもじもじとして落ち着かない様子で、視線をあちらこちらに移している。

「ああ、あの、でも、こんなこと、あんたに頼たのむの、ほんとは嫌というか……ち、違う、嫌じゃないんだけど、嫌で、あの、でもシンマが嫌きらいというと、決してそういうことじゃなくて、どうしようもない事情というか、そんなので無む理り矢や理りに言うのが嫌というか、でもそうした方が事態が発展するのかなとかあのそのでもそのあの！」

「いやいやいや、落ち着いて！　深呼吸して！」

　シンマの方があたふたとしてきてそうアリスに言い聞かせる。彼女は、「あ、そ、そうね……」と息を吸いこんで、ゆっくりと吐はいた。そして、

「……シンマ、あたしの相談乗ってくれるって、さっき、そう言ったわよね？」

「あ、ああ」

「絶対、なんでも、万ばん事じオッケーで、ノリノリで、解決してやるぜって、斜ななめ四十五の角度で、そう格好よく、言ったわよね!?」

「いや、言ってないよ!?　そんなポージングまで計算して、言ってないよ!?」

「と、とにかく！　シンマが、島に来てくれるなら、やや、やって欲しいことがあるの！」

　意気込んだ様子で机を飛び降りると、アリスはシンマの前まで回ってくる。

「協力してよ、ね!?」

「あ、ああ、分かった。それで……なんだよ？」

　彼女は、またぞろ、大きく息を吸いこんだ。目を閉じて、何か大きなことをする前段階のように、体を反らす。そして、

「お父様と会う時のために、あ、あたしと……」

　彼女は、かっと目を見開き。顔を真っ赤したままで、シンマの腕をとってこう叫さけんだ。

「あたしと今すぐ、結婚して欲しいのっ！」

「……えっ」

『えええええええええええええええ!?』

　思わず絶句するシンマに続いて、立て続けに響ひびく物音と共に、大絶叫が轟とどろいた。

　シンマは、驚いて振り返る。

　果たしてそこには――コトハと無以外、目を丸くして積み重なるように倒たおれる、集団の姿があった。
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第二章　神魔と海とお父様







「いやぁ、びっくりしたぞ、まさかアリスがあんな大だい胆たんなことを言うとはなぁ」

「ちょっと、もうやめてってば……！」

　感かん慨がい深ぶかく呟つぶやいたレイに対し、アリスは恥ずかしそうに両手で顔を覆おおった。

「何回、同じこと言うのよっ！　あんた、面白がってるでしょ!?」

　怒ったように叫ぶ声が、狭せまい機内に大きく響く。シンマは言った。

「いやま……あの時はオレも、びっくりしたよな」

「本当です！　少し油断したらろくなことしないんだからって、そう思いました！」

　ミンクが、シンマに同調するようアリスへそう言った。

「し、仕方ないでしょ！　あの時は、慌ててたから……その、そういうことじゃないんだからね。お父様に誤解されてるみたいだから、それをなんとかするために助けて欲しいって、そ、そういうことよ！……と、いうか！」

　アリスは顔を上げると、シンマの方――否いや、その後ろの席に座るミンクを睨みつけた。

「大体、もういちいち突っ込むのも疲つかれたけど、なんであんたがいるのよ」

「それにいちいち答えるのも疲れましたけど、あなたがシンマくんに不ふ埒らちな真ま似ねをしないためですっ」

　振り返ったシンマの視界で、ミンクは、ぷい、と横を向く。アリスは半眼になって、

「せっかくこの間、あんたのお芝しば居いに付き合ってあげたのに……。そういうの、日本語で『恩を仇あだで返す』っていうの、知ってる？」

「あなたに教えて頂かなくても、知っています。でも、それとこれとは、話が別です！」

「一いつ緒しよよ！　一緒一緒一緒！」

「いーえ、別です！　別別別！」

「まあまあまあ、二人とも」

　相変わらず、いがみ合う犬と猫のような二人を、シンマはなだめた。

「せっかくだし、皆で旅行ってのも、楽しそうじゃないか。お父さん、何人でも連れてきていいって言ってたんだし……な？」

「それはそうだけど……」むくれたまま、アリスはシンマの左ひだり隣どなりの席で、座席にもたれかかる。「……まあ、空港にやってきたミンクを、飛行機に乗せたのはあたしだけどさ」

「なんだかんだ言って、一人置いていくのが居た堪たまれなかったんだな、アリス」

「強気な性格にちらり垣か間いま見みえるその優やさしさ、ノンエ、キュンキュンです！」

　アリスの前に座っていたレイとノンエが、彼かの女じよの方へ身を乗り出しながら言った。

「う、うるさいのよ、あんたらは！　そういうのは、胸に仕し舞まっておきなさい！」

　図星だったのか、アリスは顔を赤らめてがんがんと座席を蹴ける。

「……まあ、もう、いいわよ。こうなるだろうって思ってたし」

　ため息交じりにそう言って、彼女は、腕うでを組んだ。

「……それにしても、すごいよな」

　シンマは、改めて周りを見み渡わたしてそう漏らす。

　現在、シンマたちは本州を離れ、一万メートル上空に居た。もちろん、飛行機での旅だ。しかも機内には、シンマ、アリスを始めとして、先ほどやりとりを交かわしたミンク、レイ、ノンエ。そして、現在、シンマの後ろ、ミンクの隣となりにいるであろうコトハ、それにアリスの後ろの席にいる無ウー。最後に、

「にいくん、すごいぞ！　下がなんにもない！　かっけだな！　かっけ！」

　とシンマの横で窓の外の景色を眺ながめ興奮する、妹の奈な々なだけだ。ちなみにかっけとは『脚かつ気け』のことではなく『絶景』のことだろう。

　ともあれ、大人数ではあるが、飛行機で乗る客としてはやはり少ない。だがそれには理由があった。

「まさか、これがアリスの持ち物だとはなぁ……」

「正確には、ナンシェ家のものだけどね」

　アリスは肩を竦める。そう――今、シンマたちが搭とう乗じようしているのは、アリスの一族が所有する自家用ジェット機なのである。

　出来ることならなんでも協力すると言った以上、アリスの頼みごとを受けないわけにはいかない。彼女と共に島へ行くと了りよう承しようしたシンマは、夏休みに入ってすぐの週末、コトハたちと共に空港へと向かった。すると、そこに待っていたのが、今、自分たちが乗っている機体だったのだ。さすがにジャンボジェット等と比べるといくぶんか小ぶりではあるものの、それでも立派な飛行機だ。これにはさすがに驚いた。

「お金持ちの象しよう徴ちようだよな、自家用ジェットって」

「大したことないわよ。お父様なんて自分専用のものを何機も持ってるんだから」

「い、いかにもな嫌いや味みな台せり詞ふですね……むむむ」

　ミンクが何か悔くやしそうに唸うなる。

「多分、もうちょっとで着くと思うから、好きに過ごしてね。なんでも頼んでいいから」

「奈々はオレンジジュース！」

　アリスの言葉に、すかさず挙げた奈々の手をシンマは掴んで下ろす。

「奈々、さっきパフェ食べただろ？　甘あまい物の取り過ぎだ」

「きおくにございません！」

「上に乗ってたチョコレートは？」

「甘かった！」

「食べてるじゃないかよ」

「はっ！　うどん人面！」

　誘ゆう導どう尋じん問もんな、と訂てい正せいし、シンマはハンカチを取り出した。まだ口周りについている奈々のクリームを、それでぬぐう。

「……空の旅とは落ち着かぬものですね」

　それまで黙だまっていたコトハが発言した。

「へぇ、コトハさんにも苦手なものがあるんですね」

　ノンエが意外そうに言うのに、シンマも後ろを振ふり向むく。コトハは、小さく頷うなずいた。

「こうして国外に出ることなどままならぬ身の上でしたので。初めての経験に関しては、多少、不安が生じます」

「ままならぬ身の上って、あんた、江え戸ど時代の人間じゃないんだから……」

　アリスが驚いたように言う。しかしコトハの場合、それが本当なのだから仕方ない。

「じゃあ、今回がいい思い出になるといいな。たまにはコトハも羽を伸ばさないと」

　シンマがそう言うと、コトハは目をしばたたかせた。

「私はシンマ様をお守りしなくてはなりません。遊んでいる暇ひまはありませんが」

「じゃ、オレが目いっぱいに遊ぶから、ついでに付き合ってくれ」

　軽い調子で返したシンマの言葉に、コトハはしばらく口をつむぐ。しかし、

「……承知致いたしました」

　口端はしを少し上げて、提案を受け入れた。その表情は、彼女にとって精せい一いつ杯ぱいの笑顔である。

「そーですよ、アリス様のご用事はそれほど深刻なものでないんですから、じゃんじゃん楽しんじゃえばいいんです！」

「……あんた、ほんとに呑のん気きな性格してるわよね」

　陽気にはしゃぐノンエ。そんな彼女に、アリスは呆あきれたよう言った。

「こっちは、今から色々とハラハラしてるっていうのに……」

「え？　でも、ご党首様がアリス様とシンマさんにお会いするだけですよね？　単純に久しぶりに顔を見たいとか、そういうのではないんですか？」

「え？　ま、まあ、そう……みたいなものね」

　アリスは、多くを語らず、窓の外の景色を見やった。その姿に、シンマは息をつく。

（……上う手まくいけばいいけどなぁ）

　不安なのは、こちらも同じである。

　なにせ、シンマはアリスから、とんでもないことをお願いされていたからだ。

　そう、さかのぼること、今から一週間ほど前――。




「結婚してって……どういうことだ？」

　そう問いかけたシンマに、ミンクたちギャラリーを追いやった後、アリスは答えた。

「ち、違ちがうの！　その……実はね、あたし少し前、お父様に、シンマと仲良くなったって言ったの」

　別に問題はない、その通りだ。そうシンマが言うと、彼女は首を振る。

「あたしも、友達としてって、そう言ったつもりだった。でも、お父様、すっかり勘かん違ちがいしてしまって……完全に、あたしがシンマの婚こん約やく者しやだと思い込んでしまってるのよ」

「は、はあ!?」

　あまりに予想外の展開に目を丸くするシンマへ、アリスは手を合わせた。

「だから、お願い、シンマ。あたしと結婚を前提とした恋こい人びと同士として、お父様に会って！」

　しかし、と、シンマはアリスからのその提案に悩んだ。以前、ミンクとも同じようなことをしたことがある。だがそれは、彼女が強制的に母国へ帰らされてしまうかもしれなかったからだ。単純に父親の勘違いであれば、嘘うそをつけばつくほど、泥どろ沼ぬまになってしまう。

「だ、だけどそれは……正直に言うのが一番いいんじゃないか？」

　故ことさらに、考えた末シンマはそうアドバイスした。だが、俯うつむいたアリスからの返答はない。しばらく待った後、怪け訝げんに思って彼女の顔を覗き込み、シンマは目を見開いた。

「……う、うん。そう……だよね」

　アリスは目を伏ふせ、感情を無む理り矢や理り押おし殺ころすかのように、下した唇くちびるを噛み締めている。その表情は、他の何よりも彼女の内面をシンマへと語っていた。

「で、でもね。自分で言うのも変なんだけど、お父様、あたしのことすごく愛してくれていて……。自じ慢まんの娘と付き合ってるんだから、シンマもきっと、あたしに夢中なんだろう、寂しかったけど、やはりお前を日本へ送り出して良かったって、そう、嬉しそうに言ってきてくれて。だから失望させたくなくて、つい……その通りだって、言ってしまったの」

　馬ば鹿かか、と、シンマは自分を殴なぐりたくなる。こちらの考えなど、とっくの昔にアリスも思いついていただろう。それでもできないような事情が、彼女にはあったのだ。

　アリスの父親について、シンマは、そう多くを触ふれたわけではない。それでも確か彼女は、父親の期待に応こたえたくて、遠く離はなれた日本までやってきたはずだ。

　父親はアリスを愛しているとは言ったが、彼女もまた、そうなのだろう。

　だから、つい、嘘をついてしまったのだ。父親の望むような娘を振る舞まおうとして。

「そ、そんなのあたしの勝手だって、あんたに言われたらそれまでだわ。あたしだって、シンマの立場なら、そう思うし。で、でも、その、あのね。あたし、お父様にだけは、心配かけたくなくて……それで、もし、よかったら、なんだけど……その、あ、あたしと」

　と、そう言いかけたアリスの目元を――シンマは、指で拭ぬぐった。今にも零こぼれ落おちそうなほど、涙なみだが溢あふれていたからだ。驚いたような顔をするアリスに、シンマは微笑んだ。

「いいよ、分かった。お父さんに会う間くらいなら、なんとかなるよ」

「……いいの？」

「ずっと悩んでたんだろ、自分のやったことで。大だい丈じよう夫ぶ、手伝うよ」

　そして、「ただ……」とシンマは首を振った。

「今回は急なことだったから仕方ないとしても、いつまでも誤ご魔ま化かしているのは良くない。いつか決心がついたら、きちんと全部話した方がいいとオレは思う。その時は、オレも一緒に行くからさ」

「……うん。それは、分かってる。そのつもりよ。……うん」

　何度も、何度も頷いて。アリスは最後に、目を逸らした。照れくさそうに、ぽつりとシンマへ言う。

「シンマ――あ、ありがと」




　そうして、シンマは、アリスの婚約者として父親へ会うことになった。短時間で済む話ではあると思うが、それでもやはり先行きには暗雲が立ち込めている気がする。アリスの父親が、どうやらシンマとアリスとの仲を、かなり進展しているものと誤解しているようだからだ。加えて今回はミンクの時と違い、単純に仲の良さを見せつけるのではない。婚こん姻いん関係を結んだ者として相応の対応が、求められるだろう。

　ちなみにアリスの結けつ婚こん云うん々ぬんに関しては、他の人間に知れるとややこしいことになるかもしれないと、今のところ二人だけの秘密となっていた。彼女の側近である、レイとノンエも知るところではない。もっとも、コトハは護衛としてシンマに付つき添そうだろうから、彼女にだけは説明しておいたが。一通りを聞いたコトハは、『シンマ様の決められたことであれば』とあっさり了承した。

（……なににせよ、厄やつ介かいなことになりそうだな）

　そう思いながら、シンマは、眼下に見える大おお海うな原ばらを眺める。

「あ、にいくん、島だー！」

　奈々の声に、シンマは視線を移した。確かに、青々とした波間に小さな緑色の粒つぶがある。

「あれが、これからあたしたちが泊まるホテルのある島よ」

　アリスが言ってくるのに頷きながら、シンマはふとそこで、あることに気付いた。

「……あれ、ところで、無はどうした？」

　先ほどから――正確に言えば、空港を飛び立ってからだが。まるで無の声が聞こえないのだ。彼女の性格上、島が見えれば、奈々と同じく目め一いつ杯ぱいにはしゃぐように思えるが。

「無さん？　大丈夫ですか？」

　ミンクが声をかけるが、無は、アリスの後ろの席でうずくまったまま動かない。

「……無？　体調でも優すぐれないのですか」

　気き遣づかうように告げるコトハ。シンマは立ち上がり、席へと近づくと無の様子を確かめる。

「おい、無？」

「……るい」

　無は頭を抱かかえ、芋いも虫むしのように丸まりながら、ぽつりと呟いた。

「なんだって？　おい、どうした？」

　何やら尋じん常じようならざる事態である気がして、思わずこちらも焦あせる。シンマはしゃがみこみ、様子を確かめようとする。その時、無が顔を上げた。

「……るい」

　ぞっとするほど青ざめた顔で、彼女はそう言ってくる。

「きぼちわるい……！」

　口元を押さえ、ぶるぶると震ふるえながら、無はシンマへ寄りかかってきた。

「こ、こんな鉄の塊かたまりが飛ぶわけないんだ。無は知ってる。みんな騙だまされてるんだ。安心したところでいきなり落とされるんだ」

「無、飛行機が恐こわいのか？　でもお前、日本にはどうやって……」

「あの時は船に乗ったから……うう、でも、無は恐くないぞ。ぜんぜん、恐くない。恐くないけど……うぶ。なんか、そんなこと考えたら、だんだん気分が……」

　無は、普段からは考えられないような、か細い声でこう呟いた。

「も、もうダメだ……飛行機、嫌い……おぐ」

「わっ!?　ちょ！　ま、待て！　落ち着け！　奈々、コトハ、ミンク、アリス、いや、誰だれでもいい！　なんでもいいから、袋ふくろを……！　袋をおおお！」

「おろろろろろろろろろろろろろろ」

「ぎゃああああああああああああ！」

　限界を迎むかえた無の口から、怒ど涛とうのごとく『それ』は吐き出だされる。

　多少の不安と、楽しい楽しい旅行の始まりを告げる、凄すさまじい異音であった。




　アリスの話によれば、亥い羽わ島じまと呼ばれるその場所は、海流の関係から上手く航行が出来なかった。そのため、ずっと人が住んでいなかったのだという。しかし温暖な気候と豊かな自然に目をつけた【アルタイル】の子会社が、本社の出資を受けて今回、大規模な観光開発に乗り出したというわけだ。と言っても中心になるのはリゾートとしてのくつろぎなので、島の特性を活いかすため、元々あった地形などにはほとんど手を加えていないらしい。巨きよ大だいホテルやショッピングモールを、中心地へ建てるのみに留とどめているそうだ。空港等についても、環かん境きよう破は壊かいにならぬよう、最大限に配はい慮りよして造っているらしい。

　売りとしては亥羽島の珍めずらしい動植物や、湧わき出でる天然温泉。そしてなにより一番は、

「海だぁ――っ！　うひょおお！」

　そう、素す晴ばらしいほどに深いコバルトブルーを宿す、広大な海である。

　チェックイン前にホテルへとりあえず荷物だけを預け、砂すな浜はまへ訪れると、奈々のテンションはボルテージマックスに達してしまった。アリスの計らいで貸してもらった、ワンピース型の水着に着き替がえた奈々。彼女は、雄おたけびを上げたままつっこんでいく。

「こら、準備運動しろって！　そのまま海に飛び込むなよ！」

「分かってるよおおおおお！　うひょお、つめてええ！」

　奈々は緩ゆるやかに押し寄よせる波に足をつけ、いつも以上にはしゃいでいる。

「大だい丈じよう夫ぶだろうな、あいつ……」

　心配しつつも、仕方がないか、とシンマは思う。両親が亡なくなってから――つまり、奈々が物心ついてから、家族で旅行などろくにしていなかったのだ。まして海水浴など、夢のまた夢であった。改めて今回、誘ってくれたアリスには感謝しなくてはならないと思う。

「……まあ、その代わり結構な難問を抱えてるわけだけど」

　複雑な気持ちで、シンマは呟く。ただ、きらめく真っ白な砂浜と、青々と広がる海を眺めていると、やはり来てよかったと思った。

「んじゃ、オレもそろそろ行くかね……」

　アリスの父親と会うにはまだ時間がある、と聞いていた。だが動き出す前に、

「無？　気分はどうだ？」

　後ろに負っている少女に、そう尋たずねる。

「……うう。だめ。ぎぶ。しぬ。いや、無はこの程度では死なぬ。いや、しかし、ぐぬぅ」

　うめくような声で、無はそう答えた。やはりダメか、とシンマはため息をつく。飛行機を降りてから、ここにくるまでずっとこの調子である。彼女にとって初めての空の旅は、予想以上にダメージをもたらすものであったらしい。

「どうする、ホテルに戻もどって休むか？」

「……やだ。無もここにいる」

　ぎゅっとシンマの服の裾すそを掴んできて、無は目を瞑つぶったまま首を振った。やれやれと思いつつ、シンマは、

「じゃあ、あそこの陰かげで休んでな」

　と、砂浜の中心辺りを指差した。アリスの指示かは分からないが、先ほどホテルの従業員がやって来てビーチパラソルを差し、椅子を置いてくれたのだ。クーラーボックスもあって、中には水やジュースも入れてくれたようだった。こくり、と頷いた無に「りょーかい」と返してシンマは歩き始める。

　ぎらぎらと照りつける太陽は肌はだを焼くが、海の方からいい潮風が吹ふいてくるので暑さはそれほど感じなかった。人がいない、ということもある。だがそれ以上に周りに余計な建物もないので、雑音もせず、まるで世界がこの島一つだけになってしまったようだった。確かにこんなところで休きゆう暇かを過ごしたら、さぞリラックスできることだろう。

「無理するなよ。少し眠ねむった方がいい。喉のどが渇かわいたら、水もいいけど、スポーツドリンクを飲んでもいいかもしれない。ゆっくりしてな」

「む……むぅ。子ども扱あつかいするなぁ……」

　怒おこったように眉まゆをしかめる無。はいはい、と軽く答えてシンマは、無の厚ぼったいマントを脱ぬがせた。そのまま彼女を、背もたれを倒した椅子に寝ねかせる。持ってきたタオルをクーラーボックスの中にあった水で濡ぬらし、絞しぼると、無の額に置いた。すると彼女は「ふにゃ」と気の抜ぬけた猫ねこのような声を漏もらす。そして目を閉じると、しばらくしてから、寝ね息いきを立て始めた。

「……大丈夫そうだな」

　安あん堵どしたように息をつき、シンマは体を伸ばす。奈々もそうだが、無も別の意味で手間がかかるので、二人妹が出来たようだった。無意識的にだろう、無が手を伸ばし、シンマの腕を掴んだ。そっと握にぎり返すと、彼女はほっとしたように微笑み、やがて手を離す。

　視線を移すと、奈々がきちんと準備運動をしているところだった。自分の教えを守っている、もう一人の妹に和なごむ。そこへ、

「し、シンマ！」

　声がかかり、シンマは振り返かえった。
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　そこには、アリスとレイ、ノンエといういつもの三人組が居る。

　ただし、当然であるがいつもの制服や、私服姿ではなく皆みな、水着姿であった。

　ノンエはロンパース型のもの。レイはワンピースにパレオ付。それぞれ、ごく普ふ通つうのものだ。しかし、アリスはというと、思わずシンマは目を剥むいてしまった。

「……どうしたの、その格好」

　彼女は上下とも、目のやり場に困るような際きわどいビキニスタイルだったのである。おまけに色は、目に痛いほどの鮮あざやかな赤。

　思わず当惑しているシンマに向かって、アリスは、頭の後ろに手をやった。そして妙みような形に体をくねらせると、こう言ってくる。

「どう……セクシー、でしょ!?　興奮しちゃう!?」

「……え、と」

　きりっ、とした勝負顔をするアリス。だが正直なところ、シンマからすれば返答に困るところだった。

　確かに水着自体は扇せん情じよう的てきなものだ。ただ、いかんせんその価値を存分に発揮するに、アリスは完かん璧ぺきとは言えない。いや、体つき自体はモデルのようにすらっとして、その所作には思わず見とれてしまうところもある。ただ、なんというか、

（……一部分が、足りない気もする）

　そもそも、ビキニはそこがあってこそ、際きわ立だつものではないのだろうか。いやしかし、はっきりと指し摘てきしても、アリスを傷つけるだけだ。シンマは、そこまで馬鹿ではない。

「ど、どう……!?　はっきり言って、どうかしら!?」

　段々と不安が襲おそってきたのか、アリスの表情が、目に見えて崩くずれてくる。体は震え、頬には赤みが差し、目元は潤うるんでいた。まずい。泣きそうだ。シンマは焦る。

「やや、やっぱり……ダメ……？　ダメよね？　そーよね!?」

　ついに自分から折れ始めた。認めてしまうことで必要以上に傷つくことを避さけようとしているのだ。既すでに負ける姿勢である。

「だ、だから嫌いやだって、そう言ったのよ！　な、なによ！　初めから分かってた勝負だったじゃない！　ど、どーせそうよね、あたしにこの手の水着は似合わないわよね！　わ、わ、悪かったわね！」

　最終的に逆切れであった。

「だ、大丈夫ですよ、アリス様！　とってもとっても、セクシーダイナマイトです！」

　ノンエがフォローするのに、レイが乗ってくる。

「そうだとも！　この世にこれ以上、セクシーダイナマイトな女性がいるだろうか！　今にも爆ばく発はつしそうじゃないか！」

　確かに、彼女は今にも爆発してしまいそうだった。別の意味で。

「そうよね、レイちゃん！　堪こらえきれなくなって、なんかもう、何もかも滅め茶ちや苦く茶ちやになってしまいそうよね！」

　レイとノンエは必死にしゃべり続ける。だが既になにか、アリスの心中を代弁するかのようになってしまっていた。

「な、なによー！　シンマの馬鹿ー！」

　一言も発していないのに、シンマはアリスに叩たたかれる。

「いてっ！　痛いって！」

「はは、恥はずかしかったんだから！　水着を手にとってこれ絶対必要とされる場所に必要なものが無い気がするって思ったけど、そこは目を逸そらして頑がん張ばったんだからねー！」

　シンマの胸を叩き続けながら、彼女は怒いかり続ける。

「い、いやいや、ちょっと待て！　オレ、なんも言ってないって！」

「なによ、分かってるんだから！　分不相応だって言うんでしょ！　えー、そうよ、高望みしましたともよ！　夢を抱いだきましたともよ！　でも夢は持たなきゃ敵かなわないのよー！」

「だあああ、もう、わけ分かんないことばっかり言うなって！」

　シンマは、アリスの両りよう肩かたを掴つかんで離した。彼女を、真正面から見み据すえる。

「可か愛わいいよ！」

「……ふぇ？」

　涙目できょとんとするアリスに、シンマは頷いた。

「答えを聞いてない内から、勝手に自分で判断するなって。可愛いよ。全然、分不相応なんかじゃない」

「……うそつき」

　頬を膨ふくらませ、アリスはこちらから視線を逸らす。確かに――多少の嘘は、ある。

　だがアリスの水着姿がまるで似合っていないとは思わないし、可愛いというのも本当だ。それに自分を喜ばせようとして選んでくれたものであれば、シンマはそれで充じゆう分ぶんだった。

「と、とにかく……その、なんだ。ありがとう」

「な、なんでお礼言うのよ……」

「分かんないけど……言いたくなった」

　照れくさく、シンマは鼻頭をこする。それを見ていたアリスは、不意に噴ふき出した。

「……あんた、相変わらず、変よね」

「ほっとけよ……。それに、なんていうか」シンマは咳せき払ばらいして、「アリスは、無理にそんなことしなくても、いいと思うぜ」

「……どういうこと？」

「アリスはアリスのままで勝負すればいいんじゃないか。変に着き飾かざったりとかしないでさ。それで――文句無しに、可愛いと思うし」

「え……っ!?」

　シンマの言葉に、アリスは目を見開いた。その後、彼女の首筋に、すっと赤みが差す。

「……な」

「な？」

　その色は、瞬またたく間まに領域を増やした。そして、あっという間にアリスの全身を支配する。

「なな……なななななな」

　彼女はわなわなと震えながら、一歩、二歩と下がったかと思うと、

「なによ――っ！」

　突とつ然ぜん叫さけぶと共に、体ごとシンマに突っ込んできた。

「おどるふっ！」

　奇き妙みような声と共に、シンマは砂浜へ無残に転がる。

「な……なぜ」

　褒ほめたつもりだったのだが、何か不ま味ずいことを仕出かしただろうか。混乱する頭の中で、シンマは考える。だがそこで、

「はっ……！　あ、あたしは何を！　シンマ、だ、大丈夫!?」

　我に返ったかのように、アリスは、シンマを気遣うように顔を覗のぞき込んできた。

「いや、大丈夫だけど……まさか何の脈略もなく猪ちよ突とつ猛もう進しんを喰くらうとは……」

「ご、ごめん！　で、でも、あんたがいきなり変なこと言うから！」

「多分、ストレートに思ってもみないことを言われたから、頭が混乱したのだろうな」

「アリス様、強気で押おしてる分、不意打ちには弱いですもんね」

　アリスの後ろでレイとノンエが話している。そういうことか、とシンマは遠い目をした。

「け、怪け我がとかない？」

「……いや、平気。ま、元気が戻ったみたいでよかったよ」

　砂を払はらいながら、アリスの言葉にシンマはそう返す。

「ん、ところで、コトハとミンクはどうしたんだ？」

「ホテルから水着借りて着替えてたから、もうそろそろ来ると思うけど」

　立ち上がりながら、そうか、とシンマが呟いたところに。

「シンマ様、お待たせ致しました」

　馴な染じんだ声がして、シンマは「おーう」と軽く答えてそちらの方を向いた。

「随ずい分ぶんと時間がかかってたんだな――って、うぐっ」

　そこで思わず、うめく。

「……？　どうかなされましたか、シンマ様」

　コトハはシンプルなデザインの、紺こんのビキニスタイルの水着を身に着けていた。と言っってもアリスのそれとは違い、極きわめて一いつ般ぱん的てきなものである。ただし、ある部分において、とてつもない破は壊かい力りよくを持っていた。言うまでもなく――胸である。

「……いや、なんでもない」

　慌あわててシンマは目を逸らす。しまった、とシンマは思った。一緒に暮らしていて、過去に一度、もろに見てしまった経験はある。だがそれ以来、彼女と風ふ呂ろ場ばで鉢はち合あわせしないようにしていたので、すっかり忘れていたのだ。

「お加減が優れないのですか？　もしや、日射病にでもかかられたのでは？」

　硬かたくはあるが、どこか心配げな響きをもたせて、コトハが尋ねてくる。彼女は様子を見ようと思ったのか、こちらに何歩か近付いてきた。その度にシンマの視界の隅すみでけしからんものが縦じゆう横おう無む尽じんに揺ゆれる。揺れまくる。

「いいや、あの、なんていうか、ははは。ＤＮＡってたまに奇き跡せき起こすよなー、とか」

「……？　左様ですか。シンマ様はこのような時にも難しいことをお考えになるのですね」

「ま、まあな……ところで、ミンクは？」

「こ、ここにいますぅ……」

　コトハの後ろからか細い声が聞こえ、シンマは「え？」と言いながら視線を戻した。コトハが横にどくと、おずおずと言った感じで、ミンクが現れる。

「おうふっ……っ！」

　またも直ちよく撃げきを受けて、シンマは堪えきれず、顔を背そむけた。

「な、ななな、なんでミンクまでその水着!?」

　てっきり、聖職者のミンクのことであるから、ノンエと同じような格好で海水浴に臨のぞむのかとシンマは思っていた。ところがどっこい、蓋ふたを開けて見れば、ミンクもまた白いビキニ姿だったのだ。しかもコトハのものより幾いく分ぶんかサイズが小さいのか、色々なものが色々とまずいことになっている。

「わわ、わたくしが望んだわけではありませんよ!?」

　自分で自分の体を隠かくすようにして抱きしめながら、頬ほおを朱あけに染めたミンクが言ってきた。しかしそうすることで、余計にその魅み惑わく的てきな体は主張されてしまう。

「その、ホテルが用意していた水着が、後、これしかなくて……わ、わたくし、ならいっそやめようかとも思ったんですが。その、せ、せっかくシンマくんと海水浴に来ているわけですし、それで……ああ！　このようなふしだらな真似をしてしまい、申し訳ありません、エルスタイン様！」

　手を組むミンク。彼女は敬けい虔けんな宗教徒よろしく、その場に跪ひざまずいた。

「い、いや、まあ、別に変じゃないから……な？」

　どうにかフォローしようと、シンマは言葉を重ねる。だが男に生まれもった性さがというべきか、視線は二人のある一点に注がれていった。

（だ、ダメだ！　それは……友達をそういう目で見るのは、ダメだ、オレ！）

　慌ててある種、シンマは天国とも呼べるその場所から目を逸らす。そして、

「……ふぅ――――ん」

　シンマはそこに地じ獄ごくを見た。

「……アリスさん？」

「ふぅ――――――ん」

　腕を組み、こちらを見つめてくるアリスは、驚おどろくべきことに笑え顔がおであった。

　ただし、目が全くというほど、笑っていない。本来ならその表情がこちらにもたらすべき安らぎは、皆かい無むである。

「まずいぞ、これは……」「非常にやばい事態だよね、レイちゃん……」

　レイとノンエが、慄おののくようにして二人で手を合わせる。

「ちょ……！　え、あ、アリス？　どうしたんだ、アリス？　先ほどまでの、とても和やかなムードはどこへいったんだ、アリス!?」

「べえええつにいいいいいい」

　アリスは笑顔をひっこめ、頬を最大限に膨らませる。彼女はそのままそっぽを向いた。

「別に、あたし、分かってたし。男なんてそういうもんだって、そう思ってたし」

「い、いや、だから違うんだって……」

　と言い訳をしたがシンマ自身、なにが違うのかと問われても答えられない自信があった。

「なによ……可愛いって言ってくれた癖くせに」アリスは、自分のそれほど膨らんでいない胸に手を当て、憎にくしみさえこもった目で言った。「なによ……！」

「……？　どうかしたのですか、アリス＝ノア＝ナンシェ」

　その態度を不ふ審しんに思ったコトハが声をかける。シンマが不味い、と思ったその瞬しゆん間かん。

「どう、か、した、ですって……？」

　ぎ、ぎ、ぎぎ……と軋きしんだ人形のような音を立てながら、アリスはコトハの方を向いた。

「お、落ち着け、アリス！　悪いのはオレだ！　コトハに罪は……」

「よくも抜け抜けとぉ――！　きえ――っ！」

　シンマがかばおうとしたが、時、既に遅おそかった。アリスは奇き声せいを上げながら、コトハの胸を思い切り掴む。

「この！　この脂し肪ぼうの塊は！　生まれつきという抗あらがい難がたい宿命の産物は！　どこまであたしを苦しめるのよぉぉぉーっ！」

　何度も遠えん慮りよなくアリスに胸を揉もまれながら、コトハは目をしばたたかせる。

「あ、アリス？　なに怒ってるんですか？」

　態度の急変に恐おそれをなしたミンクが、思わず、といった感じで尋ねる。

「うわ、ミンク、今のアリスに関かかわったらダメだ！」

「あんたが一番腹立つのよぉぉぉ――ッ！」

　くわっ、と歯を剥き出しにして、アリスはミンクに蹴りかかった。

「う、うわあ、な、なんですかー！　いきなり！」

「なにがサイズが小さいのしかなくてぇ、よ！　ふざけんじゃないわよおお！」

　胸を掴むと、ミンクの顔に向かって、アリスはぐいと押し上あげる。

「きゃあっ！　な、なにするんですか！　どうしたんですか!?」

「見て分かんないの!?　醜みにくい嫉しつ妬とよ！　ええー、そうですとも！」

　ふー、と荒あら々あらしく息をつきながら、アリスはそのままミンクを押し倒たおした。

「や、やめてください！　シンマくん、シンマくーん！」

「こら、やめろ、アリス！　ちょっと落ち着け！」

　慌てて止めようとしたシンマを、アリスは刃やいばのように鋭するどい眼め先で睨にらみつけてくる。

「なによ……！　元はと言えば、あんたが悪いんでしょうが……！」

「う、そ、その通りです……けど……！」

「こん……の……ばか――っ！」

「うおおわあああ！　ごめえええええんっ！」

　今度は、自分が襲い掛かかられそうになって、シンマは必死で駆かけだした。

「待てええええええ！」

　背後から、鬼おにと化したアリスが追いかけてくる。

「おー、にいくん、鬼ごっこかー？　奈々も混ぜてくれー」

　遠くの方で聞こえる妹の呑気な声は、どこまでも平和的だった。




「やれやれ……やっと休める」

　ほっと一息つきながら、シンマはパラソルの下に腰こしを落ち着けた。

「お助けするのが遅おくれまして、大変に申し訳ありません、シンマ様。アリスの行動があまりに唐とう突とつであったもので……」

　隣となりに座すわったコトハが深々と頭を下げてくる。シンマは手を振った。

「いや、コトハが謝あやまることじゃないよ。オレに落ち度があったわけだし」

　シンマの迂う闊かつな行動がアリスの逆げき鱗りんに触れた後、彼かの女じよは十五分以上もこちらを追い回した。そして、コトハを始めとした面々に羽は交がい絞じめにされることによって、ようやく落ち着きを取とり戻したのである。女の子を本気で怒らせるとあれほど恐ろしいものだと、シンマは初めて身をもって知った。以後、決して同じ過あやまちを犯おかしはしまいと固く心に誓ちかう。

「それにしても疲つかれた……」

　久方ぶりに長い間全力疾しつ走そうをして、さすがに全身が悲鳴を上げている。シンマはしばらくここで休きゆう憩けいしようと、漫まん然ぜんと目の前の光景を眺ながめた。

　ミンクは奈々と遊んでくれており、二人で砂上の楼ろう閣かくを建てようとしている。レイとノンエのなだめによってどうにか機き嫌げんを直したアリスは、視界の端で波にたゆたいながら、二人と何かを話し込んでいた。

　ふと、視線を外すと、そこには気持ちよさそうにタオルケットを被かぶって眠っている無がいる。その無防備な表情は、今まで見たことがないくらいに穏おだやかだ。飛行機の旅は、よほど彼女を疲れさせてしまったらしい。

「シンマ様、一つ、ご質問をしても宜よろしいでしょうか」

　その時、不意にコトハが声をかけてくる。

「ん、いいけど。なに？」

　彼女は真まっ直すぐと前を指差しながら、真しん剣けんな面おも持もちで問うてきた。

「海で遊ぶ、とは、あのようにすれば良いのですか」

　その先には、波を掛け合あう奈々とミンクの姿がある。

「まあ、他にもあるけど、大体そんなところかな」

「あの行こう為いにより、どのような悦えつ楽らくを生むことが可能なのでしょうか？」

「え、悦楽？　いや……どうだろう。なんとなく、楽しいんじゃないかな？」

　コトハは、シンマの答えに首を傾かしげた。

「では、明確な目的なく、奈々様とミンク＝フィナーレは、ただひたすらに水をお互たがいに掛け合うという行動をとっているわけですね」

「そ、それを言われたら、物もの凄すごく身も蓋もないけど、そんなところじゃないかな」

「……そうですか。遊ぶとは難しいものですね」

　考え深げに呟つぶやき、コトハはふむと頷うなずく。

「いや、難しいことから解放されるために遊びってあると思うんだが……あ、そうか。コトハは、そういうの全然したことないんだったな」

　シンマの言葉に、彼女は「はい」と短く答えた。

「私は幼少の頃ころより御み守かみ家の定めをまっとうせしと教えを受けていたもので、そのような行為に及およんだことは一度もありません」

　それは、シンマからすれば想像も出来ないくらいに辛つらい毎日のように思えた。コトハにとって、当たり前のことであったかもしれない。だが、そのことを当然と言い切ってしまうのは、やはりシンマには出来なかった。

「……ですがシンマ様の使徒となり、日々を送る内、そういったことへの興味も抱き始めてきた己おのれがいるのも事実です」

「ん？……そうなのか？」

「はい。このところ、よく思います。学校のクラスで、私と同じ歳としの女性が話している内容が一つとして分からない時。『からおけ』や『ういんどぅしょっぴんぐ』など、もし、それらを一度でも体験すれば、私はどんな感想を抱くであろうと」

「それは、いいことじゃないかな」

　頑かたくなであったコトハの心も、少しずつ、解きほぐされてきているということだろう。シンマとしては、喜ばしいことではあった。

「かも、しれません。……ですが、私は同時に、不安にも思うのです」

　真っ直ぐと前を見つめ、コトハは、淡たん々たんと口にする。

「もしこのまま、私がシンマ様のお傍そばにいれば、いつか自分の大命でさえも忘れてしまうのではないかと。些さ末まつ事に気を取られ、一番、大切なことから目を逸らしてしまうのではないかと。……このようなことを、今までは考えたことすらなかったのに」

　彼女の瞳ひとみにはアリスたちや奈々、ミンクが映っている。それは彼女がシンマと出会った時、不必要であると断じていたもの。彼女の使命とは関係のない、『平へい穏おんな日常』であった。

「私は――少々、不安に思うのです」

「……コトハ、お前」

　シンマは、思わず驚きの声を上げる。コトハは、この数か月の間に随分と変わった。人にあらざるものとして定めていた生き方を、人相応のものとすることに決めたが故に。

　しかし今、そのことに初めて、怯おびえているのかもしれない。自らが自らでなくなってしまうような、そんな、正体の分からない恐れが湧いてきたのだろう。

　だけどそれは、コトハが確実に、人としての『何か』を取り戻していることを意味していた。恐きよう怖ふは、感情がなければ、生まれないのだから。

「大丈夫だよ、コトハ」

　だからシンマは、コトハにそう言った。

「大切なものは、絶対に失わない。たとえコトハが以前とまるで変わってしまったとしても、それはコトハが必要だと思ったから、変わったんだ。だから――捨てたくないものまで、捨ててしまうことなんかないと思うよ」

「……そうでしょうか」

「ああ。オレが保証する。……つっても、頼たよりの無い保証だけどな」

　そう言ってシンマが頬を掻かくと、コトハは、視線を下へと傾かたむけた。そして、

「……いいえ。私には、過ぎた言葉です。とても、嬉うれしく思います」

　胸に手を当て、目を瞑ると、彼女はそう呟いた。

「おーい、にいくーん！　こんなのとれたー！」

　そこへ、手を振ふりながら奈々が現れた。彼女は、色とりどりの貝かい殻がらを見せてくれる。

「おお、すごい。綺き麗れいだな」

「なー、あじゃりだよなー」

「……鮮やか、な」相変わらず、奈々の言いい間ま違ちがいはこちらの予想の斜ななめ上うえをいく。「これ、全部、奈々がとったのか？」

「うん、そうだ！　ミンクおねーちゃんと一いつ緒しよになー、貝まさぐりしたんだよー！」

「な、奈々ちゃん、貝漁あさり、ね。すごく微び妙みような表現になってるから」

　後ろから笑えみを引きつかせたミンクが現れるが、奈々は気にしていない。

「なー、にいくんにコトハも一緒にとろー！　しょうぶしようぜ、しょうぶ！」

「ああ、いいな」シンマは頷いて、コトハの肩かたを叩いた。「オレはもうちょっと休んでから行くから、先に行っててくれよ、コトハ」

「……しかし、私にはシンマ様をお守りする役目が」

　そう言ってコトハは首を振ったが、シンマは笑って手を振る。

「守るもなにも、オレたち以外、この島には誰もいないじゃないか。大丈夫だよ」

「なー！　コトハ、あそぼー！」

　奈々に手を引っ張られて、コトハはほんのわずか、困こん惑わくげな表情を作った。しかし、

「そうそう、遊んできなって」

　そう、シンマに言われて、ようやくこう告げてきた。

「……承知致いたしました。それではシンマ様、奈々様と遊んでまいります」

　初めて聞くくらいに堅かた苦くるしい『遊びに行く』だ。彼女は愛刀を手にとると、奈々と共に波なみ打うち際ぎわまで走って行った。ミンクもまた、二人の後を追いかけていく。三人の後ろ姿を見て、シンマは微ほほ笑えんだ。

「……わかんないもんだな」

　一緒に暮らしていたというのに、コトハが何を想おもい、そこから何を考えているかまでは至ることが出来なかった。いや――彼女だけではない。奈々だって、シンマの知らぬところで成長しているのだろう。その変化は、きっと、いつか、思わぬところで現れるのだ。

「なんというか、ちょっとさびしいものはあるよな……」

　そう呟いたシンマに、

「し、シーンマ」

　恐る恐ると言った感じで声がかかった。つい、と顔を向けると、アリスが立っている。

「す、すみません」

　反射的に謝ってしまうシンマであった。

「も、もう怒ってないってば！……その、さっきはあたしも少し、やり過ぎたし」

「いやいや、こっちこそ。それで、どうした？」

「う……うん」

　なぜか手を後ろで組んで、もじもじとしながら、アリスは頬を朱に染めている。その後ろでは、レイとノンエがそれぞれ手を振り上げて応おう援えんしていた。遠くの方にいるので、何を言っているかはっきりとは分からない。

「えと……あのね、ちょっとお願いがあるんだけど」

「ん？　もしかして、お父さんが来たか？」

「そ、そうじゃなくて、その……あのね？　あたし、その……ほら、肌、白いでしょ」

　そう言って、腕うでを見せる。確かに、異国人の彼女は、まるで陶とう器きのように白く艶つややかな肌の色をしていた。

「だから、昔から陽ひに当たるとすぐ焼けちゃって、後で痛くなるのよね。それで……オイル、塗ぬってくれない？　手の届かないところとかもあるし」

「え……あ、ああ、別にいいけど」

　多分、肩や足先のことを言っているのだろう、そうシンマは思った。少々照れくさいが、それくらいなら、先ほどのお詫わびとしてやるのが当然だ。よって軽く請うけ負おったのだが、

「そ、そうなの、あ、ありがと。え……えっと、じゃあ、えと」

　シンマの言葉を聞いて、アリスはなぜか、いっそうにそわそわとし始めた。落ち着きなく視線を急ぎ左右へ動かす。一体どうしたのか、とシンマが眉を顰ひそめると、

「お……お願い、ね」

　まるで覚かく悟ごを決めたかのように、アリスはシンマに持っていた日焼け止めを渡わたした。背中を向けて、パラソルの下、椅い子すにその体を横たえる。そしてうつ伏ぶせになって、その後、

「ぜ、全身、やって……！」

　そう、思い切ったように叫さけんだ後。――躊躇ためらいがちに、彼女はビキニ部分を繋つなぎ留めている紐ひもを、はらりとほどいてしまった。当然だが、彼女の背中は覆おおうものがなくなり、完全に剥き出しとなる。滑なめらかな肌が、灼しやく熱ねつを遮さえぎる影かげの下、妙に色っぽく映はえていた。

「いっ！　いや、あ、アリス!?　それは不ま味ずいだろ!?」

「ま、不味くないわよ。ただのサンオイルだもん。そ、それとも……」

　その顔に朱を散らし、アリスは妖よう艶えんな眼まな差ざしをこちらへと向けてくる。そして、

「それとも、不味いこと、するつもりなのかしら――？」

　彼女はそう、誘さそうようにこちらへ言ってきた。

「…………」

「…………」

　沈ちん黙もくすること、数秒。

「……あのさ、アリス」

「……なによ」

「レイかノンエに言われてやってるだろ？」

「……っ！」

　シンマに告げられた瞬間、それまでアリスがつけていた仮面はあっさりと剥はがれ落おちた。ぼっと顔を赤くして、叫ぶ。

「ち、違ちがうわよ！　これはあたしがあたし自身の考えにより編み出したシンマを陥かん落らくさせるための手段よ！　別に恥ずかしくなんかないわよ、ええ恥ずかしくなんかないわよ!?　だってあたしは頑張るんだもの！　頑張ってさっきの汚お名めいを返上するんだものそれにはそれしかないってあの子たちに言われたんだものー！」

「やっぱやらされてんじゃねえかよ！　最終的に全部ばらしてるよ！」

　恐らく先ほど、波を漂ただよいながらアリスがレイたちと話していたのはこのことだったのだ。

「さ、さあ、早くやりなさいよ！　やるって言ったでしょ！　ぬぬぬ、塗って、直接、肌に触ふれて、どきどきすればいいのよ！　不整脈になればいいのよ！」

「体調崩すレベルでときめかせるなよ！」

　シンマは手を振って行為を拒きよ否ひする。言う通りにしたらまた何が起こるか分からない。

「四の五の言ってないでリビドーに従ってやんなさいよ！　またあの乳女がきたら面めん倒どうくさいことになるでしょ!?」

「この状じよう況きようでまだやらせようとするお前の根こん性じようをオレは素す直なおに称しよう賛さんするよ！」

「いいからとっとと――」

「なななな、なにをやっているんですかアリスー！」

「ほらきたじゃないーっ！」

　ミンクがこちらの様子に気づいて、慌てたようにやってくる。アリスが叫んだ。

「な、なによ！　日焼け止め塗ってもらうだけでしょ!?」

「状況を見たらとてもではありませんが、そんなほのぼのとした光景には思えませんっ！」

　それは確かにその通りだろう、とシンマも思う。

「いいから、どっか行きなさいよ、あんたは！　これからあたしは、シンマからオイル塗ってもらうんだから！　それから、こう、なんか、良い感じになるんだから！」

「ゆゆ、許せません見逃せませんタダじゃおきません！　あ、あなたがやるなら！」

　と、そこで、シンマはミンクの台せり詞ふに嫌な予感を覚えた。数か月、彼女たちと付き合っていたが故ゆえに培つちかってきた経験が、なにやら警けい鐘しようを鳴らしている。

「あなたがやるならわたくしだってー！」

　と、言うが早く――ミンクは勢いに任せてビキニの紐を解いてしまった。

「だああ！　やっぱりこうなった！　ミンクはその、思い立ったら暴走する癖を治せよ！」

「だだだ、だって、悔くやしいじゃないですか腹が立つじゃないですか！　きっとアリスはオイルをシンマくんに塗らせて、最初は普通にやりながらも、途と中ちゆうから、わざとらしく変なところまで指を伸のばさせるんです！　そしてシンマくんの純情な心を弄もてあそび、あああ、あんなことやそんなことこんなことまでゆゆ、許せません！」

「どこまで想像が膨らんでんのよ！　あんたの瞬しゆん間かん的てきな妄もう想そう力が本当に羨うらやましいわ！」

「とにかく、し、シンマくん、わ、わたくしにもー！」

　言うが早く、ビキニが落ちないように胸を押さえながら――そのせいでまた危険な部分が強調されてけしからんことになっていたのだが――ミンクはアリスの隣に寝そべった。

「ちょ……もう、せっかくシンマが一人になるタイミングを見計らってたのに！」

　アリスが抗こう議ぎの声を上げて間もなく。

「シンマ様、どうなされたのですか」

　騒さわぎを聞きつけたのか、コトハまでやってきた。

「あああ、もう、あんたまで！　もういいわよ！　こうなったらやけだわ！」

　アリスはびしり、とコトハを指差した。

「あんたもここに寝なさい！　どうせなら皆でやってもらうの！　で、一番、オイルを塗りやすかった人をシンマに選んでもらう！　それでいいでしょ!?」

「よかねえよ！　それで勝利することに何の意味があるんだ!?」

「望むところです！」

「望んでしまうのかよ！」

　ぐっと拳こぶしを握り固めたミンクに、シンマは愕がく然ぜんとする。彼女は既に場の雰ふん囲い気きに呑のまれていて、自分でも何をやっているかはよく分かっていないのだろう。

「……詳しよう細さいがよく分からないのですが、シンマ様にオイルを塗って頂くのですか？　ですがそんな、ご迷めい惑わくをおかけするわけには」

「迷惑なことないわよ。男って女の肌はだにサンオイル塗る為ために人生賭かけてるところあるから」

「何をもってそう断じれるんだお前は……」

　勝手なことを言うアリスにシンマは呆あきれる。しかし、

「……そうなのですか？　シンマ様。ご迷惑ではありませんか？」

　そう、真っ直ぐな目でコトハに問いかけられて、シンマは困った。迷惑かと言われれば、そうでもない。だがしかし、「ならどうぞ」と平然と言えるほど、シンマは人生にこなれているわけではなかった。その結果、

「いや……まあ、コトハがいいのなら」

　と、落ち着くところに落ち着いてしまう。コトハはしばらく考えるように視線を上げていたものの、やがて、

「……では、失礼ながら」

　と水着の上を外し、零こぼれ落ちないように胸を両手で抱かかえながらその場でうつ伏せになる。

「お……おおう、なにこの状況……」

　思わず、シンマは呆ぼう然ぜんとなった。見目麗うるわしい三人が、無防備にこちらへ肌をさらしながら横たわっているのだ。コトハやミンクの扇情的な体のラインや、はみだした決して目を合わせてはいけない部分はもちろんのこと。アリスの体も未熟さというよりは、研とぎ澄すまされた無む駄だの無い美しさを持っており、これはこれで非常にまずい。正に、奇跡のようなシーンである。ここは本当に現実か、とさえ思ってしまう。おまけに、

「ぬぅ……」

　と、一連の騒そう動どうで目を覚ましたのだろう。無が目をこすりながら体を起こすと、まだ寝ねぼけているのかぼーっとした顔で言った。

「……暑い」

　そして躊躇ためらいもなく、彼女は自らの服を脱ぬぎ始めようとする。

「お、お前もかよ!?　こら、やめろ！」

　半はん裸ら状態となった無を止めようとシンマは飛びかかる。いやいやと暴れる無をどうにか押さえようとしていると、

「おー、なにやってんだ、皆みな？」

　よりにもよって、一番、来て欲ほしくない人物が来てしまった。

「な、奈々！　違うんだこれは！　お兄ちゃん違うんだ色々と！」

　必死に言い訳するも、彼女はそもそも、皆が何をしているかさえ理解していない。奈々は不思議そうな顔で、シンマの持っている日焼け止めの入った瓶びんを見つめていた。次いで、

「お、奈々これ知ってる。前にテレビで見たぞ！」

　そう言って手にとると、彼女は蓋を外して瓶に指を突っ込む。

「こうやって、どばって体に流して滑すべるんだ！　芸人さんがやってたぞ！　それーっ！」

　そして奈々はそのまま、中身をアリスたち三人の体に振りかけてしまった。

「あひゃあっ！」「ひいっ！」「…………」

　三者三様の反応を見せた後、アリスが思わず、といった感じで立ち上がった。

「ちょっと奈々、なにすんのよっ！」
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　が、彼女は忘れていた。自分が今、どんな状態で寝そべっていたのかを。

「あ……アリス」

「なによ！　あんた、妹のことはきちんと教育していなさいよ！……って、あ」

　ようやく気付いたかのように、アリスは、ゆっくりと視線を下へと降ろしていく。

　当然だが、拘こう束そくされていないビキニの上部分は、そのまま椅子の上へ残っていた。

　つまり――、

「い……いやあああああああああっ！」

　その瞬間、シンマは思い切りアリスにビンタされた。

「理り不ふ尽じん！」

　叫んだものの、やむを得ない事態とも言える。そのまま大人しく、シンマは倒れることにするのだった。

「あーあー、もう、無む茶ちや苦く茶ちやだな……」

「これはひどい……ひどいとしか言わざるを得ないです」

　駆けつけたレイとノンエが戦せん場じよう跡あとを見たかのような感想を漏もらす。いや、お前たちのせいだから、と、倒れたままでシンマは突っ込んだ。

「みみみみみ、見られた……！」

　胸を隠しながら、慌ててうずくまり、アリスは急いで水着を付け直す。

「いや、大だい丈じよう夫ぶ。見えてない」

　安心させようとシンマが言う。

「どうせ見えないくらいないわよ！」

　だがアリスに怒おこられてしまった。どうすればいいというのだ。

「あれー、みんな、ぬるぬるで遊ばないのかー？」

　取りようによっては、誤解されない発言を、奈々が言う。

「いや、いいから、奈々、ちょっとあっち行ってな……」

　疲ひ労ろうした声でシンマはそう言って、奈々を遠くへやった。

「まったくもう、どうしてこうなんのよ……」

　ぶつぶつと呟くアリスを、ミンクが半眼で睨んだ。

「あなたが余計なことを仕出かすからでしょう」

「あんたがわざわざ乗ってくるからでしょーが！」アリスが噛かみつく。

「乗られたくなければ、姑こ息そくな真ま似ねをしなければいいでしょう!?」ミンクも負けない。

「姑息だ卑ひ怯きようだといちいちうるさいのよ、あんたは！　正せい攻こう法ほうでいって何も得られなきゃ、意味ないでしょうが！」

「正攻法を試ためしてもみないでよく言えますねっ！」

　二人がまたも、激しい応おう酬しゆうを繰くり広ひろげようとした、その時だった。

「……随分と賑にぎやかなお友達がおられるのですね、お嬢じよう様さま」

　全くシンマの聞いたことがない声がした。まるで凍こおりついた鈴すずが鳴るような、澄んだ。けれども、どこか鋭さをもったかのような――そんな声が。

「……え？」

　アリスが振り返かえる。シンマもまた、起き上がった。

　そこには、一人の少女が立っている。

　年としの頃は十代後半……つまりはシンマたちと同じ歳くらいだ。まるで目の前の海の色を溶とかし込んだかのような、鮮あざやかな青の髪かみ。切れ長の目には、綺麗な水色の瞳を宿している。小こ柄がらな体を、紺を基調としたシンプルなフリル付のドレス――俗ぞくにメイド服、と呼ばれるものだろうか――に包つつんでいた。

「大変ご無ぶ沙さ汰たしております、お嬢様」

　少女はスカートの裾すそを摘まみ、そっと広げて頭を下げた。

「め……メアリ？　メアリじゃない！」

　驚いたように目を丸くすると、アリスは嬉しそうに駆け寄よった。そして、メアリ、と呼んだ少女を思い切り抱だきしめる。

「久しぶり！　元気だった!?」

「はい、メアリ＝シャーロット、この通り健在で御ご座ざいます」

　メアリは、アリスに薄うすく笑いかけた。

「し、師し匠しよう、お久しぶりで御座います！」「ご無沙汰しておりました」

　ノンエとレイが、揃そろって敬礼する。メアリはそれに、小さく顎あごを引いた。

「二人とも、息災のようで何よりです」

　そして彼女は、視線をアリスへと戻もどすと、口を開く。

「お嬢様、お迎むかえに上がりました」

「え……じゃあ、お父様が？」

「はい。支社ビル最上階までお越こしになるように、とのことで御座います」

　アリスはメアリに向かって頷くと、振り返った。シンマと目が合う。

「シンマ、お願い……」

「……ああ、分かった」

　ついに来たか、と緊きん張ちように唾つばを飲み込む。が、コトハ以外の皆には悟さとられないようにと、笑顔を向ける。

「んじゃ、ちょっとオレ、行ってくるから。ミンク、奈々のこと頼たのんだ」

「あ、はい、分かりました！」

「ん。にいくん、どっかいくのかー？」

　寄ってくる奈々の頭を撫なでて、「ちょっと用事でな。すぐ戻ってくるから」と言い聞かせる。すると彼女は、「うん、わかった！」と素直に返事した。本当なら、奈々と一緒にビーチバレーでもしたいところだが、こればかりは仕方ない。顔で笑って心で泣いて、どうにか諦あきらめることに成功した。

「奈々ちゃん、向こうで遊びましょうね！」

　ミンクに連れられ、奈々は海へと戻っていく。無がシンマのことを気にしているようだったので、「まだ動くのが辛いなら、休んでな」と言っておく。彼女はしばし迷った後、「……うむ」と寝ね転ころんだ。いつもならついてくるところだが、今は体力回復を優先させたいのだろう。

「じゃ、コトハ……行こうか」

　シンマは最後に、コトハへそう声をかけた。彼女は「承知致しました」と答える。

「レイ、ノンエ、あなたたちはついてこなくていいわ。少し込み入った話をするからね」

　アリスに言われ、レイとノンエは、揃って頷いた。その様子を見ていたシンマに、

「……貴あな方た様さまが、日かざ鎖り心しん真ま様で御座いますね」

　ふと、メアリが、その鋭い目をこちらへ向けながら尋たずねてくる。

「え、ええ……初めまして」

「お噂うわさはかねがね。いつも、アリスお嬢様がお世話になっております。私は、メアリ＝シャーロット。ナンシェ家に仕えるメイドです。お嬢様が日本へと赴おもむく前は、お世話係を務めさせて頂いておりました」

　深々と頭を下げられ、シンマは恐きよう縮しゆくした。

「いえ、そんな……こっちこそ、アリスにはお世話に」

　すると、メアリはなぜかシンマを、じっと見つめてくる。

「……？　どうか、しました？」

　不自然な物を感じて質問したが、彼女は「……いえ」と首を振ると、踵きびすを返した。

「それでは、ご案内致します。――こちらへどうぞ」

　そして不安定な砂すな浜はまの上を苦にすることもなく、メアリはゆっくりと歩き出だすのだった。




　エレベーターは、上へ上へと昇のぼっていく。

　ホテル近くにある十五階建てのビルは、十階までにショッピング用のテナントが入っている。そこから上は、関係者用の会議室や応接室に割り当てられていた。

（……さすがにドキドキするな）

　増えていく階数表記のディスプレイを見上げながら、シンマは深呼吸する。ふと視線を左へと傾けると、隣に居るアリスもまた顔を強こわ張ばらせていた。何しろ、これから実の父親の前で結けつ婚こんを前提とした者同士として会わなければならないのだから、無理もないだろう。

「……アリスのお父さんって、どんな人なんだ？」

　緊張をほぐすためにシンマは軽い質問をした。突とつ然ぜんであったためか、びくり、と体を竦すくませたアリス。しかし彼女は、すぐに我を取り戻す。

「あ、ああ、お父様？……そうねえ」

　顎に手を当てて考え深げに俯うつむき、やがてアリスはこう言った。

「あたしが小さな頃から、社長業が忙いそがしいのに、たまの休日にはいつも遊んでくれてたわ。ちょっと顔が恐こわいけど、料理も上手だし、とても優やさしい人よ」

　シンマは「……そっか」と胸を撫で下おろした。なんとなくいい人そうだ、と安心したのである。しかし次にアリスが言い放った台詞に、そんな幻げん想そうは打うち砕くだかれた。

「――ただし、あたしには、って冠かんむりがつくけど」

「…………はい？」

「ご党首様は、お嬢様のことを大変に可か愛わいがられておいでで御座います。故にそれ以外、つまり『アリスお嬢様以外』の方に関する対応としては、ややそれとは差が出るものと思われるので御座います」

　メアリが妙みような言い回しでアリスの言葉を補足した。

「……えと、それは、その」

「あたし以外にはびっくりするくらい厳しいの。有能な人間は、どんなに人格的に欠けつ陥かんがあろうともきちんと評価して然しかるべき地位に置くけど、逆に言えば、どんなに素す晴ばらしい人でも、無能であれば即そく座ざに会社や組織から放ほうり出すわ。お世辞を言う人は大だい嫌きらいだし、コネで世の中を渡ろうとする人も吐はき気けがするって言ってた」

「ああ、なんだ、そういうことか」考えていたこととは違って、シンマはほっとする。アリス以外には、誰だれ彼かれ構わず怒ど鳴なり散ちらすような、そんな人物であると思ったのだ。

「後、怒ると物凄く恐いのよね。何するか予測不可能だし。それに気に入ることと、気に入らないことの違いが、実の娘むすめのあたしでさえ、たまに分からなくなるの。だからお父様がいつキレるかは、あたしにも本当のところは見えない」

　やっぱりそういう人物であった、とシンマは慄おののく。

「な、なにそれ、そんな人とオレ、これから話をするのか……？」

「ご安心下さい、シンマ様。何があっても私がお守り致します」

　刀の柄つかに手を当て、コトハがきりっとした顔で宣言する。シンマはありがとう、とそんな彼女に礼を言った。だが願わくは、そんな事態が訪おとずれないことを祈いのるばかりである。

「ま、まあ、今日は大だい丈じよう夫ぶじゃない？　あたしたち、怒られにきたわけじゃないし……ね？」

　アリスに言われ、シンマは「そ、そうだな……」と気を取り直した。そう、ヘマをしなければ、何事もなく終わるはずだ。たとえ相手が怒ると鬼になる男だろうと、実の娘の婚こん約やく相手にいきなり噛みついてきたりはしまい。

　やがて、チン、という音と共に、エレベーターが開いた。廊ろう下かの先には扉とびらがある。率そつ先せんして歩くメアリが、ノブを握にぎって開いた。シンマは、ごくりと唾を飲み込む。そして、アリスの肩に手を置いた。彼女と二人、互いに頷き合って、室内へと足を踏ふみ入いれる。

　だだっ広い部屋だった。ガラステーブルが中央に置かれ、巨きよ大だいなソファが二つ、対面する形で置いてあった。来客を迎えるための場所なのだろう。

　メアリに促うながされて、シンマたちはそれぞれ、ソファに座る。そこからはちょうど、部屋の奥おくが見み渡わたせた。油絵だろうか。大だい胆たんな筆ふで遣づかいで、狼おおかみが描えがかれている。崖がけに四し肢しをしっかとつき、太陽の昇りつつある紫むらさき色いろの空に向け、遠とお吠ぼえをするように牙きばを剥むき出しにしていた。その左ひだり隣どなりには、大きな観音開きの扉がもう一つある。

「ご党首様はもう間もなくお越しになられます。それまでしばし、お待ち下さいませ」

　メアリはメイド服のポケットから小さなベルを取り出すと、何度か揺ゆらした。澄んだ音が響ひびいて間もなく、シンマたちが入ってきた扉が開いて二人のメイドが現れる。彼女たちはしずしずと、テーブルにチョコレートやクッキーの乗った皿を置いた。次いで、容器から氷の入ったグラスにアイスティーを注ぐ。一連の行動を終えたメイドたちは、思わず頭を下げたシンマに一礼してから部屋を去って行った。

「ひゃー。まだお手伝いさんがいたのか……」

　既すでに色々と次元が違う。普ふ段だんなにげなく接しているアリスだが、本当はお嬢様なのだとシンマは改めて実感した。

「シンマ様、私は少し、部屋の前を見回って参ります。いざという時に、逃とう走そう経路を確保しておかなければなりません故」

「いざという時っておおげさ……」と、コトハの言葉を一いつ旦たんは否定しかけたシンマ。しかし、さもありなんと考え直す。「……いや、頼みます」

「承知致しました。それでは」

　すっと立ち上がると、目礼し、コトハは部屋を出て行った。

「……あ、あたしもちょっとだけ部屋を出るわね、シンマ」

　それを見ていたアリスはそわそわしながら、腰を上げる。

「え、どこいくんだ？　お父さん、もうすぐ来るんだろ？」

「多分、まだ仕事しているのよ。後、五分かそこらは姿を見せないと思うから。それじゃ」

　どこか慌あわてた様子で、いそいそと、彼女はコトハに続いてこの場を後にする。

「……どうしたんだろ」

　グラスを手にとり、紅茶を一口飲んだシンマが呟くと、

「ご不ふ浄じようで御座いましょう。随ずい分ぶんと、緊張なされておいでのようで御座いましたから」

　メアリの説明に、シンマは「そ、そうか……」と納なつ得とくする。すると、

「……この程度、いずれ婚こん姻いんを結ぶ御おん身みでありましたら、お察し下さっても宜しいものを」

　彼女は、なぜか少し、険のあるような言い方をした。

「……すみません」

「お謝あやまりになられることはありません。シンマ様には少々、荷が重きに過ぎました」

　なんだろうか、と、シンマは違い和わ感かんを覚える。どうにも、メアリの台詞が先ほどから尖とがっている気がするのだが。

「……それにしても、少々、私めは、驚おどろきを禁じ得ないので御座います」

　メアリがそう言うのに、シンマはクッキーを口に咥くわえたままで振り返った。

「なにがですか？」

　彼かの女じよはじっとシンマのことを、それこそ、頭のてっぺんから足の爪つま先さきまで見る。

「いえ。貴方様がまさか、この世界を手中に収めることさえ可能な【資格者】であるとは」

「ああ、そう見えませんか。いや、まあ、オレだってそうなんですけどね」

　言って、シンマはクッキーのさくりとした感かん触しよくを味わう。確かに、歴史上そう呼ばれた者たちのことを鑑かんがみると、シンマは明らかに威い厳げんやカリスマ性に足りない。

「なんでオレなんかが選ばれたんだか。世界の意思とか、なんだかよく分かりませんけど、どう考えてもミスですよね」

「それは分かりませぬが」

　メアリはそう言って、

「仮にシンマ様が資格者でなかった場合、お嬢様もまた、貴方様とは関かかわりになられなかったであろう、と考えると、私と致しましても複雑な想いで御座います」

「そ、そうですか。それはなんていうか……申し訳ない」

　なんとなくメアリの態度に不ふ穏おんな物を感じる。シンマはそれ以上、この話題を続けることをやめることにした。

「ところで、メアリさんは、アリスの世話係をして長いんですか？」

「左様に御座います。ご党首様よりお世話係を仰おおせつかりましたのは、お嬢様がまだ七つの頃。それより二十四時間、私はお嬢様のお傍にて働いておりました」

「じゃあ、アリスとは幼おさな馴な染じみみたいなものなんですね」

「勿もつ体たいない言葉に御座います。私は一いつ介かいのメイドに御座いますれば」

　頭を下げながらも、どこか嬉しげに、メアリは口元を緩ゆるませる。しかし、

「……ですがそれも、ある時、終わりを迎えました。お嬢様が、日本へ旅立ちになられたからで御座います」

　うっ、とシンマは、黙だまり込んだ。また話題が戻ってきてしまった。

「本来であれば、私めもお嬢様のお傍について日本へ向かうはずでした。しかし、私めはお嬢様のお世話係であると同時に、ナンシェ家のメイドで御座います。よってご党首様は、私めに国へ残るよう、そう命じられたので御座います」

「そ、そうですか。それはあの、残念でしたね」

「はい。全すべてはシンマ様に資格者の力が目覚めたが故の出来事に御座います」

　心なし、冷たい眼差しで、メアリはこちらを見み据すえてきた。恐い。よく分からないが、なにかが、とても、恐い。

「……あの、不ぶ躾しつけですけど、ちょっと質問いいですか？」

「何なりと、で御座います」

「メアリさんはその――オレのこと、あんまり、好きじゃないですか？」

　なんとなく、これまでの言動で、そのことは察しがついた。目に見えぬプレッシャーが、あまりに重くのしかかってくるのだ。この辺りではっきりさせておいた方が、遠回しに攻こう撃げきされるよりはマシである。そう、シンマは判断した。

「とんでも御座いません。お嬢様の選んだお方です。私めが何の不満を申せましょうか」

「……そうですか？　いや、それなら、よかったんですけど」

　意外な返答がきて、シンマは息をつく。だが、

「ですがあくまでも個人的な感想を述べさせて頂くのであれば、好きではないなど、とんでも御座いません」

　次の瞬しゆん間かん、何の躊躇いも無く、メアリはこう口にした。

「――だいっきらいで、御座います」

「…………え」

「しんじまえ、くそやろう、で御座います」

「え、ええ、ええ!?」

　あまりに率そつ直ちよくな言葉の連続に驚いているシンマへ、メアリは表情を崩くずさずに言う。

「可能であるならば、考えられる限りのあらゆる拷ごう問もんにて、シンマ様がお願いだから殺してくれと、そう泣なき叫ばれる程ほど、追おい詰つめたい。そんな想いが、私、胸むね一いつ杯ぱいで御座います」

「かか、勘かん弁べんして下さい！」

　思わずシンマは距きよ離りをとる。すると、メアリは頭を下げた。

「ご安心下さいませ、で御座います。たとえシンマ様が私めより愛らしきお嬢様を奪だつ取しゆされた憎ぞう悪おの対象他ならぬとしても、私、ナンシェ家のメイドで御座いますから、ご党首様のお許しがない以上、何も致しません」

「…………」

「ご党首様の、お許しが、なければ、で、御座います」

「二回言わないで下さい嫌いやな想像しか出来ませんから」

　シンマが引きつった笑みをこぼすと、メアリは首を振ふる。

「――とまあ、ひと時の冗じよう談だんを口にした次し第だいで御座います」

「え？　冗談？　本当ですか？」

「半分くらいは」

「どこから!?　どこからですか!?」

　必死で真相を教え願うも、メアリは薄く笑うばかりで全く答えてくれなかった。なんだこの人。シンマは一刻も早くこの部屋から出たくなった。

「シンマ様、ただいま戻りました」

「待ってましたコトハさん！」

　帰ってきたコトハに抱きつくようにして、シンマはメアリから離はなれる。ほぼ同時、そこへ、アリスも帰き還かんした。

「ああ、このビル、トイレ分かりにくくて迷っちゃったわよ……」

「お帰りなさいませ、お嬢様」

「ただいま、メアリ。シンマと二人で仲良く出来た？」

「ええ、それはとても」

　意味ありげに、口端はしを上げながら、メアリはシンマの方を見てくる。ひい、と喉のど奥おくで悲鳴を上げながら、シンマはのけぞった。

「資格者になってから色んな人に出会ってきたけど、色んな意味であの人が一番すごい気がするよ……」

　ぼそぼそと呟つぶやくシンマを、アリスもコトハもきょとんとして見つめてくる。

　――不意に、扉が開く音がした。全員の視線が、一いつ斉せいに集まる。

　初めに現れたのは、鞄かばんを携たずさえたスーツ姿の女性だった。短く切った髪が、凛り々りしいその顔には似合っている。彼女はシンマたちの前に立つと、一礼した。

「お久しぶりで御座います、アリスお嬢様。また、お初にお目にかかります、資格者、日鎖心真様。私、社長――いえ、ご党首様の第一秘書となります、エレカと申します」

「あ、これはご丁てい寧ねいに。ええと、日鎖心真です。こっちは、オレの護衛の御守紅こと刃は」

　シンマと一いつ緒しよに、コトハもまた、頭を下げる。

「久しぶりね、エレカ。元気にしてた？」

　アリスが手を上げると、エレカは口元を緩める。

「ええ、お嬢様こそ、お変わりなく。妹はいかがでしょう？」

「うん、しっかりと頑がん張ばってくれてるわ。いつも世話になりっぱなしよ」

　そう言って笑った後、アリスが、シンマに耳打ちしてきた。

「彼女は、レイのお姉さんなのよ」

　意外なその事実に、シンマは目を瞬まばたかせる。そう言われて見れば、確かに武人のようなレイの面おも影かげがあった。

「そちらの準備が宜よろしければご党首様をお呼びしますが、いかがでしょうか」

「あ、はい、あの……大丈夫です」

　シンマが幾いく分ぶんか緊張しつつも返事をすると、アリスもまた頷うなずいた。

「うん。……呼んで」

「了りよう解かい致いたしました。――ご党首様、お嬢様がお呼びで御座います」

　開け放たれた部屋の奥、「……おう」と、低い声が響いた。

　やがて、ドス、ドスと低い音を立てながら、カーペットを踏みしめて大きな影が現れる。

　その姿は、左の大きなガラス窓から差し込む光で、全てが明らかになった。

「……ほぅ、あんたが、資格者か」

　その大おお柄がらな男はシンマの前に立ち、一言、そう尋ねてくる。

「は、はい。そうです。日鎖心真と申します」

　その存在感に圧あつ倒とうされながらも、シンマは、はっきりとそう答えた。

　短く逆立てた深しん紅くの髪は、アリスと同じ色をしているが、それでもどこかが違う。彼女のそれが鮮やかに燃え盛る篝かがり火びであれば、男は劫ごう火かと呼ぶに相応ふさわしい迫はく力りよくをもっていた。その吊つり上あがった目には、対面した相手を真っ向から射い抜ぬくかのような鋭するどさがある。口元からは、肉を引き千切るのに適するかのような作りをした犬歯が覗のぞいていた。尖った顎に生える無ぶ精しようひげが、彼かれの荒あら々あらしさを強調している。

　間ま違ちがいなく、肉にく食しよく獣じゆう。それも、ただ貪どん欲よくに獲え物ものを狩かるのではない。狡こう猾かつに張はり巡めぐらせた罠わなで相手を追い詰め、的確に、無駄なく、利益を貪むさぼるかのような。

　――狼。シンマは、男に対し、そんな印象を抱いた。それも、彼には一匹ぴきではなく群れを統とう率そつする王の資格を持つに足るものの、威厳がある。

「ふん、見た目はただのよわっちいガキにしか見えないが……」

　男は袖そでを通さず羽織った黒い革コートの内より両りよう腕うでを出し、深々と組む。アリス、それにメアリやエレカと同様、彼の言葉も流りゆう暢ちような日本語だった。

　それはともかく――と、シンマは男を見ながら思う。正直、事前に情報を聞かされていなければ、どこからどう見ても外国のマフィアそのものであった。アリスの父親ということはまだ三十代か四十代くらいだと思われるが、それにしては尋じん常じようならざる威圧感がある。

「まぁ、こういう奴やつの方が、奥おく底そこにはとんでもないもんを隠かくし持もってるってもんだな……」

　にぃ、と笑うと、男はごつい手をこちらに向かって差し出してきた。

「初に目にかかる。俺おれはジルイード＝ノア＝ナンシェ。【アルタイル】って会社の社長と【夜明けの星々ロート・グランツ】の党首っていう二つの役目を持つ、まあ、早い話が『押おし付つけられ屋』だ」

「あ、ど、どうも……押し付けられ屋、ですか？」

　手を握り返すシンマ。その時、男の指に、その外見には似合わぬ瀟しよう洒しやな細工の施ほどこされた指輪があるのが見えた。

「ああ、どのスクールにだっているだろ？　鬱うつ陶とうしい教師のいる部屋の掃そう除じや、責任だけ重くて雑用ばかりの委員長なんかの面倒ごとを一気に押し付けられる、損な役回りの奴がよ。俺は、そういう人間なんだ」
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　会社社長と、世界征せい服ふくを企たくらむ秘密結社の党首が、随分と皮肉的な物言いをするものだ。シンマは目をしばたたかせ、「……はあ」と気の抜ぬけた返事をしてしまう。

「まあ、少し話でもしよう。生あい憎にくとクソ忙しい身の上なんでな、そう長くは出来ないが。全く、金があってもなくても、時間は等しく流れてやがる」

　そう言って、ジルイードは笑う。その軽口に、ようやくシンマは微ほほ笑えみを返すことが出来た。だが、初めよりは大分と押されなくなってきたものの、それでもやはり厳しい雰囲気は纏まとっている。これは油断出来ない相手かもしれない。そうシンマが思った直後、

「お父様……久しぶり！」

　アリスが、そう、ジルイードに声をかけた。

「……アリス？」

　そちらの方に顔を向けた彼が、一言、呟く。――その瞬間だった。

「おお……アアアアアアアアアアアアアアリスウウウウウウウウウウウウ！」

　いきなり、それまで持っていた強こわ面もてが、一気に崩れ去さる。ジルイードは顔面一いつ杯ぱいに笑えみを浮うかべると、アリスに近寄り、広げた両手でぎゅっと抱きしめた。

「元気にしてたかああ？　おいいいいいいい！」

「わぶっ！　う、うん、元気よ。風か邪ぜ一つ、引いてないわ！」

　少し慌てながらも、アリスもまた、そんな父親に笑みをこぼす。

「そうかああ！　それはなによりだ！　俺はなあ、遠く離れた空の下で、お前がどうしているか、心配で、心配で心配で心配で堪たまらなかったんだぞおおおおおお！」

　ジルイードの急変ぶりに、呆あつ気けにとられるシンマは、思わず呟く。

「こ、このギャップは……」

「やや、ではなく、違ちがいすぎるように思えますね」

　冷静に言ったコトハにシンマが頷いていると、控ひかえていたメアリが答えた。

「ご党首様は、お嬢様を、世界の誰だれよりも大事に思っているので御座います」

「……そっか。それは……そうだよな」

　それを聞いて、シンマは笑みを漏らす。子どもを抱きしめる父親。それを照れながらも、受け入れる娘。いずれも、シンマが遠く、記き憶おくにないくらい彼かな方たへ置いてきてしまった光景だ。けれども、どこか懐なつかしいようにも思えた。

「アアアアリスウウウウウウ！　もうしばらくお前の感触を堪たん能のうさせてくれええ！」

「わわ、分かったわ！　でも、お父様！　お父様、今日は、シンマとお話をしにきたんでしょう!?　お父様？　お父様！　あれ、聞いてる、お父様!?」

　アリスは必死で落ち着かせようとする。しかしジルイードは尚なおもアリスを己おのれの内に抱いたまま、離そうとはしない。と、そこへ、メアリが足音もなく近づいた。彼女はそのまま、

「ご党首様、セイッ！」

　遠えん慮りよなく、ジルイードの背中に足あし蹴げりを放つ。ごが、というすごい音がした。

「ええ!?　メイドさん!?」

　驚くシンマだが、慣れた光景なのか、秘書のエレカも無反応だ。メアリはスカートの乱れを直しながら告げる。

「恐おそれながら、そろそろ冷静になって頂かないと、話が進まないので御座います。とっとと正気に戻りやがれ、で御座います」

「……おう、そうか。そうだったな」

　メイドの粗そ相そうを怒ることもなく、急に我に返ったジルイードはアリスを床ゆかに下ろした。その頭を撫でて、

「はは、お父さん、アリスと久しぶりに会ったから、つい訳が分からなくなったぞ。すまん、すまん」

「ううん、大丈夫よ。いつものことだもん」

　アリスは、そう言って笑みを浮かべる。メイドが父親を蹴けって平常モードに修正することもいつものことなのだろうか。すごい家庭だ、とシンマは心底から思った。

「ではシンマ様、コトハ様、それに、アリスお嬢様、席へとどうぞ」

　メアリに手を差し出され、三人はそれぞれ、揃って腰こしを下ろす。ジルイードもまた、シンマたちの対面に腰を下ろした。

「煙たば草こ、吸っても大丈夫か？」

　確かく認にんをとってくるジルイードにシンマが代表して頷くと、彼は「すまんな」とスーツのポケットからシガレットケースを取り出した。煙草を咥えると、エレカがライターで火を点つける。メアリがベルを鳴らすと、またメイドたちが現れた。彼女たちは、ジルイードの為ためにコーヒーと灰皿を出して去って行く。

「……話が遅おそくなったな」

　紫し煙えんを吐き出しながら、ジルイードは口を開いた。

「娘がいつも世話になってる。今回は、無理を言って来てもらって感謝する」

「ああ、いえ、とんでもない。オレも一度、アリスのお父さんに会ってみたかったですし」

「てめえにお義と父うさんと呼ばれる筋合いはねえっ！」

「うわ!?　ご、ごめんなさい!?」

　衝しよう撃げき波はのような怒ど声せいを浴びせられて、シンマは縮み上がる。咄とつ嗟さに刀の柄に手をかけるコトハを、「いやいや、大丈夫」と押さえた。

「もう、お父様、シンマはそんなつもりで言ったんじゃないわよ」

「分かってる。反射的に出ただけだ」

　アリスが頬ほおを膨ふくらませると、笑いながら、ジルイードは煙草の口を噛んだ。生きた心ここ地ちがしない。対応に気を付けなければ、とシンマは自らを戒いましめる。

「まぁ……なんだ。早さつ速そくだが、本題に入ろう。娘が、シンマ、お前と婚約関係になったと言っていたが――ありゃあ、本当か？」

　じろり、と睨にらみ付けられるように見られ、一いつ瞬しゆん、シンマは体が竦む。しかし、ここで失敗するわけにはいかないと密ひそかに気合を入れた。

「は――はい。その、アリス……娘さんとは、そのような関係になっています」

「……そうか……アリス、良かったな」

　途と端たん、弛し緩かんした表情を見せて、ジルイードはアリスを見る。

「お前は出来る子だと、俺は思っていたが、やっぱりそうだった。やり遂とげたんだな」

「う、うん、その……頑張ったのよ、あたし。かか、彼の……彼の心を、射止めたの」

　多少の焦あせりはあるものの、アリスもまた、どうにか言葉を紡つむいだ。

「そうか、そうか。それはめでたいことだ」大口を開いて笑い、ジルイードは、煙けむりを吐き出す。「――それで、挙式はいつにする？」

「……は？」

　余りに唐とう突とつで、シンマは、対応が遅おくれてしまった。すると、ジルイードは怪け訝げんな顔で、

「挙式だよ、挙式。結けつ婚こん式しきだ。考えられる限り豪ごう華かにしなきゃならん。時間がかかりそうだから、今からプランを煮に詰つめておいた方がいい。おい、資料はあるか？」

　エレカは「はい、ここに」と懐ふところの鞄の蓋ふたを開けると、分厚い本を取り出した。どうやら、結婚式の様式をまとめたパンフレットらしい。

「どんな結婚式がいいか、希望はあるか？　アリス、式はお前が主役なんだから、しっかり考えるんだぞ。悔くいのないようにやればいい。安心しろ、金は幾いくらでも出してやる。で、俺の薦すすめなんだが、まずこの船上で開く豪華海の旅という――」

　ぺらぺらとページをめくりながら、話を進めようとするジルイード。シンマは慌てたようにアリスを見た。彼女は、どうしたものかというようにきょろきょろしていたが、

「おお、お父様！　お父様？　その、結婚式は、まだちょっと早いと思うわ。その、あたしもシンマも、まだ、十六なのよ？」

「ああ、日本の法律では、男は十八歳さいから可能だったか？　だが、今から色々とプランを考えても早すぎるってことはないだろう。場所や日取りなんかも決めておいた方がいい」

「た、確かにそうかもしれませんけど……」あまり具体的にされると、それはそれで引き返せなくなってしまいそうだ。どうする。どうすればいい。シンマは普段、あまり使わない脳みそをフル回転させる。だが、そこへ、

「……恐れながら、ジルイード様。アリスも、シンマ様も、婚約を交かわしたと言えど未いまだ付き合い浅く、中々そこまで考えが至らぬものかと思われます」

　思ってもみないところからの援えん軍ぐんが来た。コトハだ。

「……お前は？」

「シンマ様の護衛の任を拝しております、御守紅刃と申します」と、質問してきたジルイードに彼女は頭を下げると、こう言った。「いましばしお時間を頂ければ、二人の余よ裕ゆうも出来るかと愚ぐ考こうする次第ではあるのですが、いかがでしょうか」

　朗々と語るコトハに、ジルイードは目をしばたたかせた。そして、

「……そうなのか？」

　と、シンマやアリスに伺うかがいを立てる。シンマは、がくがくと頷いた。

「は、はい。すみません、おとうさ……ジルイードさん。何分、まだ子どもなもので」

「そ、そうね。まだもうちょっと、時間が欲ほしいわ」

「……ま、そうか」

　頷くと、ジルイードは煙草を灰皿で揉もみ消けす。シンマは、ありがとう、とこっそりコトハに両手を合わせた。彼女は、何も言わずに会え釈しやくする。

「……んじゃ、シンマ、少し質問しても構わないか？」

　ジルイードの言葉にシンマが「あ、はい、どうぞ」と頷くと、彼は顎に手を当て、

「アリスの、どこが気に入った？」

「…………へ!?」

　思わず、シンマは口を意味なく開閉させる。ジルイードは「いや、なに」ともう一本、新しい煙草を取り出して、

「うちの娘が完かん璧ぺきに可愛いのは、当然の話だ。だが、お前がその辺りをどう評価したのか、個人的に少し気になってな。参考ながら、教えてもらえるとありがたいんだが」

「は……あ、そ、そ、そうですね」

　しまった、とシンマはミスを痛感する。娘の婚約相手ともなれば、そんな質問が来ることは予想してしかるべきだった。何も考えていなかったことが悔やまれる。

「どうした？……まさか、婚約を交わした相手のいいところを、一つも挙げられないってことはないよな？」

　ジルイードの纏う空気に、不穏なものが混ざり始める。非常事態だ。これは、なんというか、端たん的てきに言って、かなりヤバイ。シンマの背筋を、冷ややかな汗あせが流れる。

　ちら、と、助けを求めるように、シンマはアリスの方を見た。しかし、彼女はなぜか、じっとこちらを見つめてくるばかりだった。その顔は、アリスもまた、なんらかの答えを期待しているかのように思える。どういうことなんだ。味方じゃなかったのか。シンマはそう叫さけびたい気持ちでいっぱいになった。

（落ち着け……別に答えられない質問じゃない）

　そう、別に裁判にかけられているわけではない。ジルイードは純じゆん粋すいに、娘の婚約相手が彼女のどこを好んだのか、それを聞きたいだけなのだ。

　ただ、嘘うそはいけない、とシンマは直感する。ありもしないことを並べ立てたところで、アリスと十六年間も一緒に暮らしてきたジルイードのことだ。すぐに気付くだろう。故ゆえに、

「か、彼女が以前、オレに、弁当を作って来てくれたことがありまして」

「……ほぅ。アリスが弁当ね」

　意外そうに、ジルイードは目を細める。シンマは頷いた。

「最初は、フライドチキンとか、ポテトとか、結構、本音を言うと脂あぶらがきついってこともあったんですけど……」ぎろ、とそこでジルイードに睨まれたが、シンマは怯ひるまない。

「……で、でも、次に、ちゃんと日本の料理を作って来てくれたんです」

　そう言って、笑みを作った。

「オレ、日本を出たことがないから、分かりませんけど……馴な染じみのない国の料理って、味わうだけでも、結構大変ですよね。それなのに、勝手の分からない調味料とか、材料とか使って、わざわざ作って来てくれて……その心こころ遣づかいが、嬉うれしかったんです」

「……ふむ」

　機き嫌げんが直ったのか、ジルイードの雰ふん囲い気きがわずかにやわらぐ。

「アリスはそんな風に、ちょっと気の強いところもありますけど……人の気持ちを察して、優しく出来る子だと思うんです。嫌きらいな相手でも、心の底から拒きよ絶ぜつ出来なくて、その人が困っていたなら、つい手助けしてしまう。だけどもそのことを誇ほこったりとか、自じ慢まんしたりとかもしなくて、極ごく々ごく当たり前のこととして考えてる」

　シンマは、そこでアリスのことを見て、微笑んだ。

「そういうところが、オレは、好きです」

　これは、偽いつわりなどない、シンマの本当の気持ちだ。

　アリスへ視線を移すと、なぜか、熱に浮かされたような表情で、こちらを見つめ返していた。その後、彼女は恥はずかしそうに、顔を伏ふせてしまう。

「……人の気持ちを察することが出来る、優しい子だと？」

　だが。

「嫌いな奴でも、ついつい手助けしてしまう……だと？」

　ゴ、ゴ、ゴ、ゴ、ゴゴゴゴゴゴ……。

　その迫はく力りよくを擬ぎ音おんにすれば、そんなところだろう。ジルイードは俯いたまま、ゆらりと立ち上がった。身長が高く、体格もいい彼がそうすると、まるで巨きよ人じんのようにも見える。

「そそ、そうです、え、ええ、な、なんでしょう!?」

　シンマは戦せん慄りつしながら、姿勢を正した。何か不ま味ずいことでも言っただろうか、と自身の言動を反はん芻すうする。どこが琴きん線せんに触ふれたのか。

「シンマ……お前……！」

　シンマの頭の中で、警けい戒かいアラームが鳴なり響いていた。エマージェンシー、エマージェンシー。隊員は速すみやかに退たい避ひせよ。これは訓練ではない。繰くり返かえす、これは訓練ではない！

「お前ええええええええええ！」

「ぎゃああああああああ！　ごご、ごめんなさいっっ！」

　突とつ如じよとして大声を張りあげたジルイードに、シンマは我わが身みを庇かばうかのように両手をクロスした。その前を、コトハが庇おうと立たち塞ふさがろうとする。

「――いいこと言うじゃねえか」

　が、拍ひよう子し抜ぬけするような声と共に、シンマは肩かたを叩たたかれた。

「あ……う？」

　ジルイードは、にやりと笑いながら、腕うでを組んで頷く。

「中々よく見てやがる。そうだ、アリスは少し母親に似て気が強いところがあるが、とても優しい子だ。お前、気に入ったぞ」

　どっかと腰かけ、「さあ、食え」と皿の上のクッキーを勧めた。シンマは、恐きよう縮しゆくしながらも、それを受け取る。

（し……死ぬかと思った）

　ややこしいにも程があるというものだ。

「お父様、褒ほめるならもっと明るく言ってあげてよ。シンマ、恐がってるじゃない」

　アリスがむっとしたように言うのに、ジルイードは「すまんな」と軽く手を上げた。

「どうにも細かいところに気がつかない性格をしてるもんでな。だが……シンマ、お前、中々見どころある奴みたいじゃねえか」

　エレカに火を点けてもらった煙草を吹ふかしながら、ジルイードは口端を上げる。

「で――シンマ、いつ、ウチに来る？」

「え……え、え？　アルタイルに、ですか？」

「おいおい、とぼけるなよ。何のために、アリスをお前の元に行かせたと思ってる？」

　首を振って、彼は煙を手で払はらった。

「【夜明けの星々ロート・グランツ】だよ。結婚はまだでも、組織に来るだけなら問題ないだろう」

「……あ、ああ、そうですね」

　そうか、まだそっちがあったか。心の中で、シンマは額に手を当てる。潜くぐり抜けなければならない難関が、まだ聳そびえていた。

「安心しろ、お前が組織を取り仕切るのはまだ先だ。色々憶おぼえてもらうことも多いからな。だが、シンマがウチの組織に所属ぞくした暁あかつきには、全面的にアルタイルが生活面をサポートしてやる。学ぶことがあるなら大学まで世話してやるし、家もこっちに用意する。お前、確か、妹がいたな？」

「はい。奈々、といいますが」

「ああ。妹ももちろん、こっちに住んでいい。成人して就職するまでは面めん倒どうみてやるよ。どうだ、言うことなしだろ？」

「……そう、ですね」

　言葉だけをとれば、何の問題もない。シンマがもし、普ふ通つうの人生を送っていたのであれば、飛び付いたかもしれなかった。けれど、

（オレは……そうしないって、決めた）

　あの日、あの時、あの場所で。シンマは決めた。神から受け取った物は全て、自らの糧かてとしない。己が努力し、得たもので全てを為なしていく、と。

　だが、どうやって誤ご魔ま化かそうか。そう悩なやんでいると、

「――お父様、今はまだ、その時じゃないわ」

「……なに？」

　アリスがきっぱりと、シンマより先にそう言った。ジルイードが怪訝な顔をする。

「あたしとシンマは、その……さっきも言ったと思うけど、まだ婚約したばかりよ。お互たがいのことだって、あらゆる面で、深く知り合っているわけじゃないわ」

「それは、確かにそうかもしれないが」

「だからあたし、シンマの国でもう少し、彼のことを含ふくめ、色んなことを知っていきたいの。だから……組織にはまだ戻もどれないわ。中ちゆう途と半はん端ぱな状態で帰っても、何かトラブルを起こして、お父様に迷めい惑わくをかけるかもしれない」

　アリスは立ち上がると、父親に向かって、頭を下げた。

「だから、お願い。――もう少し、待って欲しいの」

　真正面からの申し出に、ジルイードは目をしばたたかせる。

「…………アリス、お前」

　そう呟き、しばらく、彼は黙り込むと、タバコを吹かしていた。大きく、長い煙を、ゆっくりと吹く。まるで、自身の心の内を形として吐と露ろするかのように。そして、

「――分かった」

　そう言うと、ジルイードは立ち上がった。

「アリス、お前がそこまで言うなら、もう少し待とう。だが、その気になったらいつでも戻ってこい。俺は、待ってるぞ」

「お父様……！　ありがとう！」

「あ、ありがとう、ございます！」

　シンマも腰を上げて、首こうべを垂れる。ジルイードはそれに手を振って、

「日本は今、夏休みなんだってな。だったら、この島で居おれる限り遊んでいくといい」

「うん、楽しむわね！　お父様、愛してるわ」

　微笑んだアリスに、ジルイードは口端を上げた。

　良かった、クリア出来た――シンマは、針のむしろからようやく下ろされたかのような気分を味わっていた。いや、まだいつかアリスと共に真実を口にしなければならない、という試練が残っているが。今、そのことは考えまい。ようやく、解放されたのである。

　ああ、今日は気持ちよく眠ねむれそうだ。シンマは、そう思った。

「ああ……そうだ。この島にいる間、色々と不便もあるだろう」

　ジルイードが、最後に口にする。

「――メアリを、世話係に寄よ越こす。精々、仲良くしてやってくれ」

　その言葉を、聞くまでは。

「う……」「……そ」

　シンマとアリスは、同時に声を発し。

「「うそおおおおおお……！」」

　互いに膝ひざをつくと、不思議そうな顔をするジルイードの前で、ただ嘆なげくのだった。







第三章　神魔とお風呂と二人きり







「ええ!?　あ、アリスがシンマくんの婚こん約やく者しや!?」

「ちょっと！　声が大きいわよ……！」

　アリスの注意に、ミンクははっとして自らの口を手でふさいだ。声を潜ひそめつつ、

「どうして、そんなことになってしまっているんですか……!?」

「色々あったのよ……説明すると長くなるから省くけど。とにかく、そういうこと」

「そういうことって、な、納なつ得とくいきませんよ……！」

「まあまあ、ミンク、ちょっと複雑な事情があるんだ。そこはひとまず、置いておこう」

　憤いきどおるミンクをなだめたシンマは、「とにかく」と続けた。

「本当は、アリスのお父さんと話をするだけで済むはずだったんだけど……彼女がさ」

　シンマは自分たちより離れたところで浜はま辺べに立つメアリを指す。

「これからオレたちにつきっきりで、色々世話をするらしいんだ。だから、下手をするとバレてしまう可能性がある」

「だから無ウーたちにもそれに合わせろと、そういうことか？」

　無が首をかしげるのに、コトハが頷いた。

「……正直に言えばいいじゃないですか。嘘をついてましたって」

「それが出来るなら、こんな苦労してないわよ……」ミンクの言葉に、アリスはため息をつく。「今言えば、お父様には相当のショックを与あたえるし、とんでもなく怒おこらせる可能性があるわ。そうなったら、あたしでも止められない。シンマがどんな目に遭あうか。後で上う手まい手を考えるから、せめて、この場を乗り切りたいのよ」

「自じ業ごう自じ得とくなんだから、アリス、あなたが責任を持てばいいじゃないですか。シンマくんまで巻き込んで……」

　むっとした感じでアリスへそう告げるミンクに、シンマは首を振った。

「確かに発ほつ端たんは、アリスかもしれない。でも彼かの女じよにお父さんへ告白する心の準備が出来るまでは嘘に協力するって言ったのは、オレだ。だから、アリスだけに事の全てを負わせるわけにはいかないよ」

「……それは、そうかもしれませんけど」

「オレからもお願いするよ、ミンク。ここは、合わせてくれないかな？」

　手を合わせてシンマが願うと、ミンクは困ったように眉まゆ根ねを寄せた。無が口を開く。

「無は別に構わんぞ。黙だまっているだけでいいなら」

「ああ、それで構わない」

　シンマが微笑むのに、ミンクはコトハの方を見る。

「……コトハさんは？」

「私は元々、知っておりましたから。シンマ様がそうしたいと申されるのであれば、異論はありません」

　きっぱりとしたその言い方に、ミンクは吐と息いきをつく。

「レイさんや、ノンエさんは当然、ですよね」

「はい、もちろん」ノンエは頷いた。「びっくりしましたけど、そういう事情ならアリス様に協力するのは当たり前です」

「……事前に言ってもらえなかったのは、残念だがな」

　少し悲しそうな顔で、レイがそう口にする。アリスはしゅんとした様子で頬を掻かいた。

「ごめんね、二人とも。すぐ済むことだと思ったし、あんたたちにはいつも迷惑ばかりかけてるから、これ以上、何かさせるのも申し訳ないと思って」

「ああ、私たちを気き遣づかってくれての行動だと分かっている。だから気にしないでいい。ただ、これからは遠慮しないで言ってくれ」レイは微笑んで、アリスの肩に手を置いた。「アリスの悩みは、どんな小さなことでも協力したいんだ」

「はい、レイちゃんの言う通りですよ。無論、わたしもです！」

　ノンエの言葉に、アリスは「……うん。ありがとう、二人とも」と嬉しそうに頷く。

「もう、皆みな、気安いんですから。わたくし一人が、悪者みたいです」

　唇くちびるを尖とがらせて、ミンクが不満を漏もらす。しかし、すぐに彼女は、「……分かりました」とため息をついて、胸に手を当てた。

「アリスには以前、お世話になりましたからね。不本意ですが、わたくしも協力します」

「……わ、悪いわね」

　少し照れくさそうに、アリスはそう言ってミンクへ頭を下げる。

「皆、ありがとう。じゃあ、この島にいる間は頼たのんだ。明日か明後日には帰るから」

　どうにか皆の了りよう解かいを得ることが出来、シンマは安あん堵どする。――と、そこへ、

「ふーん。にいくんとアリスおねーちゃんは、こんやくするのか」

『うわあっ!?』

　唐突に奈な々なの声が聞こえてきて、コトハと無以外の全員が飛び上がった。

「な、なななな、奈々、ど、どうしたんだ!?」

「奈々、みんなが全然戻ってこないから、にいくんの養子を観みに来たんだぞ」

「し、シンマくんが子どもを!?」

「いや、様子だから、ミンク。落ち着いて」

　ミンクにそう言い聞かせつつ、シンマは奈々に説明する。

「い、いや、今のはな、奈々。なんというか、その……あ、遊びで」

「そ、そうなのよ、おほほほ。けけ、結けつ婚こん遊びというか、ねね、ねー？」

「ほほー、けっこんあそびか。それはどのようなあそびですかな？」

　アリスの言葉に、奈々は興きよう味み津しん々しんといわんばかりに、目を輝かがやかせた。

「い、いやー、まだ奈々が知るには早いんじゃないかなー、な、なあ、ミンク!?」

「へっ!?　あ、そそ、そうですねー！　大人の遊びですからねー！　奈々ちゃんが、もう少し大きくなってからということで……」

　急にシンマに振られて焦りつつも、ミンクがそう返す。すると、

「遊び、とはどういうことですか？」

「ひああああっ！」

　いつのまにか気配なく現れてそう問うてきたメアリに、アリスが悲鳴を上げた。

「まさか、シンマ様は遊びでお嬢じよう様さまと婚こん約やくなされたと……そういうことで御ご座ざいますか？」

「ちち、違うので御座います！」

　動どう揺ようの余り、メアリの口調が移ってしまうシンマ。

「奈々……し、シンマの妹が新しい遊びがしたいっていうから、ね、ねえ、シンマ!?」

「あ、ああ！　オリジナルの、なんか、独創的なものを編み出そうって、なあ、無！」

「無は知らん」

「無ううううううううう！」

　いきなり合わせることを放ほう棄きした無を、シンマは抱だきしめる。

「わぶっ！　なにをする、シンマ！」

「ちょっとだけ！　ちょっとだけでいいから、うんと！　うんと言うだけでいいから！」

「シンマ、見様によってはいかがわしい光景に見えるぞ」

　レイが冷静に突っ込んでくる。確かに、幼い女の子を無む理り矢や理り抱だきしめて「ちょっとだけ！　ちょっとだけでいいから！」と言い続けている男の姿は限りなく怪あやしい。だがそんなことを気にしている場合ではない。

「と、とにかく、誤解だから！　メアリの！」

　そう説明したアリスに、メアリは「さようで御座いますか」と答え、

「ですがお会いした時から見るに、婚約をなされたという割に、シンマ様には少々、積極性が足りぬかと思われます」

「せ、積極性？」

「はい。お嬢様はこう見えて奥おく手てで御座いますので、シンマ様からもう少し、強ごう引いんに気持ちを見せて頂いた方が、事はよりスムーズに進むかと思われるので御座います」

「……ちなみに、どうやって？」

「はい、このように」

　言って、メアリはアリスの背中を、すっと軽く押した。

「わっ、とっと……と!?」

　突とつ然ぜんのことであったため、アリスは砂に足を取られてしまう。彼女はそのまま、シンマの方へともたれかかってきた。アリスは「ひぁっ!?」と驚おどろきの声を上げて離はなれようとするが、そのまま転びそうになってたので、「あ、あぶなっ！」とシンマは慌あわててその体を支えた。結果――アリスはシンマに、抱きつくような形となる。

「うわっ、ご、ごめんっ！」

　シンマは思わずアリスのことを放そうとする。しかし、

「待ってください、シンマさん……！」ノンエが、囁ささやいてきた。「今、ここでアリス様と離れるのは不自然です！」

「そ、そんなこと言われても……！」

「どうされたのですか？　シンマ様。さ、お嬢様をお抱きになって下さいませ」

　メアリが、その鋭い双そう眸ぼうでじっと見み据すえてくる。

「……いいのか？　アリス」

　伺うかがいを立てるシンマ。だがパニック状態になってしまっているのか、アリスは顔を赤くしたまま動かない。やがて彼女は、ぼそりと、消え入るような声で言った。

「……シンマが、いいなら」

　アリスが、身を任せるようにして力を抜くのが分かる。シンマはわずかに迷ったものの、

「……悪い、ちょっと我が慢まんしてくれ」

　アリスの背中に手を回して抱き寄よせた。彼女は一瞬、体を竦すくませるも、すぐにシンマの体に密着するのを受け入れる。

（こ、これは……なんか、変な感じになるな）

　どくどくと、シンマは、自分の鼓こ動どうが高まるのを感じた。アリスの体温が、衣服を通して伝わってくる。自らの腕には、控えめであるものの、確かに柔やわらかな、アリスの胸の感かん触しよくが当たっていた。

「し、シンマ……あんた結構、体、がっしりしてるのね」

　こちらの顔を見られないのか、アリスが俯うつむいたままぼそぼそと言う。恐らく、恥ずかしさをごまかすために会話して気を紛まぎらわせようとしているのだろう。

「あ、ああ、まあ……家事とかしてると、自然に体動かすからさ、は、はは」

「そ、そうなんだ。ダイエットには、最適ね……ふふ」

　アリスは、そう言って少しだけ笑った。何気ない会話も、この状じよう況きようではまるで違った意味をもってくる。まるで、カップル同士が海辺に来て喋しやべっているようだった。場ば違ちがいながら、シンマは妙みように気持ちが高こう揚ようしてくるのを感じた。自分の腕の中にいるアリスはいつもと違って大人しく、普ふ段だんとのギャップから、とても可か愛わいらしく思える。――だが、

「あー、アリスおねーちゃんいいなー、奈々も！」

　ぴょん、と跳とぶと、奈々がシンマの空いた方の腕にぶら下がってきた。それを見た無が、無言でシンマの首にかじりついてくる。

「おうふっ……！」

　三人分の重しが、シンマの体を襲おそった。そのせいで、先ほどまでのドキドキはいずこかへと消え去る。おまけに、

「……むううううう」

　物もの凄すごく痛いような視線を感じてそちらを向くと、ミンクが見たことのないくらいむくれた顔でこちらを睨んでいた。非常に恐こわい。コトハもまた、何か物問いたげな目でこちらを見ている。大だい丈じよう夫ぶか、と言っているのかもしれない。

（いかんいかん、冷静にならないと……）

　シンマは頭を振ふって、我を取とり戻し。未だこちらを観察するように見てくるメアリの気を逸そらすために、話題を変えることにした。

「と、ところで、メアリさんに会った時、ちょっと気になったんですが」

「なんで御座いましょう？」

「レイとノンエが、メアリさんのこと、師し匠しようって呼んでましたよね。あれは、どういうことなんですか？」

「ああ、そのことですかぁ」

　シンマとアリスのことを微笑ましそうに見ていたノンエが、のんびりと答える。

「簡単ですよ、メアリさんは、わたしとレイちゃん、それぞれのお師匠様なんです」

「……お師匠様？　なんの？」

「決まっているだろう」レイが、自らの腰に差していたナイフを抜ぬき取って、手の中で弄もてあそんだ。「刀とう剣けん術と、射しや撃げき術、それに全ぜん般ぱん的てきな格かく闘とう技術だ」

「へ……？　え、メアリさんが？」

　なんの冗じよう談だんだろう、と思いつつ問い返したシンマへ、アリスが言った。

「本当よ。メアリはうちのメイドであり、同時に、守り番でもあったの。こう見えて、無む茶ちや苦く茶ちや強いんだから」

「とんでも御座いません。ほんの手て慰なぐさみにて御座います」

　恐縮するように、メアリはスカートの裾すそをつまんで少し上げる。

「ただ私、ナンシェ家に雇やとわれますより以前は、世界各地を放ほう浪ろうしておりましたもので。その折にて習得しましたものに御座います」

「世界各地を？　どうしてですか？」

　目をしばたたかせたミンクが、首を傾かしげる。

「いえ、ほんの戯たわむれに、傭よう兵へいとしてゲリラやテロ組織を潰つぶして回っていたので御座います」

「……はい？……え、まじ、ですか？」

「おおまじ、で御座います」頷うなずいて、メアリは「私めは、少々、語るに長く面倒な生き方をしていたもので、そのことに関しましては口にせぬこと、お許し願えれば、と思います」

　信じられない、と、シンマは唸うなる。メアリは少し変わったところはあるものの、どこからどう見ても、ただの女の子である。

「……シンマ、あの女の言ってること、本当だぞ」

　首元で、無が言ってくる。

「無には分かる。あの女――」と声を小さく絞しぼって、「……ただ者じゃない」

「無の言う通りです、シンマ様。見た目には分かりませんが、彼女の立ち振る舞まいにはまるで隙すきがありません」コトハが淡たん々たんと話す。「恐らく、第一級の戦士であるかと」

「とんでも御座いません。まだまだ未熟な身の上に御座います」

　それを見ていたノンエが、小さくため息をついて、シンマの傍そばに寄る。

「……あんなこと言ってますけど、訓練の時には鬼おにのようになるんですよ。わたしもレイも、死ぬほど鍛きたえられましたからね」

「ああ」と、レイもまた、こちらに近付いてきて「というか、死んだな。少なくとも私は、何度か川の向こうで祖母や見たこともない者たちがこちらに手を振っているのを見た」

「あ、それ、わたしも見たよ、レイちゃん！　わたしの場合は、お花畑だったけど！」

「臨死体験してるじゃないかよ……」

　とんでもない話だ。アリスが、シンマの腕の中でため息をつく。

「あたしも、アーティファクトの修しゆ行ぎようをしてもらったんだけどね。もう、二度と受けたくないわ。あの子のしごきは」

　どれだけ壮そう絶ぜつなものだったのだろうか。あまり想像したくはない、とシンマは薄うすら寒さむいものを感じた。

「……あれ？　でも、アリスが小さい頃ころに来て、それからずっと一いつ緒しよにいたんだよな。でもその前に世界中を放浪してて……あれ？」

　そこで少々、シンマは違い和わ感かんを覚えて首を傾げる。一体メアリは今、幾つなのだろうか。

「あ、メアリに年ねん齢れいのことは訊きいても無む駄だよ。絶対に答えてくれないから。あたしも気付いたら傍に居たって感じで正確なところは分からないし」

　アリスがそう言ってくるのに、ノンエが頷く。

「【夜明けの星々ロート・グランツ】の七不思議の一つなんですよねー、師匠の歳」

「……そうなのか」

　そう言われると尋たずねてみたくなったが、触れてはいけない話題のような気もする。微ほほ笑えみを作るメアリを前に、シンマは自重することにした。

「……ところでお嬢様、その後、アーティファクトの調子はいかがでしょうか？」

「あ、えっと。そ、そうね。そこそこ……かな」

　不意にメアリから投げかけられた質問に、アリスは困ったよう、目を逸らす。

「さようで御座いますか。ご党首様も、著いちじるしい成長を望まれておいでで御座いますよ」

「う、うん、頑がん張ばってるわよ！」

　にこ、と無む理り矢や理りに近い笑えみを作るアリス。奈々が「あーてぃふぁくと？」ときょとんとしていたので、シンマはミンクに目で合図した。彼女は頷いて、「ちょっとあっちで遊びましょうね、奈々ちゃん」と言いながら、奈々を向こうへと連れて行く。

「……ところで、少し訊きたいことがあるんだが」

　奈々がいなくなったのを見計らい、シンマから降りた無が、メアリに向かって尋ねる。

「土属性のアーティファクトをアリスに与えたのは、アリスの父親か？」

「……？　ええ、さようで御座います。元々はご党首様の物で御座いました」

　質問の意図するところがわからないのだろう、メアリは首を傾げた。

「そうか。……と言うことは、彼女自身が選んだわけではないんだな」

　何か考え深げに、無は呟つぶやく。

「無、どうかしたのか？」

　シンマが尋ねると、彼女は「いや――」と小さく首を振って、

「以前から、少し気になっていたことがあったんだ。尤もつとも、無の気のせいかもしれないが」

「……アリスのアーティファクトのことで、ですか？」

　コトハが言うのに、無は頷いた。

「以前も言ったが、アーティファクトは持ち主を選ぶ。扱あつかう力の大小はあれど、資格のないものには反応さえも示さない。……だがそれにしては、アリスの使う【ヘカトンケイル】だったか、あれは変だ。無の見た限り、力を与えるだけの資格を認めているにも拘かかわらず、そっぽを向いている気がする」

「……そっぽを向く？　どういうことなの？」

　自身のことを言われて気になったのか、シンマから離れてアリスが無に訊く。

「アリス、お前に力を与えてはいるが、本質的なところでは主人と思っていない――そんな印象を受けるんだ」無は、そう言った。「あくまで無の感覚的なものだがな。アーティファクトは持ち主と一心同体、精神まで根深く繋つながっていなければならない。だからこそ成長した持ち主の為ために、封ふう印いんされた力を解放するんだ」

「だけど、無、アリスは前にアーティファクトを成長させただろう？」

　シンマは無に告げる。確か、ミンクとの件で一段階、力が上がったはずだ。

「本当ですか、お嬢様」

　メアリの問いに、「う、うん、まあね。威い力りよくはアップしたわ」と答えるアリス。

「分かっている。だから、変だと言ったんだ。無やミンクがアーティファクトを使う時のような一体感が、アリスにはないように思える。それなのに、アリスは力を使う。それがまるで、アーティファクトが渋しぶ々しぶと力を貸してやっているように、無には思えたんだ」

「ちょ、ちょっと待ってよ。それじゃあ、あたしは【ヘカトンケイル】に主人と認められてないっていうの!?」

　聞き捨てられない。アリスの強い口調は、そんな感情を思わせた。無は首を振る。

「分からん。さっきも言ったが、ほとんど無の勘かんみたいなものだ。だが、アリスはアーティファクトを使う時、いつも無理矢理に力を引き出している気がしていた」

「……そのせいで、アリスは【ヘカトンケイル】の力を使いこなせていないと？」

　コトハが尋ねると、無は、

「かもしれん。そもそも、別の持ち主がいるアーティファクトを、他の人間が使えること自体、異例なんだ」

「そ、そうなのか？……そういえば、アリス以外には見たことないな」

　思わず、シンマはアリスの方を見る。彼女は、小さく呟いた。

「……お父様の武器だから、あたしに力を貸しているだけ……ってこと？　じゃあ、あたしは、元々、アーティファクトに資格を与えられた人間ではなかったの？」

「そ、そんなことありませんよ、アリス様！」

「そうだ、アリス。あくまで無の勘だ。気にすることはない」

　レイとノンエが口々にそう言うと、無もまた、「ああ、そうだ」と同調した。

「なんとなく気になったから、元々アリスの物であったのかどうかを確かめただけだ。別に無の考えが正しいという訳じゃない」

「そう……。それなら、いいんだけど」

　言葉とは裏腹に、アリスは複雑そうな顔をする。

「お嬢様、あまりお気に為されませぬよう。鍛たん錬れんを続ければ、必ず力はつきますとも」

　深々と頭を下げ、メアリは、口端はしをゆっくりと吊つり上あげた。

「ともあれ、これから宜よろしくお願い致いたします。お時間になりましたらご夕食をとって頂き、温泉を楽しんで頂いた後、私めがお部屋へとご案内致します。――それでは、よき休日を」

　そして、彼女は踵きびすを返すと、足音もなくこの場を立ち去っていく。

「さ、さあ、じゃあ、みなさん、遊びましょう！」

　ノンエが、暗い空気を無理矢理に取り払うよう、手を叩いた。レイが頷く。

「ああ、折せつ角かくバカンスにきたことだし、ビーチバレーでもしよう」

「だな。……さ、いこうぜ、アリス。とりあえず、メアリはいないし、気き兼がねなくさ」

　シンマが肩を叩いて促うながすと、アリスは「……うん」と言った。

「……無、余計なことを言ったか？」

　無が、心配げな顔をする。それを見て、アリスは慌てたように笑みを浮うかべた。

「ううん、そんなことないわ。さ、さーて、急は凌しのげたし、やっと羽を伸のばせるわね！」

　そして彼女は強引に、嫌いやな考えを振り切きるように、ややわざとらしく明るい声を出だす。

「にいーーーくーーーん！」

　そこでこちらに呼びかけてくる奈々。「おー、今いくぞ！」とシンマが手を振り返すと、

「サメが出たぞっ！」

　彼女は笑え顔がおでそう言った。

「うええ!?　もも、戻ってきなさい！」

　平和な光景が一変した台せり詞ふにシンマは驚くも、彼女は高々と白く透とう明めいな物を掲かかげている。

「……あ、ああ、クラゲな」

　ややこしさ全開の妹の行動に、その場でシンマは脱だつ力りよくした。

　そんなシンマを見て、アリスはようやく、心からのように笑った。




　夕暮れの空に白い薄うす煙けむりが溶とけていく。

「……ふぃー」

　シンマは、温泉に浸つかっていた。程ほどよい温度の湯は、体だけでなく、心も和やわらいでいくように感じる。思い切り足を伸ばしながら風呂に入るなど、どれくらいぶりだろうか。たまに奈々と家の近所にある銭湯に行くこともある。だがそれも数か月に一度、いや、一年に一度いけばいい方だ。日かざ鎖り家には、とにかく、余よ裕ゆうがないのである。

　この島に良質の温泉が湧わくことを知ったアルタイルは、当然ながらホテルにも浴場を設置した。しかも屋内、露ろ天てん、どちらも数十人単位が入浴してもまだ余裕のある広さだ。

　だが今はシンマたった一人の専用風呂である。ふんだんに用意された海うみの幸さちに舌した鼓つづみを打った後、メアリの案内により、シンマたちはここへ訪おとずれたのだ。

「いつもなら考えられないくらいに贅ぜい沢たくなコースだよな……ああー」

　年より臭くさいと思いつつ、日常の疲つかれが溶けていくような気がしてシンマはつい声を出してしまう。奈々がいないのは残念だが、彼女も年とし頃ごろである故ゆえ、まさか一緒に入るわけにはいかない。きちんと、コトハたちに預けておいた。と――、

「風呂だああああっ！　広いぞおおおっ！」

　扉とびらが開く音と共に、女湯の方で奈々の声がした。ちなみに、シンマが今いるのは露天風呂で、女性用とは板によって分けられている。

「奈々様、足元にお気を付け下さい。そのように走られると転ぶ恐おそれがあります」

「分かった！　わーい！」

　ばしゃん、という激しい水音がした。あれは風呂に飛び込んだな、とシンマは察する。

「こら、奈々、他の人の迷惑になるから大人しくしなさい」

「!?　どこからかにいくんの声が!?　さてはしのびのものか！」

　男湯から注意すると、奈々がわけのわからない警戒をした。

「シンマも風呂に入ってるんだろう。それくらい分かれ、奈々」

　無の、どこか不ふ機き嫌げんそうな声もする。彼女は元来、あまり風呂が好きではないのだ。どうしても無防備になってしまうから、なるべく長い時間、裸はだかにはなりたくないのだという。シンマの家では、手早くシャワーだけ浴びていた。

「というか、コトハさん、お風呂にまで刀持って入るんですね……。って、うわ、これが日本の温泉ですか!?　すごく広いです。わたくし、初めて見ました！」

　今度はミンクだ。彼女は驚きつつも、わずかに口ごもりながら、

「でも……聞いていた通り、本当に皆さんと一緒に入るんですね。少し恥はずかしいです」

　ああ、そうか、とシンマは思い出す。日ひ頃ごろはすっかり忘れているが、ミンクは外国人なのだ。こういった入浴形式には慣れていないのだろう。

「いかんぞ、ミンク。日本には『裸の付き合い』というものがあってな。この国では皆、全すべてをさらけだして、嘘うそ偽いつわりなく絆きずなを深めあうんだ」

　後からレイが言うのを聞いていると、

「そうですよー。郷ごうに入っては郷に従え、ともいいますし、ここはすっぱりと開き直ってしまいましょう！」

　ノンエが、その言葉を引ひき継つぐ。

「と・い・う・わ・け・で……ミンクさん！」

「は、はい、なんでしょう？」

　意味ありげに言ったノンエの台詞に、怯おびえているような反応を示すミンク。

「決まってるじゃないですか。――その邪じや魔まなタオル、とってしまいましょう！」

「ええっ！　やっ、きゃあっ！　ちょっと！」

　ばたばたと暴れる足音。恐らくミンクがノンエから逃にげ回まわっているのだろう。

「おお、追いかけっこか！　奈々もやる！　ミンクおねーちゃんのタオルとればいいのか」

「ちち、違ちがいますよ、奈々ちゃん！　ノンエさんもやめて下さい！」

「はははは、やめませーん！　レイちゃん、後ろに回って！」

「委細承知！」

「承知しないで下さいいい！」

　ミンクの悲痛な叫さけびが響ひびいて間もなく、再び派手な水音が何度もした。どうやら三人揃そろって風呂に落っこちたらしい。

「いえーい、とったりー！」

　しばらくして、ノンエが高々と勝利の雄お叫たけびを上げる。

「ふ、ふふふ、いい体してますねえ、ミンクさん。よいではないかよいではないか」

「ここ、来ないで下さいこれ以上なにをするつもりですかその不自然にわきわきと動いた手はなんですかあああ！」

　傍から聞いていれば犯罪現場かと聞きき違えるほどのやりとりであった。その合間に、コトハと奈々、無の会話も耳に入ってくる。

「ミンクおねーちゃんたち、楽しそうだなあ。奈々も遊びたいなあ」

「奈々様はこちらに。巻き込まれると怪け我がをされる恐れがあります」

「ふん、胸なんてあんな脂し肪ぼうの塊かたまり、触さわって何が嬉うれしいんだ」

「そうですね。全く無意味な行こう為いであると思います」

　淡々とコトハが返すと、無は黙りこんだ。やがて、

「……お前が言うと嫌いや味みに聞こえる」

「さようですか」

「無だってすぐに大きくなるけどな！」

「さようですか」

「信じてないな!?」

「いいえ」

　二人の仲が良いのか悪いのか分からない掛かけ合あいは、微笑ましい。と、シンマが思っていると、

「ちょっ……やめて下さい、ノンエさん……あっ！　そ、それ、セクハラ……あんっ！　ど、どこ触ってるんですか……ちょ………やんっ！」

　急になまめかしいミンクの声が聞こえてきて緊きん張ちようが走る。一体、この薄い壁かべの向こうで何が行われているというのか。レイとノンエが会話を交かわす。

「ほんとに羨うらやましいくらいに綺き麗れいな肌はだですよねえ……。アリス様も負けてはいませんが、いかんせん、この部分のボリュームが」

「うむ、彼女もこれくらいあれば、シンマ攻こう略りやくへの道が早まるのだが、後ここも……」

「や、やめて下さいってば！　あ……だめ……そんなところまで……！」

　そんなところってどこ!?　と、シンマは思わず振り返かえる。当然、見えるわけもないのだが、逆にそれが想像力を掻きたてた。

「……いや、いかん、平常心、平常心」

　前を向いて、あぐらを組むと、シンマは耳を塞ふさいだ。ミンクたちの会話は目に――もとい、耳に毒だ。放っておくと、自分の体の一部がのっぴきならないことになりかねない。

「三人とも、その辺にしておきなさい。奈々様もおられるのですよ」

　コトハの指し摘てきに、ノンエが「あ……そうでした。じゃあこの辺で」とあっさり言った。ミンクを放したようで、素す早ばやく彼女が離れていくような水音がする。

「は、はあ、はあ、……あ、ありがとうございます、コトハさん。……うう、穢けがれてしまったわたくしをお許し下さい、エルスタイン様」

　そう、嘆くような声がする。

「みてみて、コトハ、海が見える！　ここは蘭らん学がくだなー！」

「……らん……西洋学の本にこのような場所が記されていたのですか？」

　いや、多分、天国のことだ。困こん惑わくするコトハへ、シンマは密ひそかに突っ込む。

「にしても……確かに極ごく楽らくだな、これは」

　濡ぬらしたタオルを頭に置いて、シンマは口笛を吹ふいた。

「ふぅ……やっと、ゆっくり浸かれます。ところで、アリスはどうしたんですか？」

「ああ、メアリと少し話があると、ロビーに残った。すぐに来ると言っていたが、遅おそいな」

　ミンクの疑問にレイが答える。シンマは首を傾げた。何かあったのだろうか。相手がメアリというところが、少し、気にかかる。

「まさか質問攻ぜめにあったりとかしてないよな……？」

　シンマは呟いて、ありうることだ、と思った。シンマの頭の中に、メアリに自分とのことを追つい及きゆうされ、しどろもどろになっているアリスの姿が浮かんだ。

「ちょっとまずいな、助けに行った方がいいか……」

　もし気のせいであったとしても、それなら笑い話にすればいい。ひとまず向かった方がいいと、シンマは風呂から上がった。まだほてる体のまま、脱だつ衣い所への扉に手をかけて、

「…………え？」

　がらがら、と、『向こうから』扉が開いたのでシンマは驚いた。

「レイ、ノンエ、おまたせ。明日の予定についてちょっとメアリと話して遅く――」

　現れた声の主は、そんな風に言って、入ってくる。シンマは思わず固まった。相手もまた、こちらを見て言葉を失っているようだ。棒立ちになっている。

　そこにいたのは、どう見てもアリスだった。これだけの至近距きよ離りで、間ま違ちがえるはずもない。しかも彼女は場ば所しよ柄がら、当然のことだが――素すっ裸ぱだか、であった。

　前に一枚、タオルを垂らしていたものの、そんなもので全てが解決するほど事は簡単な状況ではない。白日の下、その陶とう器きのように滑なめらかな肌も、なだらかな体のラインも、形のいい尻しりも。全てが、シンマの前にさらけ出されていた。

　昼間の刺し激げき的てきなビキニ姿でも十分に衝しよう撃げき的てきではあった。だが布が一枚あるのとないのとでは、やはり全く違う。なるほど、あんな水着でもやはり必要だったんだなあ。そんな場違いなほど冷静なことを、シンマは考えていた。完全に現実逃とう避ひである。

「な……なん……シンマ……」

　ようやく我に返ったのか、口をぱくぱくと開閉しながらアリスは何事かを言ってくる。彼女はそのまま、視線をゆっくりと下げていった。

（――あれ、そういえばオレ、下隠かくしたっけ？）

　唐とう突とつに、とんでもないことを思い出し、シンマは急いで下を確かく認にんした。

「うおっ……やばい！」

　シンマはタオルを首にかけており、それ以外は全く何も身に着けていない。当然だが、下半身を防備するものさえもなく。反射的に身を屈かがめて手で隠したが――今いま更さら無む駄だだった。

「っ……き――きゃああああああああああああああああああああああっ！」

　悲鳴を上げると同時、アリスが放った二本の指がシンマの両目を直ちよく撃げきする。

「目がっ！」

　思わず悶もん絶ぜつと共に、シンマは風ふ呂ろ場ばの床ゆかで転がった。本日三度目の悲劇である。

「シンマ様!?　いかが致しましたか!?」

　がた、とコトハが動こうとする音。それと共に、全員が口々にシンマの無事を尋ねてくる。シンマは「ぐおおおおお……」と痛みを堪こらえながらも、

「だ、大丈夫、風ふ呂ろを出ようとしたら、虫を踏ふんでしまって、つい声を上げただけなんだ」

「しかし先ほどの声は女性のもののように思えましたが……」

「お、オレ、虫を踏む時だけあんな声が出るんだよ！　ははは、参るよなー！」

　物凄く強引な言い分ではあったが、「とにかく、大だい丈じよう夫ぶだから、安心してくれ！　な！」と言葉を重ねると、コトハは一応、納なつ得とくしてくれたようだった。

「だ、大丈夫？　シンマ」

　多分、反射的にやってしまったのだろう。アリスが、焦あせりながら様子を確かめてくる。

「あ、ああ、なんとか……て、ていうか、アリス、なんでここに？」

　なるべく、アリスの方を見ないようにしながら、シンマは尋ねた。

「そ、それはこっちの台詞よ！　なんで、あんたがこっちにいるの？　ここ、女湯よ？」

「いや、男湯だけど……皆の声、あっちから聞こえるだろ？」

　と、シンマは壁の向こうを指差す。アリスは顔を上げて「……ほんとだ」と漏らす。

「あ、あれ、でも、メアリはさっき、こっちが女湯だって……」

「騙だますような真ま似ねをして申し訳ありません、お嬢様」

　脱衣所の扉が開いて、メアリの声がする。彼かの女じよは風呂場にまでメイド姿で現れた。

「これもシンマ様の積極性を増し、お嬢様を満足させるための試練で御座います」

「……どういうことですか？」

　タオルを下に巻いて隠し、シンマは確かめる。

「昼間も申しましたが、シンマ様は少々、押おしに足らぬご様子。アリス様はそういったことにはいささかに慣れておられませぬ故、これから婚こん姻いんを結び、共に暮らしていく身であるなれば、やはりある程度は殿との方がたがリードして下さらなければ。そこで、このような場を用意したので御座います」

「い、意味がわかんないわよ。だからどうして、シンマと一緒のお風呂にいるわけ!?」

「――夫ふう婦ふとなられました暁あかつきには、風呂を共にする程度、当たり前のことでは？」

「うっ……！　そそ、それは、そうかもしれないけど……！」

　アリスはのけぞって、目を逸らした。

「で、あるならば、ごく自然のこと。ですがお二人はまだお付き合いなされてから日が浅いようですので、まずはメアリがきっかけ作りをお世話させて頂いた次し第だいに御座います」

「……は、はあ」

　そう言われてしまっては、シンマとしても、これ以上なにも口にすることが出来ない。

「では、ごゆりと、お楽しみ頂きますよう」

　意味ありげにそう言って、メアリはスカートの裾を掴つかんで持ち上げると、頭を下げた。そのまま彼女は退出していく。

「あ、あの子は……もう！」

　アリスは地じ団だん駄だを踏むも、この場はどうしようもないと悟さとったのだろう。恐る恐るといった感じで、シンマの方を見つめてきた。

「ど、どうしよう、シンマ……」

「どうしようって……あの分だと、外で待ってるだろうし、どっちかが出て行くわけにもいかないよな」

　シンマは、落ち着きなく周囲を見み渡わたす。
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「シンマくん、どうしたんですか？　なんか声がしますけど、誰だれかいるんですか？」

「ッ！　い、いや、従業員さんが来てね。ちょっと話を。ははは」

　ミンクが不ふ審しんげな声で訊いてくるのを適当に誤ご魔ま化かして、シンマは言った。

「……と、とにかく、ちょっと大人しくしていよう」

　アリスも同意するように頷き、その場は互たがいに黙だまって待った。やがて、ミンクたちはそれぞれ風呂を堪たん能のうしたのだろう。

「それではシンマ様、入り口でお待ちしております。何かありましたら声をおかけ下さい」

　というコトハの台詞を皮切りに、順次、皆みなが上がっていく。

「……やれやれ」

　とりあえず、これで隣となりにバレることはなくなった。だが、問題はこれからだ。どうしたものか、とシンマが思っていると、

「……くしゅっ」

　アリスが小さくくしゃみをした。夏とは言え屋外であるため、体が冷えたのだろう。

「と、とりあえず、風呂に入ろう」

　シンマが言うと、アリスは「そ、そうね」とタオルを体に巻き付けた。こちらに続いて、風呂に浸かる。

「なんか、えらいことになったな……」

　体を温めながら、向こう側を見つめつつ、シンマは言った。

「……うん」

　短く、アリスが答えてくる。

「に、にしても、なんだ。いいお風呂、だよな！」

　会話をしていなければ、気まずすぎて死んでしまいそうだ、とシンマは思った。

「……うん」

　しかし、なぜかアリスは先ほどから、言葉少なでしか返してこない。緊張しているのかもしれないな、と、シンマが考えていると。

「……って!?　あ、アリス……？」

　アリスが、こちらに体をくっつけてきたので驚く。彼女は顔を紅潮させながら、

「ち、違うのよ、こ、これは。メアリが、どこで見張ってるか分からないでしょ？　だだ、だから、その、演技で……そう、これは演技なのにゃ！」

　混乱の余り、いきなり猫ねこになって言ってきた。

「あ、ああ、そうだな……うん。そうだな」

　なんと答えるのが適切か分からず、シンマは曖あい昧まいに言葉を濁にごす。だが、風呂場で二人きり。しかも半はん裸らの女の子とくっついているというのは、どうにもやはり落ち着かない。

「そう、これは、演技……演技……演技なんだから……」

　ぶつぶつと、まるで自分に言い聞かせるようにして、アリスは呟いていた。

「な、なあ、アリス？　あんまりそう気負うと、ボロが出るかもしれない……ぞ!?」

　彼女の心中を察してアドバイスしようとしていたシンマの声が、その瞬しゆん間かん、上ずった。アリスが突然、風呂から上がってタオルをとったからだ。

「あ、アリス!?　ど、どうした!?」

「え、演技！　あ、あたしたち婚こん約やく者しや同士なんだから……その、これくらいやるでしょ!?」

　未いまだアリスはこちらに背中を向けてはいる。だが素す肌はだが見えているということに、シンマは己おのれの体温が上がっていくのを感じる。彼女はそのまま、洗い場へと向かった。

「な、なにするんだ……？」

　追った方がいいのか、とシンマも上がってついていく。アリスは用意されていた椅い子すに座すわると、タオルを前だけに垂らした。そして、わずかに躊躇ためらう素そ振ぶりを見せて言う。

「あ……洗って」

　言葉の意味が分からずに、シンマは「は、はい？」と自分でも間ま抜ぬけと思えるような声を漏もらしてしまう。彼女は怒おこるようにして、頬ほおを膨ふくらませるとこう叫んだ。

「な、何回も言わせないでよ！　あ――あたしの体、洗ってって、言ってんの！」

「……え、は、ええええ!?」

　あまりに予想外の出来事に、シンマはつい、大声を張りあげた。

「な、なによ、だから、勘かん違ちがいするんじゃないわよ!?　え、演技なんだから！　これくらいしなきゃ、変でしょ!?　そ、そう、変よ！　だから……その、あたしだって、べ、べべ、別に、したくてやってるわけじゃないわよ！」

「そ、そうか、そうだよな、うん……いや、察しが悪くて、ごめん」

　よほど恥ずかしいのだろう。アリスは顔と言わず、全身を赤くして、潤うるんだ瞳ひとみで床の一点を見つめていた。これは、彼女にこれ以上無理をさせるわけにはいかない。シンマはそう思って、椅子を引き寄せるとアリスの後ろに座った。ボディーソープを手に取って泡あわ立だてる。が、そこでシンマは肝かん心じんなことに気付いて「……あ」と呟いた。

「な、なに？　早くしてよ！」

「い、いや……体を拭ふくためのタオルがない」

　否いや、正確には存在する。シンマが腰こしに巻いたものだ。だがこれを使うわけにはいかないだろう。自分の体を拭いたものであるし、その前に、下半身を無防備にするとかなり大変なことになりそうな気がするのだ。かと言って、アリスの物を奪うばうわけにもいかない。

「は、はあ!?　も、もう……！　じゃ、じゃあ、手、手でいいわよ！」

「手!?」

「い、いちいち確認しないでよ！　あたしだって、色々、いっぱいいっぱいなんだから！」

「ご、ごめん……そ、そうだよな」

　いやしかし、それはいいのか。色んな意味でいいのか。ぐるぐると自分の頭の中を回る考えを、シンマは無理矢理に振り払はらった。いいもなにも、どうしようもないのだから仕方ない。シンマは、ボディーソープを少し蛇じや口ぐちから出した水に溶かすと、泡立てた。

「じゃ……じゃあ、いくぞ」

　アリスが頷き、心なしか、体を強こわ張ばらせた気がした。シンマは、目を逸らしながら、思い切って彼女の体に手を伸ばす。柔やわらかな感かん触しよくが手を伝い、どくん、と心臓が高鳴った。そのままそちらを見ないようにしてアリスの肌に指を這はわせ――、

　ふにゅ。

「ひゃんっ！」

　段だん違ちがいに柔らかい感触がした瞬間。思ってもないような可か愛わいらしい声が、アリスから漏れ出でた。

「ああ、あんた、わざとやってんでしょ!?　いきなりそこいく!?」

「え、ど、どこ!?　どこいったんだ!?　見てないから分かんないって！　ここか!?」

「そんなこと、言えるわけな……ひぁ……っ！　ばっ、そ、そこは、もっとダメぇ……！」

　ダメと言われても、どこならいいのか、さっぱり皆かい目もく見当つかない。

「ば、ばかっ！　だ、段階ってものがあるでしょ……!?」

「……え？　段階？」

　思わず、シンマはアリスの言葉に怪け訝げんな顔をする。まるで、手順さえ踏めば、そこに至っても構わないという風にも聞こえたからだ。アリスは慌あわてたように口に手を当てた。

「な、なんでもないわよ！　別に……その……そんなんじゃ、ないんだからね!?」

「いや、そもそも、何に対してのそんなんじゃないのかが、さっぱりなんだが……」

「う、うるさいうるさいうるさい！　さっさと触りなさ……じゃなくて、洗いなさいよ！」

「わ、分かった……じゃあ、ここか!?」

「ひゃぁうっ！　な、なんで、そんなとこ……だめぇっ！」

　風呂場に、淫いん靡びとも言える嬌きよう声せいが、ひたすらに響いていく。アリスもそうだが、シンマもまた、妙みような気持ちが沸き上がっていく。血流がどくどくと音を立て、目まぐるしく体内を循じゆん環かんしていた。思考が停止する。ただひたすらに、アリスの体の感触や、その温度に翻ほん弄ろうされていた。

（な、なんでオレはこんなことになってんだ？）

　自分の置かれている状じよう況きようが信じられず――シンマはただ、請こい願うのみであった。

（今すぐ、誰か、なんとかしてくれ――！）




「し、死んだ……」

　ふらふらの状態で、シンマは部屋に辿たどり着つくと、そのままベッドに倒たおれ込んだ。

（……どうにか、正気を保つことが出来てよかった）

　アリスと一緒に風呂に入るという、未だかつてない事態に遭そう遇ぐうしたシンマ。だが危あやういところで、爆ばく発はつせずに済んだ。もし後一分同じ状況に居たらと思うと、ぞっとする。間違いは犯おかさないだろうが、それでもかなり不ま味ずいことにはなっていたかもしれなかった。

「にいくんに、どーんっ！」

「うぐっ！」

　不意に、元気の良い声と共に、背中に重圧がかかる。

「あははは！　にいくん、どうした。現金ないのかー？」

「現金はいつもないけどね……」

　夜が更ふけて尚なお、パワーの有り余る妹へ、シンマは力なく返した。

「奈々様、シンマ様はなにやらお疲れのご様子。遊びになられるのでしたら、私がご一いつ緒しよ致いたしますが」

「い、いや、コトハ、ありがとう。大丈夫だ。このやろー！」

　横になると、シンマは「うわっ！」とベッドの上で転げた奈々の脇わきを掴んだ。

「兄ちゃんの上に乗るとは、いい度胸だ。その愚おろかさを、思い知らせてやるわー！」

　そして、思い切り指を動かして、こそばし始める。

「あはははははははは！　あははは！　やめれえええ！」

「ふははは、泣け、叫べ、わめけ！　お前の絶望がオレの至高の美酒となるのだああ」

「カンビン捨ててくれえええ！」

「勘かん弁べんしてくれだまちがえるなああ！」

　笑い続ける奈々に悪いた戯ずらを続けていたシンマは、ふと部屋の様子を見て目をしばたたかせた。

「……てか、あれ？　この部屋、なんか広くないか？」

　先ほどは、ふらふらの状態で帰ってきたために気付かなかった。冷静になってみると、用意された客室は、かなり豪ごう華かな内装である。おまけに家具等から見ると、部屋はここだけではない。扉の先にはまだ何かありそうだった。ベッドに腰こし掛かけていたコトハが言う。

「ロイヤルスイートルーム、とのことです。ここを除いて別に部屋が二つ、それとキッチンが備え付けられています」

「そりゃすごいな……」

　自分と奈々、コトハが泊とまるだけにしてはもったいないくらいだ。

　ちなみにカードキーをメアリから渡わたされた時、無はシンマと一緒にいたいと主張したのだが。三人部屋だからだと、皆に無む理り矢や理り言いい含ふくめられた。

「うちより広いな、にいくんっ！」

　笑顔で奈々が言ってくるが、あながち笑いごとではない。確かに下手をすれば、シンマの家より規模は上かもしれなかった。キングサイズというものだろうか。ベッドも大きく、下手をすれば、五、六人は眠ねむれそうである。

「奈々、今日はにいくんと寝ねるー」

「だーめだ。もう、大きいんだから、一人で寝ること」

「今日くらいええではないかああ！」

　叱しかったものの、奈々はそう主張して、シンマを押し倒してきた。戯たわむれながら、確かに、せっかく旅行に来た時くらいは……とシンマも心が揺ゆらぐ。

「……じゃあ、今日だけ特別な」

　あっさりと心が揺らぐのに、奈々は「やったああ！」と喜んだ。

「じゃあ、コトハも一いつ緒しよな！」

「承知致しました」

「承知しないで下さい」

　それはさすがに色々とダメだろう、とシンマは首を振ふった。

「なんでだよー。コトハだってにいくんと寝たいよー」

「はい。防犯上、やはり共に就しゆう寝しん致いたしますのが一番かと」

「頼たのむからオレを一時でもいいからリラックスさせてくれよ……」

　今日は色々あって、かなり疲ひ弊へいしている。この上、コトハが隣で寝ていては、体がもたない、とシンマは思った。

「ちょ、ちょっと、メアリ！　あたしはいいって！」

「なりません、なぜ、婚約者が別々の部屋にいなくてはならないのですか」

「そそ、そういうのはまだ早いって、だから……ちょ……待ってえええ！」

　その時、不意に、聞き覚えのあるやりとりがした。途と端たん、音を立てて扉が開け放たれる。メアリが、アリスを引きずるようにして現れた。

「ごきげんよう、シンマ様」

「ご、ごきげんよう、メアリ。……どうしたの？」

　彼女はアリスを押し出すと、薄うすく笑った。

「アリス様もこの部屋に泊めて頂きたく思うので御ご座ざいます」

「は……え、なんで!?」

「はて、これは面めん妖ような。婚約者であれば当然のこと。どこかおかしいところでも？」

「うっ……そ、それは、その、普ふ通つうですけど」

「では、よしなに」

　つかつかとこちらに歩み寄るメアリ。彼女はその細ほそ腕うでからは考えられないような力で「やーめーなーさーいー！」と暴れるアリスを無む理り矢や理りにベッドに置いた。そして、

「それでは皆みな様さま、安らかな眠りが訪れることを願って。……おやすみなさいませ」

　優ゆう雅がな仕草で一礼すると、メアリはそのまま部屋を出て行ってしまう。

「……ものすごく強ごう引いんな人だな」

「う、うう、あの子は昔からああなのよ、一度思ったら止められないのよ……」

　言って泣なき崩くずれるアリス。そんな彼女を、事情の分からない奈々が、頭を撫なでて慰なぐさめた。

「しかたないなー、おねーちゃんも、ここで寝るかー？　にいくんの腕うで枕まくら、きもちいいぞ」

「う、うう、腕枕っ!?　ああ、あたしはそそ、そんなの！」

　ばっと飛びのいて、必死な様子で手を振るアリス。だが、ちらりとシンマの方を見て、「……うでまくら」とこぼした。

「災難だな、アリスも……」

　同情するシンマに、アリスは小さく首を振る。

「べ、別に……災難とか、そ、そこまで思ってないわよ……うん」

「そうか？……だったら、いいんだけど。てか、一緒に寝るのか……？」

　またしても、試練の到とう来らいか。そう思って、慄おののくシンマ。しかし、

「あ――！　やっぱり！」

　その大声に目を見張ると、部屋の入り口に、ミンクが立っていた。

「み、ミンク!?　あれ、鍵かぎは!?」

「メアリさんと入いれ違いに入ってきたんです！　シンマくんとアリスが一緒に泊まるって聞いて！　ほほ、本当だったんですね！　ふふ、ふしだらな！」

「うっさいわね！　あたしだって望んできたんじゃないわよ！」

　ミンクの方を向いたアリスが、噛かみつかんばかりに歯を剥むく。

「たとえ、そうだとしても！　このようなゆゆしき事態、見み逃のがすわけには参りません！」

　きりっとした顔で、ミンクは宣言した。

「わたくしも――ここに、泊まりますっ！」

「いや、ダメだろ!?　見逃すわけには参りませんの辺りでそうくると思ってたけども！」

　シンマは、ぶんぶんと首を振った。

「いえ、アリスなんかに襲おそわれないように、シンマくんはわたくしがお守り致します！」

「人聞きの悪いこと言ってんじゃないわよ。あんたの方が興奮して襲うんじゃないの」

「し、失敬な！　わたくしはそのような、不ふ埒らちな真似は致しませんっ！」

「ふぅ――ん、あ、そ――」

「ななな、なんですかその、これっぱかしも信用していないような、そこはかとなくこちらを馬ば鹿かにしたような響きのある言い方は！」

「ようなじゃなくて馬鹿にしてんのよ。ていうかあんた、聖職者の割に己の煩ぼん悩のうに正直すぎない？　説得力無いんだけど？」

「なんですって、さすがに聞き捨てなりませんよ！　あなたに言われたくありません！」

「はいはい、どーせ、あたしは悪者ですよー」

　舌を出してかるくあしらうアリスに、ミンクは眉まゆを吊つり上あげて、

「ゆ、許しません……！　このー！」

　近くにあったクッションを掴むと、アリスに投げつけた。それは、ぼふっ、という音をさせて見事にアリスの顔面へ命中する。

「もぐっ……こ、こんのぉー！　きええええ！」

　それをスイッチとなって、憤いきどおったアリスとミンクは、その場でクッションを互いに投げ合い始めた。それを見た奈々が、「おお、まくらなげ！」とテンション高く、参戦し始める。

「アリス、ミンク、やめ（ぼふっ）シン（ばすっ）めいわ（ばしっ）……」

　注意しようとしたコトハの顔にも次々と枕まくらが命中し、まるで効果を持たない。

「なんだ、みんな、ここにいるのか！　じゃあ、やっぱり無もこの部屋で寝るぞ！　シンマを監かん視ししなくてはならないからな！」

　挙句の果てに、無まで現れて、そんなことを言ってくる。

「そこですかさず、わたしたちも登場です！」「仲間外れは先生、許さないぞ！」

　狙ねらったかのように現れたノンエとレイもまた、この部屋に宿しゆく泊はくすると一方的に決めた。

「……も、もう、どうにでもしてくれ」

　その状況の中で、シンマは投げやりな気分になって、ベッドに横たわるのだった。




「……うーん」

　暗くら闇やみの中で、シンマはただ一人、唸うなった。

　時刻は午前一時過ぎ――静せい寂じやくの中に、部屋に置かれた時計が微かすかに音を立てる。普ふ段だんならとっくの昔に眠りへ落ちている頃ころだが、未だ自分の意識は覚かく醒せいしたままだった。

　それもそのはず。

「むにゃ……シンマくん……エルスタイン様ぁ……うふふ」

　右を向けば、ミンクが実に幸せそうな顔で夢の世界に飛んでいる。

「シンマ……そのえびちりは……無のもの……ああ、こんな大きな……」

　かと言って左へ視線を移せば、そこには無があどけない顔で寝ね言ごとを呟つぶやいていた。

「おお……これは、なんて立派なしゃちほこ……まさか、かの王朝の……」

「しかり……第三代ナゴヤメキシカーン王の……秘蔵なる萌もえ画像なり……」

　その向こうではレイとノンエが、謎なぞの会話を繰くり広ひろげている。無論、どちらも完全に眠っているのだが、一緒の夢を見ているのか、妙にテンポが合っていた。奈々は隣で、コトハに抱かかえられるようにして、大人しく寝ね入いっている。全員が全員、あまりにも無防備だ。ただでさえ薄うす着ぎなのに無意識下にお腹なかを見せていたり、胸をはだけていたり。あまつさえショーツがずり下がり、見えてはいけないところまで見えそうになっている。

（ね……眠れるか――！）

　こんな状況でぐっすり就しゆう寝しんできる男がいたら、お目にかかりたかった。

「皆、オレのこと男だと思ってないのか？　それともその辺に無む頓とん着ちやくなだけか……？」

　一人、小さく呟いて身を起こした。シンマの手を握にぎっていた奈々が、「うにゃ？」と寝ぼけた声を出だす。その姿が愛らしく、そっと頭を撫でた。

　丁てい寧ねいな仕草で、起こさないようにして奈々の手を離はなす。シンマは、ベッドから降りた。物音を立てないようにひっそりと、ベランダの戸を開けて外に出る。

　気温は高いが、目の前が海なので、気持ちの良い風が吹く。柵さくにもたれかかり、シンマは漫まん然ぜんと闇やみ色に染まる景色を眺ながめた。

「やれやれ……やっと一人になれた」

　別に、皆といるのが疲つかれるわけではない。特に奈々とは、二十四時間、ずっと一緒にいてもいいくらいだ。だが、ごくたまに……こうして孤こ独どくに過ごすのも、シンマは嫌きらいではなかった。とりとめのない考えが、押し寄よせる波のように、現れては消えていく。

　シンマは、ぼんやりと思し索さくに耽ふけり続けた。

「……ん？」

　ふと、そこで、シンマは遠くの方で誰かの影かげを見たような気がした。ちょうど陰かげっていた雲が流れたのか、おぼろげな月明かりが浜はま辺べを照らす。

「あれは……」

　そこにいた人物に、シンマは、瞬まばたきを繰り返した。




　夜は、静かに息をしていた。まるで、生ある者全てが朽くちてしまったかのように。

　ただひっそりと、穏おだやかな海だけが時折波の音を奏かなでていた。

「眠れないのか？」

　後ろからシンマが声をかける。こちらに背を向けていた彼女は、短く答えた。

「うん。ちょっとね」

「知らない間に外に出てたんだな。驚おどろいたよ」

　目を瞑つぶっている間か、あるいは、ほんのわずかでも意識が落ちていたのか。とにかく、部屋で寝ていたはずのアリスは、いつのまにか浜辺で座って海を眺めていた。

「隣、いいか？」

　シンマが確認をとると、彼女は無言で頷うなずく。

　何かを考え込むように、アリスは海の向こうを見つめていた。

「どした。悩なやみ事ごとか？」

「別に、そういうわけじゃないけど……。色々、考えたいことがあって」

「お父さんのことか？」

　隣に腰かけながらシンマが問いかけると、アリスは息をつく。

「それもあるわ。今は上う手まくいっているからいいけど、よく考えたら、面めん倒どうが増えただけじゃないのかって。つくづく、自分の迂う闊かつさにはうんざりするわね」

「咄とつ嗟さに親に嘘うそつくなんて、よくあることだよ。オレも昔、やったことがある」

　こちらへ視線を移し、「……そうなの？」と尋たずねてくるアリスに、シンマは頷く。

「何をやったか、詳しよう細さいは例によっておぼろげだけどな。えらく両親に怒られた記き憶おくだけはあるよ。失敗するのはいい、だけど、自分を誤魔化すなって。そんなことをしていると、いつか、本当の自分を見失うぞ……とか」

「……いいご両親ね」

「どうだろうな。ただ、あの言葉が、今のオレをつくる一いつ端たんになってたのかもしれない。たとえ間違っていると言われても、自分自身に嘘をつくことだけはやめよう……って」

「耳に痛いわ」

　複雑な顔で、アリスは唇くちびるを尖とがらせる。

「ああ、別に、アリスのことを言ったわけじゃなくて……」

「分かってるわよ。言ってみただけ」

　シンマが説明しようとするのに、彼女は首を振る。少しふざけてみただけなのだろう。その口元には笑えみが浮うかんでいた。

「……綺麗な月と星だな」

　後ろに手をつき、シンマは夜空を仰いだ。びっしりと闇を埋うめ尽つくす光の粒つぶ。それらを統とう括かつするようにして、丸い黄金が浮かんでいる。頷き、アリスはシンマと同じようにして、それらを眺め始めた。そのまましばらく、無言の時が過ぎる。そして、

「……ごめんね、シンマ」

　不意に、アリスがそう呟いた。

「いきなり、どうした」

「いきなり、じゃないわ。言ったのは、確かに唐突だったけど。ずっと、そう思ってた。色々と、ごめんね。今回、シンマには迷めい惑わくばかりかけている気がするわ。あたしのわがままに付き合わせて、婚約者だったなんて、嘘までつかせて」

「別に、いいさ」軽く返して、シンマは足を伸のばす。「確かに、すげえ濃こい一日だったけど。まあ、これはこれで、後々、思い出になるかもしれないしな」

「……お風呂で乙おと女めの肌はだを遠えん慮りよなくまさぐったのも？」

「うぐっ。い、いや、あれは、違ちがうって、不ふ可か抗こう力りよくってやつで……！」

　慌ててシンマが弁明していると、アリスはくすくすと笑った。

「冗じよう談だんよ。分かってる。ほんとにあんた、反応が素す直なおで面おも白しろいわよね」

「アリスに言われたくはないな……いつも、レイとノンエにからかわれてる癖くせに」

「そ、それは言わないでよ。あの子たち、的確に人の弱いところついてくるんだから、しょうがないでしょ？」

　確かに、それはそうだ。シンマは思わず、声を上げて笑った。

「なによー。……どーせ、あたしは単純ですよ」

　頬を膨らませるアリスに、「悪い、悪い」とシンマは謝あやまる。彼女はため息をつき、

「ともかく――申し訳ないけど、後ちょっとだけ、我が慢まんしてね。明日か明後日には帰るつもりだから、それまで。……お父様を騙してて、ほんとに、気が引けるんだけどね」

「分かったよ。……でも、アリスって本当にお父さんのことが好きなんだな」

　シンマが言うと、アリスは「そう？」と小首を傾かしげる。

「ああ。だって嫌いなら、お父さんのことなんて無視するだろうし、普通なら、適当にあしらえばいいだろ。日本にきたのだって、お父さんのため……なんだよな」

「……うん。お父様の役に立ちたくて」

　答えた後で、アリスは、沈ちん黙もくした。何かを想おもうように、立てた膝ひざに顎あごを乗せる。そのまま、彼女はじっと砂すな浜はまを見つめていた。

「……だけどね。本当は、それだけじゃないの」

　やがて、アリスはそう、小さく告げてくる。

「まだ、なにかあるのか？」

　シンマが尋ねると、うん、と彼女は頷いた。

「きっとね――あたし、お父様を失望させたくないのよ」

　目をしばたたかせるシンマへ、アリスは息をつく。そしてしばらく間を空けた後、彼女は思い切ったかのように言った。

「シンマ……あたしのお母様ね。あたしが小さい頃、病気で亡なくなったの」

「……そう、だったのか」

「うん。それで、お父様の家族はあたしだけになってしまって。だからお父様は、とてもあたしを愛してくれたし、あたしも、そんなお父様が大好きだった。お父様はどんなに忙いそがしくても週末には帰ってきてくれて、うれしそうにあたしの相手をしてくれた。あたしは、そんなお父様は世界で一番、格かつ好こいいと思った。……だから、あたしはお父様が誇ほこりに思えるくらい、立派な娘むすめになりたかったの」

　だけど、と。アリスはそこで、自じ嘲ちようするかのように笑みを浮かべる。

「あたし、小さい頃から気が弱くて、一人じゃ何も出来ない子だった。勉強とか、運動とか、友達を作ることとか。誰かに手伝ってもらって、初めてなんとか人並みになれた。家がお金持ちで、お父様も偉えらい方だったから。それで嫌われたり、避さけられたりしたことはないけど。……でもそれって、裏を返せば、自分一人では何も手に入れていないってことでしょ」

　否定されることを、望んではいないようだったので、シンマは沈黙を守る。

「だから……ね。皆、心の底ではあたしのことを馬鹿にしてるんじゃないかって、そう思ってたわ。さすがに、口には出さなかったけど。……それでも、あたしはずっと、そんな風に出来の悪い自分が嫌いだった。そして、そんな娘をもったお父様に、ずっと申し訳ないって思ってたの。とても才能があって、強くて、立派なお父様なのに――その血を継ついだあたしは、この有様でしょ」

　アリスはため息をつき、

「それで、なんとかお父様の娘として相応ふさわしくなろうと一いつ生しよう懸けん命めいに努力したけど、やっぱりダメで……決定的だったのが、【ヘカトンケイル】――アーティファクトだったのよ」

　シンマは頷いた。コトハが、以前、アリスは自らのアーティファクトの力を使いこなせていないのではないか、と指し摘てきしたことがある。

「日本に資格者をスカウトに行くって決まった時、あたし、真っ先に志願した。それで初めて、お父様の持っているアーティファクトを一つ、貸してもらったの。正直なところ、期待があったわ。これまでは、ダメだったけど、ヘカトンケイルなら大だい丈じよう夫ぶ。お父様の娘であるあたしなら、使いこなせるはず――って」

　だが、それは儚はかない夢と散った。アリスは父親の神々の玩具アーテイフアクトの能力を、全すべて発揮させることは出来なかったのだ。

「今日、無に言われてドキッとしたわ。本当のところで、ヘカトンケイルはあたしを認めていないのかもしれない。お父様の娘だから、渋しぶ々しぶ力を貸しているだけ――確かに、その通りかもしれない」

「いや、だけどあれは、無の主観でしかないって……」

「そうかもしれない。だけど、そうじゃないかもしれない。だとすれば……あたしはやっぱり、お父様の娘としては、失格なのよ」

　そう、アリスは沈しずんだ声を出した。シンマは、そんな彼女を慰めようとする。しかし、「……でもね。でも――あたし、やっぱり諦あきらめられないのよ」

　と、アリスはその前に、明るい調子を取とり戻もどした。

「諦められない？」

「だってそうでしょ？　このままじゃ、悔くやしいじゃない。出来が悪い。だからダメ。そう思うのは、とても簡単だわ。だけどそれはいつでも出来る。やろうと思えば、いつだって諦められる。だったら、本当にダメってわかるまでやってやりまくるしかないじゃない」

　握った拳こぶしを、アリスは闇の向こうに突つき付つけた。先の見えない道を、それでも歩み続けようと決意するかのように。

「人間、死なない限りは努力が出来る。だったら、やらない理由はないわ」

「……アリス」

　思わず、シンマは微ほほ笑えみを浮かべた。ともすれば落ち込んで、全てを投げ出してしまいそうなその心境で――あえて前に出ようとする彼かの女じよの心は、とても尊く思えた。

「お父様は、あたしがどんな子でも愛してくれる。それは確かよ。だけど……あたしは嫌いやなの。もっと強くなりたいし、賢かしこくもなりたい。次期党首の娘として相応しくなって、お父様にとって、価値のある人間になりたいの。いつかそれが出来るって、そう思いたい」

「ああ、そうだな。アリスなら、出来ると思う」

　本心から、シンマはそう言った。アリスは、照れくさそうにしながら、口を開く。

「ありがと。……昔からね、そんな風に考えてた。どんなにダメでも、絶望だけはしないでおこうって。お父様の為ために、努力だけはやめないでおこうって。だからあたし、訓練だけじゃなくて、お父様の言うことにはなんでも従ったし、絶対に裏切ったことはなかった。応えられるよう、自分の出来る以上に頑がん張ばって来たわ」

　とても愛いとおしいものを確かく認にんするかのように、彼女は自らの胸に手を当てた。

「でね、それで少しでも結果を出すと、お父様があたしのこと全力で褒ほめてくれるの。それがとても嬉うれしくて。自分はお父様にとって価値のある人間なんだって、そう思える」

　頬を染めながら、アリスは最後に付け加える。

「だから辛つらくても、また、頑張れる。自分は、【夜明けの星々ロート・グランツ】の――この人の跡あとを継ぐ人間なんだって、改めてそう思えるから」

　アリスの言葉の数々は、父親への愛情に満みち溢あふれていた。これほどまでに彼女が誰かを信しん頼らいし、尊敬する姿を、シンマは初めて見る。自分にとっては失われてしまったものを、親との確かな絆きずなを、彼女はまだしっかりと持っているのだ。

「……ん、あ、あれ？　変だな」

　そこで、アリスは自分で驚いたように目を瞬かせた。赤面した自分の頬に両手を当てる。

「あ、あたし、なんでこんなこと言ってんだろ……。今まで、誰かにここまで話したことないのに」

「……そうだったのか？　え、だ、大丈夫か？　オレなんかに言って」

　それを聞いてシンマも何やら焦あせった。しかしアリスは首を傾げつつ、

「お、おかしいな……。いや……でも、シンマだから……なのかな」

　自己完結して、頷いていた。

「な、なんか……あんたならいいかって思えるというか」

　咳せき払ばらいしながら、アリスはシンマから視線を逸そらす。

「あんたって、何言っても受け入れてくれそうじゃない。だから、つい、話しちゃうのよ。こ、これ、他の人には言わないでよ？」

「あ、ああ、それはもちろんだけど……。オレ、そんなに度量が広くはないぜ？」

　肩かたを竦すくめるシンマに、アリスはちらりとこちらを見て、呟いた。

「……それでもあんたなら大丈夫。知って欲ほしいって、そう思ったのよ」

「な、なんで？」

「そっ……そんなの、わ、わかんないわよっ！」

　アリスは何な故ぜか、あたふたとしながら。

「……なにもかもあたしから言わせないでよ、ばか」

　頬を朱あけに染めたままで、ぼそりと、そう囁ささやいた。

　なんとなく気まずくなって、シンマは「そ、そうか……ごめん」と謝る。それを見たアリスは、噴ふき出した。

「……ばーか」

　彼女はもう一度、そう言ってくる。だが今度の言葉にはどこか、あたたかさが含まれているように、シンマには思えた。

「でも……正直、これでいいのかなって、思うこともあるのよね。矛む盾じゆんするようだけどさ」

　話題を戻して、アリスは、その場に寝ね転ころんだ。

「たまーにね。頑張ることに疑問はない。だけど、それでも追い付けない人は沢たく山さんいる。一生かかっても、あたしは誰だれかより抜ぬきん出ることなんかないんじゃないかって。そんなこと、考えて、ちょっとだけね。意味があるかなぁ……なんてことも、思うわ」

「……そんなことないさ」

　同じようにして、砂浜に体を倒し。アリスと同じ方向を見ながら、シンマは言った。

「誰かのために生きようとすることは、間ま違ちがいじゃないと思う。オレだって……奈々のために何かしている時が、一番幸せなんだ」

　アリスはそんなシンマを、じっと見つめてくる。そして、小さく答えた。

「……そうね」

　夜深き海には、寄せては返す小波だけが耳に聞こえて。まるで、自分とアリス、二人だけしかいないようにさえ、シンマには思えた。彼女の横顔は、すぐ傍そばにある。まだ幼くて、だけど、強い信念をもった瞳がその目には輝かがやいている。彼女の心の奥おく底そこを初めて聞いて、より親しみを覚えたからか。……やけにそれが、魅み力りよく的てきに思えた。

（……ん、んん？）

　急に、シンマはアリスに対してどぎまぎとしている自分に気付く。それまで忘れていた緊きん迫ぱく感が襲ってきた。どうしよう。何やら無む闇やみに、落ち着かなくなってくる。

「どうしたの？　シンマ。様子がおかしいわよ」

　そう言って顔を近づけてくるアリスに、シンマは思わず身を引いた。また鼓こ動どうが、自らの胸の奥おくで強く響ひびく。

「い、いや、別に……」

「なによ、何かあるなら言ってよ」

　遠慮なく、距きよ離りを詰つめてくるアリス。前まえ屈かがみになっているためか、軽い寝ね間ま着き姿の彼女の胸むな元もとを、余りにも無ぶ遠えん慮りよに覗のぞき込むことが出来る。いけない。とてもいけない。それ以上来たら、本格的にどうにかなりそうだ。シンマは「いやいや、あの、別になんでもないんだけど、でも……」とどうにかしてこの場を乗り切ろうとしていたが。

　すぐ傍で、がさり、と音がした。

　慌ててアリスは振り返かえり、「だ、誰!?」と警けい戒かいした。シンマもまた、何者かに備えて身構える。どうやら、背後にある草むらから聞こえてきたようだった。しかし、

「ノンエ、隠密行動の際には自らを路傍の石と同じくせよ、と言っただろう……！」

「ふぇぇ、ごめんなさい、レイちゃん。だって、さっきアリス様がいないのに気付いて捜しに来たら、あの二人、いつの間にか仲良くなってて！　あのままだと、イヤーンウフーンなことになりそうだったんだもの！」

「確かに私も、一線を越えて十八歳さい未満お断りこの警告を無視して場合において問題が起こっても当局は責任を持ちませんのでご了りよう承しようくださいませ、という感じになるのではないかとこう、ドキがムネムネしたが！」

　すぐに何者かが分かって、アリスはキレた。

「あ……あんたらああああああああああ！」

「ひ、ひぃ！　アリス様が怒おこった！」「ここは古風に言って――ずらかるぞ、ノンエ！」

　ノンエがレイの提案に頷くと、彼女たちは揃そろって駆け出していく。アリスはその後を、怒いかり心頭といった感じで、追いかけて行った。

「……あ、危なかった」

　色んな意味で、彼女たちこそ救世主かもしれない。シンマは、強くそう思った。と――その時、何者かの気配を感じて、シンマはそちらを向いた。するとそこには、

「……どうも」

　茂みの中に、コトハがいる。彼女は相変わらずの、茫洋とした顔で佇んでいた。

「……えーと」近付き、頬ほおをぽりぽりと掻かいて、シンマは端たん的てきに尋ねた。「いつから？」

　すっくと立ち上がって、彼女は、深々と頭を下げる。

「シンマ様がこちらの浜辺に来てより、警護の為に付き添っておりました」

「……あ、そ、そうなんだー、あははははー」

　乾かわいた笑いを立てながら、シンマは、

（ほ、本当に、何事もなくて良かった……）

　自分が最後まで理性を保てたことに、心から感謝をしたのだった。




　波乱に満ちた一日は、シンマの精神力を大きく削ったものの、どうにか無事に終わりを遂げる。騒そう動どうの後、アリスたちと別れたシンマは、部屋に帰ってくるなりそのまま倒れるようにソファで眠った。さすがに、ベッドで寝ようとは思わなかった。

　自分でも思ってもみないほど疲れていたのだろう。あっという間に睡すい魔まに襲われて、意識はすとんと落ちる。――そんなシンマの覚醒を次に促したのは、聞き馴な染じんだ声だった。

「……マ様。シンマ様」

　薄うつすらと目を開ける。目の前には、コトハの顔があった。彼女はソファの前でしゃがみこみ、こちらに呼びかけている。

「シンマ様、ご就寝のところ申し訳ありません」

「……んぁ、あれ、今、何時？」

　シンマは寝起き特有の、朦朧とした頭のまま欠伸あくびを噛み殺した。携帯を取り出して確認すると、既すでに十時近い。

「うわ、寝過ぎた……奈々は？」

「奈々様は、無と共にビーチへお出かけになりました。シンマ様と一緒に行きたがっておりましたが、あまりに深く寝入っておられましたので、気を遣われたようです」

「そうか……そりゃ、悪いことしたな。それで、どうかした？」

　起き上がって、シンマは寝ね癖ぐせのついた頭を掻きながら尋ねた。

「はい。少々、妙な事態になっている模様です」

　すると、コトハはそう答えてくる。またぞろ誰か何か騒動を起こしたのだろうか。そんな風に思いながらシンマが首を傾げると、コトハは言った。

「――アリス＝ノア＝ナンシェの父親が、来ております」




　急いでシンマがホテルのロビーに駆けつけると、コトハの言う通り、そこにはジルイードが立っていた。秘書であるエレカとメアリも傍にいる。そして、アリスにレイ、ノンエ、ミンクも揃っていた。

　ジルイードは元から厳しい顔をもっと険しくさせ、まるでアリスを叱るかのような態度で腕うでを組んでいる。いや、実際、そうだった。なぜなら、

「……どういうことなんだ？　アリス」

　低く、ドスの効いた声でまず、彼かれはそう追つい及きゆうしたからだ。

「ど、どうって……どういうこと？　お父様」

　怯えをにじませながらも気丈に振る舞い、アリスは逆に問い返す。しかしそんなことで誤魔化されるのであれば、わざわざこのホテルまで来ないだろう。案の定、ジルイードは首を振った。

「隠かくすな。全てはメアリから聞いた。――全部、嘘だったのか？」

「……っ！」アリスは、目を見開いて、メアリの方を見る。「な、なんで……！」

「申し訳ありません、お嬢じよう様さま。昨夜のシンマ様との会話を、私めも聞いておりました」

　そう言って、メアリは深々と、いつものように頭を下げた。しまった――とシンマは歯噛みする。油断し過ぎた。レイたちやコトハに気を取られ、他にも人がいたかもしれない、という可能性を考えていなかったのだ。

「どういうこと、メアリ。あなた……あたしたちを信用していなかったの？」

「いいえ、そんなことはありません、お嬢様。ただほんのわずか……そう、針の先ほどの疑念が、私めは拭えなかったので御座います」

　メアリはアリスにそう答える。

「シンマ様とアリス様とのやりとり、また、各々の相手に対する行動――その他を鑑みまして、もしや虚言の恐おそれありや、と監視をしていたので御座います。これもお嬢様のことを慮っての行動、許して頂きたいとは申しませんが、何卒、ご理解頂ければと存じます」

「だ、だからって、あなた……！」

「アリス、今は、メアリを責める時じゃねえ」

　尚なおも言葉を重ねようとしたアリスを、ジルイードが遮さえぎる。

「お前は、俺おれに嘘をついていたのか？　どうなんだ？――アリス」

「……そ、それは……」

　上手く返すことが出来ず、アリスは目を逸らした。だがそれは何よりも、真実を雄弁に語っている。

　思わずアリスを助けようと動いたシンマは、しかし、その直前でコトハに止められた。

「お待ちください、シンマ様」

「いや、でも、コトハ……！」

「ここは冷静に。今、シンマ様が出て行っては事がややこしくなるだけです」

　それは、確かに、とシンマは唇を噛んだ。だが、もし父親がアリスに対し、何らかのアクションをとったら、それで、彼女が傷を負うことになりそうなら。その時は躊躇なく、出て行こう。そう決めて――シンマはまず、事の成り行きを見守ることとした。

「……ご、ごめんなさい」

　もう、隠し通すことは出来ない。そう思ったのか、アリスは正直に告白した。

「お父様から、シンマとの仲はどうだ、お前のことだから上手くいってるんだろう、って言われて……あ、後に、引けなくなって」

「それで……婚こん約やく者しやになった、なんて言ったのか」

　ジルイードの台せり詞ふに、アリスはただ、頷く。

「なんで、そんなことを言った？　お前はそんな、人を騙だますような子じゃなかったはずだ」

「だ、だって……！」言いかけて、アリスは、口ごもる。しかし、しばらく間を空けた後で、ぼそりと呟いた。「……だって、お父様を、がっかりさせちゃうからと思って」

「……俺のため、か」

　アリスが、ジルイードに対して、首肯する。それを見て、彼はため息をついた。だが、次の瞬しゆん間かん――、

「アリス……！」

　突とつ如じよとして大声を出し、片手を振り上げた。アリスはびくつくも、覚かく悟ごを決めたのかぎゅっと目を瞑って体を固める。瞬間、シンマはコトハの制止を振り切って走り出した。レイとノンエもまた、アリスをかばおうというのか、彼女の前に出ようとする。が、しかし、

「すまんっ！」

　ジルイードはその手でアリスを引き寄せると、そのまま抱だきしめた。思わず、シンマは足を止める。予想外の展開だ。

「お、お父様……？」

「すまん、アリス。お前がそんなに追おい詰められているとは、思わなかった。俺を、許してくれ！」

　ジルイードは、アリスを己おのれの内に抱き、そう謝罪した。

「そ、そんな、お父様は何も悪くないわ。あ、あたしが……」

「いいや、父親として、娘の気遣いを悟れないなどあってはならん。本当にすまなかった」

「……う、ううん。もう、いいの」

　ほっとしたようにアリスは息をつく。それはレイやノンエ、シンマもまた同じであった。

「ごめんね、お父様、あたしが意地を張ったから……」

「……いえ、ジルイードさん、オレも悪いんです」

　事が、思っていたよりも穏おん便びんな方向に進んでいきそうなので、シンマは会話へ加わることにする。ジルイードへと歩み寄ると、

「アリスが協力してくれって言ってきた時、やっぱり、お父さんに言った方がいいって説得するべきだったんです。申し訳ありませんでした」

　彼の目の前に立ち、シンマは頭を下げる。

　ジルイードの視線が、こちらへ移ったようだった。

「嘘だった、ということは……シンマ。お前も、娘を愛しているわけじゃないんだな？」

「……それは、その。確かに、アリスは好きですけど」

　顔を上げると、シンマは真まっ直すぐその鋭するどい目を見つめ返し。はっきりと、言い放った。

「今、そういう風に彼女のことを見ることは、出来ません」

　その瞬間、アリスの顔が強張る。彼女は視線を逸らし、拳を握った。その表情は暗く、沈んでいるように見える。だが、ここで彼女を気き遣づかってまた偽いつわりを口にすることは、シンマには出来なかった。すまない、と心の中でアリスに謝る。

「……なるほど。本来なら、うちの娘を振ふった野郎には、相応の制裁を加えるんだが」

「お、お父様、待って！　シンマは何も悪くないの。彼はあたしのためを想って……！」

　アリスがシンマの前に立ち、両手を広げた。それに対し、ジルイードは頷く。

「ああ、分かってる。だから、何もしねえ。だが、二人の仲がなんともないと分かった以上、このままにしておくわけにはいかないな」

「……どういう、こと？」

「――このまま俺と一いつ緒しよに国へ帰るぞ、アリス」

　唐とう突とつに、投げかけられたその言葉に、アリスは瞠どう目もくした。

「なっ……ど、どうして……!?」

「お前がやりたい、と言ったから【資格者】のスカウトを任せたが。……それが、こんなにもお前を追い詰めていたのなら、話は別だ。そんなに無理をしてまで、やらなくていい。誰かほかの奴やつを派遣する。もし、そいつをシンマが拒んだのなら……もう、資格者など必要ない」

　厳然たる態度でそう断言し、ジルイードは続ける。

「俺は、お前が一番大事だ。そんなお前を困らせる資格者など、いらん。俺は、俺の力だけで世界でもなんでも手に入れてみせる」

「で、でもそんなの……だって、あ、あたしは！」

「……なら、尋ねるが」

　焦る様子のアリスへ、ジルイードは静かに尋ねた。

「お前――シンマのことが、好きなのか？」

「……え？」

　それは、あまりにも直接的で。アリスの体を、硬直させた。

「そ、それは……その」

　惑うように、言葉を濁にごすアリス。ジルイードは、首を振った。

「……いや、仮に好きだったとしてもだ。お前はシンマの優やさしさに、ほだされているだけだ。相手に脈がないようだし、これ以上お前がやる意味もない。だから諦めろ、アリス」

「で、でも……」

　こちらをちらり、と見つめ、アリスは黙だまり込んだ。シンマもまた、居た堪たまれない気持ちになる。彼女は視線を逸らし、何かを考えるかのように目を閉じた。長い――永遠とも思えるかのような、時間が流れる。やがて、彼女はこう答えた。

「……そうね」

　シンマは、目を見開く。アリスは、ため息をついた。

「そう……かも、しれないわね」

　何かを振り切ったような毅き然ぜんとした顔で、彼女は父親を見上げる。そして、

「分かりました、お父様。――お父様に、従います」

「アリス様！　で、でも、それじゃ……！」「そうだ、本当にいいのか、アリス？」

　レイとノンエは、口々に確認をとる。しかし、アリスは首を振るだけだった。

「わ、分かってた……から。シンマが、本当のところで、あたしを好きじゃないんだって」

　目を瞑り、俯くと、彼女は震ふるえる声で言う。

「だ、だから――もういいの。あたしも、そんなシンマと一緒にいるの、疲れたし。これ以上、食い下がっても……お父様に、迷惑をかけるだけよ」

　何かを堪こらえているかのような。湧き上がる衝動に、必死で抗っているかのような。そんな風に、アリスはシンマの方を見る。

「色々とごめんね……シンマ」

　かける言葉なら、いくらでもあった。本心から言えば、シンマとて、このまま仲良くなったアリスと別れたくなどない。だが、それは自分のわがままだ。彼女の心に応こたえられるのか、とジルイードに訊きかれれば、頷くことは出来ないだろう。離れたくない。だけど、アリスの結けつ婚こん相手になることは無理だ。そんな都合のいい話が、通るわけはなかった。

「まあ……一緒に来い。今日はゆっくり話でもしよう」

「……うん、分かった」

　アリスは、そう言って、ジルイードの傍に寄る。彼女は父親に肩を抱かれ、ホテルの出口に向かって歩き始めた。

「エレカ、夜のスケジュールを空けておけ。アリスと久々に食事をとる」

　エレカは「了りよう解かいしました」と答えると、振り返って、レイを見つめる。

「レイ、それにノンエ。久しぶりに会って挨拶もなくて悪いわね。あなたたちも、早く帰ってきなさい。任務は、終わりです」

　そう言い残すと、前を向き、エレカはジルイードについて行った。自動ドアを潜くぐる間際、アリスがほんのわずか、シンマの方を向く。彼女は、ただ一言、こう告げた。

「シンマ、あんたと毎日過ごしたこと、そんなに悪くなかったわ。――さよなら」

　四人の姿が、今日も熱く照りつける太陽の下に、消えていく。

　シンマは、それを、ただ見送ることしか出来なかった。

「……そんな、いきなり」

　近くにあったソファに腰こしかけると、シンマは、信じられない想いで呟つぶやく。あっという間の、出来事だった。まさか、こんなことになるとは。ショックというよりも、ただ、夢のようにしか思えない。ひょっとして自分は、まだ眠ねむっているのではないだろうか？　そんな、冗談みたいな考えさえ浮かんでくる。

「し、シンマくん……いいんですか？　あのままだと、アリス、帰ってしまいますよ？」

　駆かけ寄ってきたミンクが、こちらの顔を覗き込んできた。

「……ミンクは、その方がいいんじゃないのか？」

　思わずシンマがそう問いかけると、彼女ははっとして、しかしすぐに。

「そ――そんなわけ、ありません！」心外だ、という風に怒った。「あ、アリスが自分でわたくしに負けたと思って帰るなら、話は別です。でも……こんなの、なんか、違うじゃないですか。わたくし、納なつ得とくいきませんよ！」

「……そうだな、ごめん」

　普ふ段だんの自分なら、絶対に口にしないことだった。どうやら、思うよりも呆ぼう然ぜんとしていたらしい、ということに今いま更さら気付く。

「いかがなされるのですか、シンマ様」

　コトハが、いつものように、淡たん々たんと問いかけてきた。

「いかがって……どうしようもないだろ」そうとしか、シンマには答えようがない。「確かに、父親に言われたってこともある。だけど、アリスは無む理り矢や理りに連れて行かれたわけじゃない。オレが行って、どうなるんだ？　きっと、撥はね除けられるだけだよ」

「……それは、そうですが」

　分かっている、と、シンマはコトハに言いたくなった。こっちも、全てを受け入れているわけではない。だが、どうすればいいのか――そう思うと、動けなくなる。アリスを尊重すれば、彼女をそっとさせておくべきだろう。だが……本当に、それでいいのか？

　迷いが自分の中に生まれ、それは、延々と渦巻くばかりで明確な形をもとうとしない。

　シンマは、ただ、その場に佇んでいた。

「……シンマ」

　しかし、やがて、目の前に誰かの影かげが差した。顔を上げるとレイとノンエが立っている。

「二人とも……どうした？　アリスについていかないのか」

「シンマ、頼たのみがある。私たちに、協力してはもらえないか」

　今までに見たことがないような真しん剣けんな表情で、レイがそう口を開いた。

「アリスを――助けに、行きたいんだ」

「……助けにって。でも、アリスは別にさらわれたわけじゃないし」

「本当にそう思うのか？　シンマ」

　問いを投げかけ、レイは続ける。

「アリスが本当に、本心でご党首様についていったと――本当にそう思うのか？」

「い、いや、それは……」

　分からない。違うのかもしれない。だけれど、それはシンマの、あるいは、皆みんなの主観でしかなかった。もし、本当にアリスが父親の為に、任務を諦めたのだとしたら？　助けに行くなど、余計な真ま似ねではないだろうか。

「シンマさんの言いたいことは、分かります。わたしたちだって、アリス様がどう思っているかなんて、分かりません」

　ノンエが言った。そこに普段の彼女なら必ずあるはずの、おちゃらけた雰ふん囲い気きはない。

「だから、それを確かめに行くんです。アリス様が本当のところを、どう思っているのか。もし、心から帰ることを望んでいるのであれば、わたしもレイちゃんも、それに従います。だけど、そうじゃないなら。ご党首様の為に、ご自分を無理に殺しているのなら」

「……いるのなら？」

　きっぱりと、ノンエは、断言した。

「わたしとレイちゃんで、アリス様のお尻しりをひっぱたいて、ご党首様に……お父様に今度こそ【全て】本当のことを話してもらいます」

「ああ。……実は彼女は、ああ見えてとても弱虫なんだ」レイが、微笑んだ。「昔は、私やノンエがいなければ、言いたいことさえろくに口に出来なかった。今度だって、きっとそうなんだ」

　不意に思い出だされる、昨夜のアリスの会話。シンマは、それらを反はん芻すうしながら呟いた。

「……ああ。オレも、知ってる」

「頼む、シンマ。協力してくれ。はっきり言って、私たちと共に来ることで君に益はない。寧むしろ、アリスが戻ってくれば、また君に迷惑をかける日々が始まるだけだ。それでも……私とノンエだけでは、アリスのところまで行くのはきっと無理だ。だからもう、頼むしかない。【資格者】が……いや」

　レイはそう言って、その場に膝をついた。ゆっくりと、頭を垂れる。

「日鎖心しん真ま。今のアリス様には――君が必要なんだ」

「頭を上げてくれ。……レイ、ノンエ、お前たちはいいのか？」

　確認をとるように、シンマは尋たずねる。

「二人がやっているのは、なんていうか……背信行こう為い、だっけか。そうじゃないのか？」

「確かに私たちは、アリスの部下であると同時に、【夜明けの星々ロート・グランツ】の組織員だ。本来なら、このようなこと、許されるべきではないだろう。だが、私たちは……」

「ええ。だけど、それ以上に、わたしたちは」

　ノンエがレイに続き、そして、二人は、声を合わせた。

「アリスの、友達なんだ」「アリス様の、友達ですから」

「…………」

　シンマは、息をついた。レイも、ノンエも、とっくに覚悟は決まっていた。

　確かに、二人の言っていることはその通りかもしれない。アリスは本心を隠して、父親に逆らえずについていったのかも、しれない。それでも、シンマには、まだ迷いがあった。

　だけど、もし……アリスが、心から帰りたいと思っていたら？

　彼女が真実、自分への想いに絶望し、諦めていたとしたら？

　それが気にかかり、決断出来ないのだ。そんなこと、本人の口から聞かなければ分からない。そして彼女がもし、そう思っていないのなら、協力すればいい。ただそれだけのことなのに。だけど、行った先でアリスから、はっきりと拒きよ絶ぜつされたとすれば。

　自分は彼女にとても残酷なことをしていたのではないか、その気もないのにはっきりさせず振り回していただけではないのか。そんな風に、己を責めそうで。それを、多分、自分は恐こわがってるのだろう。だとすれば――、

「ご決断下さい、シンマ様」

　その時。コトハが、言った。いつもと変わらぬ、淡々とした口調で。

「――貴あな方たらしく、決めて下さい」

　シンマは顔を上げ、彼女の顔を見つめる。目をしばたたかせ、呆然としながら。

　しばらくして、シンマは自身の体を見下ろした。

「オレらしく……か」

　コトハの言葉を、何度も、噛かみ締しめる。不思議だった。

　その度に、自分の中にあった躊躇ためらいが、少しずつ消え去っていくような気がした。

（……そうだ。現実から目を逸らしたところで、何かが好転するわけじゃない）

　思い直す。仮に、アリスが本心から別れを告げていたとすれば。自分の行為が彼女をずっと傷つけていたのだとすれば。ただ、心から謝あやまるしかないではないか。逃とう避ひでは、何も変わらない。何も得られない。真正面から向き合って、手を伸のばしてこそ、未来は開かれる。シンマはそう、かつて、学んだのだから。

「……ああ、そうだな」

　シンマは、そう言って、立ち上がった。

「――分かった、行こう。アリスの本当の気持ちを訊きに」

「シンマ……！」「シンマさん、ありがとうございます！」

　レイとノンエが、頭を下げる。それに首を振って、シンマは振り返った。

「ごめん、ミンク、コトハ、オレに力を貸して欲しい。特にミンク……アリスは敵かもしれないけど、でも」

「いいっこなしですよ、シンマくん」

　ミンクは自分の唇くちびるに指を当て、微笑んだ。

「確かに、アリスを助けるのに抵抗がないと言えば嘘うそになりますけど……こんな形で離はなれるのは、とっても不本意です。まだ勝負、きちんとついてませんからね」

「……ありがとう。コトハも、頼む」

「シンマ様が来るかもしれない、ということは相手も当然、ある程度は予測していることでしょう。ですが敵の数も、その力の大きさも不明。相当の難関となりますよ、シンマ様」

　コトハはそう、たしなめるように言った。けれども彼女は、

「――ですので、無も連れて行きましょう。準備は万端にしなければなりません」

　そこで、わずかに、口の端を上げた。

「……うん、ありがとう。奈々を一人にしておくのは、気が引けるけど」

「奈々様は敏いお方です。全てを話さずともご事情はそれとなく、察して頂けますよ」

　シンマはコトハの言葉に頷うなずいた。すまない、と妹に心の中で謝る。
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（帰ったら、兄ちゃんと……いや、皆と一緒にいっぱい遊ぼうな）

　その『皆』の中にはアリスもいることを願って。シンマは、全員に号令を張りあげた。

「よし、それじゃあ――アリス救出作戦、開始だ！」







第四章　神魔とバトルとジルイード







「いるとすればここ……だよな」

　うず高く聳える建物を前にして、シンマはそう言った。

　ホテルの近くにあるビル――昨日、シンマがアリスと共に訪おとずれた場所だ。

「まず、間違いないだろう。というか、他に候補はないからな」

　レイの言葉にシンマは頷く。改めて、その威容を見上げた。最初に訪れた時はなんとも思わなかったが。敵城に乗り込む、という意識をもつと、途と端たんにこちらを圧あつ倒とうするかのような迫はく力りよくを感じた。シンマは無意識的に、生唾つばを飲み込んでいる自分に気づき、心を静めるよう首を振る。

「……よし、行こう。皆、くれぐれも気を付けてくれ」

　そう注意を呼びかけると、笑い声が聞こえた。無ウーだ。彼女は、片口を上げながら、

「一番気を付けなければならないのはシンマだ。無はもちろん、コトハやレイ、ノンエ、ミンクも相応の訓練は受けている。一般人はお前だけだぞ」

「そ、そうだったな。……偉そうなこと言ってごめん」

「そういうことじゃない。安心しろ、と言っているんだ」

　無はシンマの体に、軽く、拳こぶしを当てた。

「お前は一人じゃないし、リーダーでもない。あまり気負うな」

　その言葉に、シンマは、目をしばたたかせる。それを見た無は、目を逸らした。

「フン、別に、お前に気を遣つかったわけじゃないぞ。アリスを助けるのに手を貸すのも、シンマ、お前が無の許可なしに怪け我がしたり、万が一、死んだりしないようにするためだ」

「……ああ、分かってる」

　台詞とは裏腹に、無の声には、こちらを慮るような響きが含ふくまれている。シンマはそっと微ほほ笑えむと、無に向かって頷いた。

「それでは参りましょう、シンマ様。後どれほどの時間が残されているかは分かりません」

「そ、そうです。ここまで来たら、躊躇わずに前進するのみです！」

「うん、そうだな。じゃあ、行こう！」

　コトハとミンクの発破に、シンマが声を張り上げると、残りの全員がそれに続いた。

　シンマは意気揚々と歩き出し、庭を横切ると、玄関の自動ドアを潜る――、

「……っ!?」

　その一歩目で、止まった。否いや、止めさせられたのだ。

「……何の用ですか？」

　エレカの冷徹な声が、ビルのホールに響き渡る。

「ちょっと、アリスと面会しにきたんですが。……随ずい分ぶんと手荒い歓迎ですね」

　シンマが答えると、彼かの女じよは息をついた。その手には、黒光りする得物――自動式拳けん銃じゆうを持っている。いや、エレカだけではない。周囲には何十人というスーツ姿の者たちがいて、彼らも同様に、それぞれが銃じゆう器を携帯していた。

「お嬢様に何の御用ですか？」

「ええ。アリスが本当に心の底から自分の国に帰るつもりなのか、それを訊きたくて」

「その必要はありません。無論、本心から仰ったに決まっています」

「すみませんが、エレカさん。――それは、あんたが決めることじゃない」

　そう言って首を振ったシンマに、エレカはわずか眉み間けんに皺しわを寄せた。

「……困りましたね。あなたが来るかもしれない、とは思いましたが。それにしても、真正面からとは」

「色々考えたんだけど、このビルの裏口にも人が沢山いたし、下手な方法を打ってもそっちに見透かされてるんじゃないかと思ってね。いっそそれなら、堂々と乗り込む方がいくらかマシだって判断したんだよ」

　風の力を使い、屋上から侵入するということも考えた。しかし、そのルートを向こうが予想していないとは思えなかった。しかも相手にはこちらが資格者であるとも知られている。だとすれば、屋外の、それも逃げ場のない場所で、力を解いた隙すきをつかれて追い詰められないとも限らない。

　加えて、ジルイードの力がまだ未知数なのだ。【夜明けの星々ロート・グランツ】の党首というからには、きっとアーティファクトを持っている。その効果が分からない以上、敵の懐ふところへいきなり不用意に近づくことは危険だった。まずは内部へ入り込み、気を付けながらアリスがどこにいるかを捜す、という方法が一番無難だったのである。

「……フン、お前たちごとき、小細工を弄する必要はない、ということだ」

　無の嘲ちよう弄ろうするような発言に、エレカはぴくりとも笑わない。彼女はシンマの背後に視線を移した。

「レイ、ノンエ、あなたたちは自分が何をやっているか本当に分かっているの？」

　ノンエが「はい！」と力強く頷くのに、レイが続く。

「姉上、申し訳ないが、組織員である前に私たちはアリスの友だ。彼女の口から本当のことを聞くまではたとえ、相手がご党首様であろうとその命令に従うわけにはいかない」

「まるで子どもの意見ね」

「ああ、そうだ。私たちは子どもだ」

　呆れているかのようなエレカの言い方に、レイは微笑んだ。

「だから捕まえて存分に叱るがいい。――それまで、暴れまくってやる」

「悪ガキは、強ごう引いんに説き伏ふせないと黙りませんよー！」

　ノンエが拳を振り上げる。それを見たエレカは、目を閉じた。そして、

「……なら、もうこれ以上の話し合いは無意味ね。分かっていてやっているなら、説教の類いは必要ない。申し訳ありませんがシンマ様、ご党首様の命により、ここから先は一歩も通すわけにはいきません」

　彼女はすっと、手を横へと滑らせる。

「――全員、鉛弾の折せつ檻かんでも喰くらいなさい」

　その場に居た、エレカを含めた全員がこちらへ銃口を向けた。シンマは急いで呟く。

「……皆、オレが踵かかとで床ゆかを叩たたいたらその場に伏せてくれ」

「え、ど、どうしてですか？　シンマくん」

「質問は後だ。もう時間がない！」

「承知致いたしました。皆、シンマ様に従いなさい」

　コトハの言葉に、他の皆が揃ってこくりとわずかに頷く。その瞬間だった。

「撃てっ！」

　エレカの声が弾ける。それと同時、シンマは足の踵で床を打った。コトハ以下、全員が倒たおれ込むのをみた後、両手を交差する。

「風よ……舞い散れえええええええええええっ！」

　手の甲こうが熱を帯び、光を放つ。轟ごうと、疾風が巻き起こった。それらはホール中にある観葉植物の葉を根こそぎ散らし、調度品を次々に砕き割る。天井に備えられた巨きよ大だいなシャンデリアが弾け、ガラスが虚こ空くうへと舞った。いや、それだけではない。突如として走る無数の風ふう刃じんは、目を見開いたエレカたち数十人をも、一気に遙か後方へと吹き飛ばしたのだ。彼らはそれぞれが壁かべやテーブルに体を打ち付け、呻うめきを上げてその場にうずくまった。

「す、すごいです……！　シンマくん！」

「全方向、無差別の衝しよう撃げき波はか……恐ろしいな」

　感心するミンクとレイだったが、そんな悠長にしている場合ではない。

「全力で走れ！」

　シンマは、そう言ってから駆けだした。後から続く足音。エレベーターは、使えないようになっているだろう。だとすれば、目指すは非常階段だ。しかしその前に、

「ふざけた真似を……！」

　立ち上がったエレカが指を鳴らすと、ホールの扉とびらが開き、新たに組織員たちが大勢現れた。恐らく、こうなる展開をある程度読んで、人員を控えさせていたのだろう。

　エレカは自身もまた銃を拾い上げると、迷いなく引き金を絞しぼる。

「守って！　【澄み渡る水の女神フイン・ヴオアン】！」

　ミンクがシンマの横手に並び、杖つえを構えると目の前に荘そう厳ごんな壁が出来上がる。それらは容易たやすく、無数の銃弾を防いだ。無が、その壁に足をかけると素す早ばやく駆け上がる。

「目覚めろ――【天啓火烏カウ・ジン】！」

　跳躍した無が、纏まとった漆しつ黒こくの外套を翻ひるがえした。縄のついた暗器ジョウヒョウが飛ぶ。それらはそれぞれが意思をもつようにして何十本と中空を走ると、組織員たちを縛り上げた。

「くっ……！」

　拘こう束そくされたエレカであったが、後から後から、次々と組織員たちは現れた。

「これじゃキリがない……！」

「行って下さい、シンマくん！」

　焦あせったシンマにミンクがそう叫さけんだ。

「ここはわたくしと無ちゃんが引き止めます！　その間に！」

「だ、だけど！」

「本質を見誤るな、シンマ！」

　無がヒョウを投とう擲てきすると、発砲しようとした組織員たちの手首それぞれに刃が突つき刺さる。痛みに武器を落とした彼らが、素手で襲い掛かってくるのを薙なぎ倒し、彼女は言った。

「ここでお前が考えなければならないのは、アリスを助け出すことだ！　やりたいことがあるなら前を向け！　失いたくないものがあるなら一歩でも先に進め！　無は定めのため、ずっとそうしてきた！　少なくとも――そこに間ま違ちがいはない！」

「……無の言う通りです、シンマ様」

　コトハが頷く。それでもまだ、シンマには幾いく分ぶんかの躊躇いはあったが……、

「いや……そうだな。その通りだ」

　今は、迷う時ではない。少しでも可能性のある方へ動くべきだ。

「頼んだ、二人とも。絶対に、皆で帰ろう！」

「当たり前だ！」「わたくしはもう、誰だれにも負けません！」

　それぞれの声を背に、シンマはコトハ、レイ、ノンエに頷くと、その場を後にした。
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　何階分、上がったことだろう。さすがに連続する段数に、シンマは疲つかれ始めていた。風の力で飛ぶことは可能だが、あれは速度の調整があまり効かない為ために屋内向きではないし、途と中ちゆうでもし敵が現れた時に対応するのが遅おくれてしまう。現に、何度か襲撃に遭あってシンマたちはそれを退けていた。

「あ、アリスはやっぱり、最上階かな……？」

　恐らくはショッピングエリアではなく、オフィス関係者専用の階の何処かにいるのではないか。そう当たりをつけて上がる度に確かく認にんしてるのだが、未いまだにアリスは見つかっていなかった。残るは十四、十五階を残すのみである。

「ここまで来ていないということは、恐らくそうだろう。よもや、下にはいまい」

　シンマと違ちがい、日ごろから並々ならぬ鍛たん錬れんをしているのだろう。平気そうな顔をしたレイはそう言う。

「そんなに部屋数は多くありません、そこまで行けばなんとかなりますよ」

　ノンエからのはげましに、シンマは笑えみを漏もらす。そしてようやく、シンマは階段を昇のぼり切った。「つ、ついた……！」と扉を開けて、十四階のロビーへと足を踏ふみ入いれる。

「……誰もいない？」

　予想外なことに、そこには、がらんとしただだっ広い空間が広がっていた。壁がガラス張りになった小さな会議室が左にあるだけで、後は前方にエレベーターが設置されている。振り返かえって確認するも、非常階段は終わっていた。

「ここから先は、エレベーターで行くしかないのか……」

「恐らくはそうでしょう。非常用に、こちら側から相手の行動を制限できるようにしているものと思われます」

　コトハが告げて、目を細める。

「しかし、妙みようですね。最上階の一段下だというのに、あまりに警備が手薄過ぎる」

「確かに。今までに比べると全然……」

　ノンエが言いかけようとした、その時。ぶつん、という音がしてシンマ以下、全員がそちらを振り向いた。壁には巨大なテレビが下げてあり、そのモニターの電源が点いたのだ。シンマが怪け訝げんな顔をしていると、やがてそこに現れたのは、

『……よぅ、シンマ。全くお前は、どういうつもりなんだ？』

　このビルを取り仕切る主、ジルイードだった。

『アリスはお前と別れて国に帰る。そう、俺に言ったんだがな』

「それが本心から言ったのかどうか、確かめに来ました」

　シンマが返すと、ジルイードは煙たば草こを咥くわえる。

『洟はな垂れの餓鬼が、一丁前に本心ときたか。お前が暴れることで、アリスに迷めい惑わくがかかるとは思わなかったのか』

「配はい慮りよが足りなかった、という点に関しては幾いくらでも後で謝りますよ。だけどどうしても、確かめたかったんです」

『自分勝手だな』

「それがオレの信条ですから」

　少しも譲ることなく、シンマはジルイードと渡り合う。彼かれは片口を上げて、

『……全く、クソがつくほど生意気だな。ならシンマ、お前に問うが――アリスが本当に、心から、お前を拒絶して帰ると言ったんだったら、どうする？』

　即そく座ざに。躊躇することなく。シンマはジルイードに言った。

「決まってます。――引っ叩かれてから、土下座して謝りますよ。そんで大人しく帰る。それだけです」

『…………』

　ジルイードは、その鋭い目を見開く。彼はやがて、顔を伏せると、肩かたを震わせた。

『くく……つくづく変わった奴だ。命賭かけてやってくるのが、引っ叩かれるためだと？』

「まだそうなると、決まったわけじゃないですけど」

『……いいか、よく聞け、シンマ』ジルイードは、煙けむりを吹き出した。『中々面おも白しろいことを言うが、これ以上、大事な娘むすめを中ちゆう途と半はん端ぱな奴に関かかわらせるつもりはねえ。とっとと帰らないと、下の階にいる奴等含めて命の保証はしねえぞ』

「一度でいいんです。アリスに会わせて下さい」

『聞いてんのか、糞餓鬼ッ!!』

　凄すさまじい怒号に、レイとノンエが竦み上がる。

『……シンマ。お前は、仮にも一度は娘の婿にしようかって思った男だ。俺おれぁ、これでも大分と穏便に話してる。餓鬼は餓鬼らしく、大人に叱られたらとっとと家に帰んな』

「ガキだって、受け入れられることと、受け入れられないことくらい分かりますよ」

　しかし、シンマは少しも退かず、ただ泰然と構えた。

『……なに？』

「話し合いをさせてくれって言ってんです。何も、ダダこねてるわけじゃない。彼女を一方的に連れていったのはあんただ」

『だからアリスは、会いたくないって言ってんだろうがッ！』

「それが本当か確かめるって言ってんだ！　何回も同じこと言わせんなっ！」

　激げき昂こうしてくるジルイードに、シンマは同じ勢いで返した。

『てめぇ……！』

「アリスはどこにいるんだ！　会わせろ！」

　シンマは、食って掛かるようにディスプレイへ叫ぶ。ジルイードは、鬼のような形相で、こちらを見み据すえてきた。しばらくの間、にらみ合いが続く。――だが、

『……ふん。つくづく気に入らねえ。だが、俺に真正面から喧嘩吹っかけてきた度胸に免じて、チャンスをやる』

　画面の向こうで、ジルイードは、こちらを指差した。

『最上階まで上がってこい。どうしてもというのなら、俺を倒してアリスを奪ってみせろ』

「勝ったら、彼女がどこにいるか教えてもらえるんですね」

『ああ、勝ったらな。ただ、その前に――』

　紫し煙えんを吐はき出し、ジルイードは、煙草をカメラへと押おし付ける。

『――お前が、ここまで来れたら、の話だが』

　再び、耳障りな音を立てると、テレビの電源は落ちた。

「……どういう、ことだ？」

　この何もない場所から、一階上がることなど、造作もないことだ。シンマは、ジルイードの発言の意図するところが分からずに、呟く。そこに、涼やかな音が響ひびいた。

「こういうこと、で御ご座ざいますよ」

　エレベーターの扉が開き、冷ややかな声が、そう告げてくる。

「……やはり、貴方、ですか」

　コトハが、刀の柄つかに手を当てた。

「皆みな様さま方におきましては、ご機き嫌げん麗しゅう。この階まで上がってくるとは、大した腕うでをおもちで御座いますね」

　丁てい寧ねいな物腰と、全く無音の歩き方で現れたのは――メアリだ。

「師し匠しよう……」「……だと思いました」

　レイとノンエがそれぞれ、息をついた。

「メアリさん……そこをどいて頂けませんか」

　無理だと分かっていても尚なお、シンマは、そう頼み込んだ。けれどもやはり、彼女はゆるりと首を振ふる。

「申し訳ありませんが、ご党首様のご命令で御座います。ここにて、足止めをさせて頂きますが故ゆえ、ご了りよう承しようくださいませ、で御座います」

「ならば押し通るしかありませんね」

　コトハが、鈴すず鳴りを奏で、刀を抜いた。すっと、正眼に構える。それを見て、メアリは、

「――ご随意に」

　薄うすく……笑った。

「……チッ！」

　床を蹴けった直後、コトハの体は一足飛びにメアリの眼前にあった。彼女は躊躇ためらいなく、その刃を振るう。手加減など出来る相手ではないと、本能で知ったのだろう。その速度は視認できるレベルをとっくに超えていた。

「あら、まあ」

　しかし――その攻こう撃げきは、メアリによって容易に止められる。いつのまにかその右手に握られていた、大ぶりのナイフによって。

「中々の初太刀に御座います。さすが御み守かみ家の血筋で御座いますね」

「……はぁっ！」

　間髪容れず、一いつ旦たん身を引いたコトハは二の太刀を放った。しかしそれすらも片手で防がれてしまう。次々と猛速度で放たれるコトハの重い乱撃。しかしメアリはまるで子どもの相手をするかのように、易々と受け流していった。

「実に素す晴ばらしい。隙がない。狙いは的確。躊躇もない。貴女様ならば、このまま修しゆ行ぎようを続ければいつか無双の剣けん士となれることで御座いましょう。ですが――」

　甲高い金属音。コトハの刀が弾かれ、その先が明後日の方向を向いた。――メアリの【左手】に握られたもう一本のナイフによって。

「……!?　どこから……！」

　わずかに焦りの見える顔でコトハが体勢を整えようとした瞬しゆん間かん。

「――それは、【今】ではない」

　メアリの突き出した両手のナイフが、彼女の体を貫いていた。

「コトハ……っ！」

　シンマは手を翳かざし、衝撃波を放つ。メアリは床に手をつくと、軽やかな動作でそれを避さけた。メイド服のスカートが、優ゆう雅がなほどに舞まう。

「大だい丈じよう夫ぶか、コトハ！」

「問題……ありません」

　両りよう肩かたから出血しながら首を振り、それでもコトハは苦しそうな素そ振ぶりを見せた。シンマは【再生】の力を使い、彼女の傷を癒していく。

「なんなんだ、あの人は……信じられない」

　シンマの知る限り、あそこまでコトハを翻ほん弄ろうした人間はいなかった。決してコトハが未熟なのではない。彼女が……メアリが尋じん常じようではなく強過ぎるのだ。

「もうお仕舞いで御座いましょうか？　もう少し楽しめると思っておりましたが」

　微笑みを浮かべ、メアリは手の中でナイフを弄ぶ。すると、見る見るうちに、その指には得物が増えていった。三本、四本、五本、六本……。一体、どこから抜いたものなのか、さっぱりもって見当がつかない。早過ぎて動作が見切れないのだ。

「……シンマ、わずかでもいい、隙が作れるか」

　不意に、レイが尋ねてきた。シンマは怪訝な顔をする。

「ど、どういうことだ？　そりゃ、出来るけど、そんなもので彼女を倒せるとは到底……」

「女の子の気持ち、察して下さいな」

　ノンエが口元をゆるめながら、そう言った。しかしその目は、決して笑ってなどいない。

「……わたしとレイちゃんが師匠を引きつけます。その間に、シンマさんは最上階へ」

「え、で、でも！　今の、見ただろ!?　いくら二人がかりでも！　四人でかかれば、なんとかなるって！」

「確かにそうかもしれない。だが、もしご党首様との戦いの前に必要以上に体力を消費してしまったらどうする？　私やノンエだけならまだしも、コトハまで戦闘不能になったら？　いくら資格者の力があると言っても、シンマとて無事に済むとは限らないんだぞ」

「それは……そうだけど」

「時間稼ぎくらい出来るさ。あるいは、コトハと違って私たちは師匠の動きや癖くせを知っている。本気でやれば、もしかしたら勝てるかもしれない」

「……かなりやばい賭けですけどね」

　舌を出して、ノンエは懐から銃を取り出した。レイもまた、腰こしの二本のナイフを握る。

「それに、シンマが最上階へ行っている間、師匠を倒すことが出来ればアリスの居場所を捜すことも出来る」

「そーですよ。要は二手に分かれようってことです」

　シンマは、二人の言葉に、長く息をついた。彼かの女じよたちとて、決して勝算があるわけではないだろう。それでも状じよう況きようを見て、そうした方がいいと判断したのだ。

「……本気なんだな、二人とも」

　最後にそう尋ねたシンマへ、レイとノンエが、無言で頷いた。

「分かった。――だけど、絶対に、後で会うぞ。それは忘れるな！」

「心に刻んでおこう」「アイ、サー！」

　二人に敬礼され、シンマは微笑んだ。

「お話は終わりましたか？」

　メアリが小首を傾かしげる。

「なにをご相談なさっているかは存じ上げませぬが、どうぞ、お試ためしになって下さいませ」

「……言われなくても、やってやるよ」

　シンマは手を握にぎった。そして、

「炎ほのおよ……盛れっ！」

　拳を、突き付ける。空気の焦げる匂いと激しい音が発し、瞬またたく間まに現れた焔ほのおの波がメアリに襲い掛かる。彼女はさすがに驚おどろいて、わずかにその場から退いた。

「今だ！　行け、シンマ、コトハ！」

　レイの掛け声に、シンマはエレベーターに向けて走り出す。それを逃すものかとメアリが接近してくるが、

「師匠は、大人しくしていて下さーい！」

　ノンエの発砲音に、足を止めると、彼女はそのまま跳んで下がった。シンマはエレベーターのボタンを押す。扉が開くと同時、転がるように入り込むと、開閉スイッチを押した。駆動音と共に、エレベーターは密室と化してゆっくりと上がり始める。

「な、なんとかなったか……」

「……後は二人に任せましょう。私たちは、上へ」

　コトハの言葉に――シンマはただ、頷いた。




「なるほど、こう来ましたか」

　感心したように言って、メアリは上昇するエレベーターの階数表示を見上げた。

「師匠にも思いつきませんでしたか！　あえて二手に分かれるという、この斬新な方法は！」

「ええ、全くもって意外です」

　ノンエの台せり詞ふに、レイたちを向いたメアリはそう言って、口元を歪めた。

「――まさか貴あな女たたちが、私を相手に二人だけでどうにかなると思っているとは」

「……くっ」

　相変わらずの、その酷薄な笑みにレイはぞっとする。思えば昔からそうだった。メアリがこうして笑うと、ろくなことがない。

「いいでしょう、私の元を離れて幾星霜……と言う程ほどではありませんが。とにかく、貴女たちがどれほど腕を上げたか、少しばかり確かめて差し上げましょう」

「うううう、完全に上から目線だぁ」

「仕方あるまい。本国では百戦以上やって、ただの一度も、引き分けることさえ出来なかったんだからな」

　レイはため息をついて、「……それでも」と言った。

「あの時は訓練だ。だけど今は、アリスを助けるために、私は己おのれの全すべてを賭ける覚かく悟ごがある。その違いがあれば――あるいは」

「わ、わたしだってそうだよ、レイちゃん！　頑がん張ばる！」

　ノンエが銃を構える。友人の決死の覚悟に、レイは微笑んだ。

「それじゃあ……行くぞ、ノンエ！」

「イエッサー、レイちゃん！」

　同時に踏み込む。そして、レイはノンエと二手に分かれた。

「ほぅ……前後からの同時攻撃ですか。戦法としては基本ですね」

　前に立ったレイを見据すえ、次にメアリは、ちらりと背後にいるノンエへと視線を移す。

「まあ、いいでしょう。どこからでもかかってきなさい」

　口端を上げて、メアリは言った。

「――キルユー、で御座います」

「せいやあああっ！」

　先手必勝。まず、レイは疾しつ走そうすると双刃を唸らせた。それを真正面から受けて、メアリは次に、華麗に舞うかのごとくナイフを振るい続ける。全く無む駄だのない、まるでプログラムされたロボットかのようなその動きに、レイはついていくだけで精いっぱいだ。

「レイ、貴女は動く数瞬前、相手に目でそれを知らせてしまう癖があります。素人ならまだしも、熟練された人間にはまるで手にとるように次の行動が読み取れますよ」

「くそ……ハアッ！」

　どうにかメアリの連撃を凌いで、レイは一歩踏み込む。下方から跳ね上がったナイフがメアリの懐へと入り込んだ。だが彼女の左手の得物がいつのまにか牙きばを立てており、激しい音を立ててレイのそれと食い合う。その時。

「……やれやれ」

　呆あきれたように息をつき、メアリは右手のナイフを放り投げた。素早くその指がメイド服のスカートを跳ね上げる。

「何度も言ってきたことですが――ノンエ」

　艶めかしい肌はだを持つ太ももに着用したガーターベルト。そこへ装備したホルスターに嵌はまった自動拳銃を、メアリは抜ぬき払う。そして彼女は、

「その角度では心臓を射抜けませんよ」

　後ろを見ることもなく、銃だけを背後へ向けて撃った。

「あっ……つぅ……！」

　血飛沫が散る。利き腕に命中したのだろう。メアリの死角から狙いを定めていたノンエが、自らの拳銃を取り落とした。

「ノンエ！」

「貴あな女たが思うより数ミリ銃口を下げなさいと口を酸っぱくして言っていたはずですが、まるで成長がありませんね。それとレイ」

　思わず叫びを上げたレイを、メアリがその鋭するどい眼まな差ざしで見てくる。

「戦場で敵から目を逸そらすとは、何事ですか」

　あっ、と思う間もなく彼女の白い足が上がった。レイは腕に強い衝撃を受け、ナイフを零してしまう。痺れた手を気き遣づかう暇ひまさえもなく、メアリの刃によってレイは太ももを突き刺された。同時に、凄まじい力で蹴飛ばされる。

「あぅ……ぐ……ああっ！」

　視界が回転した。抵抗することさえ出来ずに転がると、レイは壁に叩きつけられる。

「情けない。これでは遊びにすらなりませんね。貴女方には失望しました」

　ナイフを構えながら、空いた手には銃を握り、メアリは口端を上げる。

「口だけは一人前のつもりですか。貴女方では何も救えない。アリス様の力になどなれない。自分たちの分を弁わきまえなさい」

「……そ、そんなことは……ない」

　レイは震ふるえる声でそう言って、痛みに顔を顰しかめながらも、どうにか体を起こした。

「ほざけ、馬ば鹿か弟子が。――で、御座います」

　そんな自分の姿を見て、メアリは、微笑みを浮うかべる。しかし、それでもレイは、

「た、たとえ、未熟でも……大切な人のため、退けない時くらい、ある……」

　ふらつきながらも、立ち上がり。メアリを、睨にらみつけた。

「……そ、そうだよ。何も出来なくても――何かしたくなるんだ……！」

　ノンエが、メアリの向こうで腕を押さえながらも、銃を構える。

「だから、私たちは……！」

　レイはナイフをメアリへ、かつての師へと向けて。

「わたしたちは……！」

　二人は同時に、叫んだ。

『絶対に、前に進むッ！』

　レイが、もつれた足で、それでも走り出した。何度も何度もナイフを振るう。後ろからノンエも発砲を続けた。しかしメアリはそれらをまるで、後ろに目でもあるかのように同時にさばいていく。絶望的なまでの差。圧倒的な実力。……だが。

「ああああああああああっ！」

　レイは、瞬間、ナイフをメアリに向かって投擲した。

「なにを、愚かな」

　メアリは造作もなく、それを顔をわずか背けるだけで避ける。しかし、

「レイちゃん！　行くよ！」

　ノンエが顔を顰めながらも撃った。メアリをではない。

　――レイが投げた、ナイフに向かって。

「なに……!?」

　メアリが声を上げた。弾丸が命中した金属は弾き飛ばされ、宙へと跳ね上がる。レイはそれを確認することもなく跳んだ。分かっていた。何日、何度、ノンエと共に訓練をしてきたか。アリスを守るために。彼女の役に立つために。だから分かっていたのだ。

　――ノンエがどの角度で撃てば、どこにナイフが現れるかなど。

「せいやあああああああああああっ！」

　空中を舞うナイフのちょうど前にポイントを合わせ、その柄をレイは掴み取った。同時に、そのまま上段からメアリに襲い掛かる。

「なるほど、中々やりますね。……ですが！」

　彼女は、すぐにレイの姿を見定めると対応をとろうとした。このままでは間に合わない。空中で無防備な分、レイにとっては不利でしかなかった。……と。

「ノンエ！」

　そう思わせるのが、レイの作戦だった。

「私を、撃て！」

「な……!?」

　突とつ然ぜんに告げたその台詞に、メアリだけでなくノンエも目を見開く。だが、彼女はすぐに頷うなずいた。引き金を絞る。弾丸は真まっ直すぐと飛び、レイの肩を貫いた。

「ぐ……ううっ！」

　その衝撃が自分の体を予期せぬ方向へと向かわせ、レイは強引に着地する。刹せつ那な、地を蹴ると、レイはそのままメアリにタックルした。

「……ぐっ！」

　さすがに予想外だったのだろう。上に気を取られていたメアリは対応が遅れ、攻撃をまともに喰らった。彼女はもんどりうって、背後へと倒れ込む。そこに、準備をしていたノンエが飛びかかって押さえ込んだ。

　彼女は銃を、メアリの額に押し当てる。

「チェックメイトです――師匠！」

「……なんと」

　呆ぼう然ぜんと、メアリは呟つぶやいた。……なんとか上う手まくいった。と、肩を押さえながら、よろよろと、レイはメアリの元へ向かう。仰向けになった自らの師へ向けて、レイは言った。

「……師匠は、完かん璧ぺきです。ですがそうであるが故……何手も先を読む傾向にある。だから、この手しかなかったんです。自分でもどうなるか分からないことに賭けるしか」

「無む茶ちや苦く茶ちやな……このような真ま似ねを、教えた覚えはありませんよ」

　メアリは、長く息をつく。

「ほんのわずかでもノンエの射しや撃げき角度がずれていたら、貴女は動くことさえ出来なかったかもしれません」

　その言葉に、レイは強く頷いた。

「ええ、そうです。だからこれは、ノンエとしか出来ないんです。彼女になら――命くらい、軽く預けられますから」

「……師匠、ちゃんと銃口、数ミリ下げましたよ」

　ノンエが、微ほほ笑えむ。それにメアリは、初めて目を細めて笑った。

「あの怪け我がでそこまで出来れば、上等です」
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「すみません、師匠、少し眠ねむって頂きます。アリスを捜さなければなりませんから」

「……やれやれ。私も焼きが回ったようです。どうぞ、好きになさい」

　ナイフを逆手にもって、柄頭を振り上げるレイへ、メアリは最後に言った。

「――ファックユー、で御座います」




　昨日から数えて二度目の訪問となったその部屋には、強烈な違い和わ感かんがあった。

　その正体は――物、である。

　何畳あるかも分からないような広い室内には、ありとあらゆる物が散乱していた。壺や石像といった調度品から、テレビやタンスなどの家具、包丁やナイフ、フォークなどの調理器具。それに、剣や刀、斧、槍などの刃は物もの。一体なぜそんなものが、これだけ大量に置かれているのか。まるで見当もつかず、シンマが怪訝な顔をしていると。

「……よぅ」

　それらに囲まれるようにして中央に座していた――ジルイードが、口を開いた。

「やるじゃねぇか。まさか本当に、ここまで昇ってくるとはな」

「皆みなが助けてくれただけですよ。オレは、大したことはしていません」

「馬鹿を言え。人ってのは選ぶもんだ。前に立つ奴やつを。後を任せられる奴を。自分が倒れても、意思をまっとうしてくれると確信する人間を――そうやって選ばれたからこそ、お前はここに立ってる」彼は唇くちびるを歪め、「それは、十分に誇ほこっていいことだ。なあ、資格者」

「……どうも」

　なんと言って返していいか分からず、シンマはただそれだけを口にする。

「……しかし残念だな」

　薄うす闇やみの中、仄ほのかな灯りが点る。ジルイードがライターで煙草に火をつけたのだ。

「そこまでやってきたのに……帰らなきゃならんとは」

「まだ、帰るとは決まってません」

「確かにそうだ。だが、すぐに決まる。――お前は既すでに、俺の領域にいるんだからな」

　ジルイードは紫煙を吐き出だした。虚空に、薄い霧が溶とけていく。

「……？　なにを……」

「シンマ様、お気を付け下さい」

　刀の柄に手を添えて、コトハが呼び掛けてくる。

「奇襲をかけようと思えば幾らでも機会はあったはず。ですがあの男はシンマ様が自分の近くに来るまで、何もしようとはしなかった。……なにか、考えているはずです」

「中々に敏さとい部下をもってるな、シンマ」

「コトハはオレの部下じゃありません。仲間です」

　きっぱりと言い切ったシンマに、ジルイードは奇き妙みようなほど親しげな笑みを浮かべた。

「そうか。力もある、頼たよりのある仲間がいるってことはいいことだ。……だがな、シンマ、一つだけお前には欠点がある」

「欠点……ですか？」

「ああ。礼儀がなっちゃいねえ」

　ジルイードが、すっと指輪の嵌まった手を上げた。彼はシンマへと突き付けてきた指を、わずかに下げる。

「お前――ちょっと、頭ずがたけぇぞ」

　その、瞬間。

「……っ!?　ぐぁっ!?」

　ずん、と、突然重い衝撃が襲い、シンマはその場に跪ひざまずいた。いや、自らの意思からではない。背中へ急に巨大な何かが乗ったようで、堪こらえきれず思わず膝ひざをついてしまったのだ。

「なに……これは……!?」

　立ち上がろうとしても、体が言うことを聞かない。上から巨大な力がシンマを押さえつけ、羽は交がい絞じめにしている。

「……くっ、シンマ様……申し訳ありません……！」

　コトハもまた、わずかに顔を顰めながらシンマと同じような姿勢をとっていた。

「言っただろ？　お前は既に俺の領域にいるってな」

　ジルイードが肩を竦め、椅い子すの上で足を組むと、煙草を吹かす。

「まさか……これは……アーティファクトか……!?」

　シンマの推察に、「ご名答」と彼は笑った。指に嵌めた小さな宝玉を、こちらに見せる。

「土の力を持つアーティファクト【王ウのラ領ヌ域ス】――半径数十メートル圏内の重力を自在に操るって代物だ。一歩、この指輪が支配する場所に入り込んだ人間は、漏れなく膝をつかされる。……まるで、王を前にした従者みたいにな」

「こ……んな……くそ……っ！」

　シンマは歯を食いしばる。抵抗しようにも、指先一つ動かせない有様だ。これでは能力を発動させることさえ出来ない。

「悪いなシンマ。ここまでやってきた功績を讃えて、少しは遊んでやりたかったが……生あい憎にくと俺は、忙いそがしくてな」

　軽く指を振るう。すると、ジルイードの近くにあった巨きよ大だいなテレビや壺が浮かび上がった。これも重力操作の効果なのだろう。

「とっとと、勝負をつけることにする」

　ジルイードが、手を振るった。その意に従うかのごとく、浮かんだ物体が大気を打ち砕き飛来する。思わず目を瞑つぶったシンマだったが、物体は己の傍そばを掠め、床ゆかに激突。無残にも次々と砕け散った。ジルイードが、歪んだ笑みを浮かべる。

「まぁ、命まではとらねぇよ。――ちょっと痛めつけてやるだけだ」

　椅子に腰かけたままで。自ら動くこともなく。指先一つで全てを操る。

　それは正しく――支配者の所業だった。

「……くっ……ちくしょう……！　ま、待ってくれ……！」

　勝負する以前の問題だ。このままでは、何をすることもなく一方的にやられてしまう。だが、それでは、ここまでやってきたのはなんだったのか。皆がアリスを助ける為に自分へ力を貸してくれたことが、全くの無意味になってしまう。それだけは、避けなくてはならなかった。シンマは言う。

「……せめて……話を……！」

「話？　おいおい、もう勝負はついただろ？」

　強大な重力に、体中の骨が悲鳴を上げている。息をすることさえ、絶え絶えの苦しみの中で。しかし、それでもシンマは声を絞り出した。

「オレじゃない……！　アリスの話を……彼かの女じよの話だけでも……もう一度……！」

「もう気持ちは聞いた」

「もう一度だけでいい……！　彼女の気持ちを尊重するなら……ちゃんと、アリス自身の意思かどうかを確かめて……あああああっ！」

　力を増した重圧が、こちらの背中を押し潰すかのように伸し掛かってくる。思わずシンマは、地面に這はい蹲つくばった。

「シンマ様……！」

　コトハが、何も出来ない自分の無力さを悔くいるかのように、唇を噛む。

「何を言うかと思えば、馬ば鹿か馬ば鹿かしい……」

　ジルイードは不愉快そうな顔で、そう吐き捨てた。

「アリスの本当の気持ち？　物を知らない餓鬼の戯たわ言ごとか。それは俺が一番よく分かってる。あの子を世界で一番愛しているのは、他の誰でもない、俺だ」

「だ、だったら……なおさら……だ！」

　背骨が今にも音を立てて折れてしまいそうな、そんな痛みの中で。シンマは、尚も叫さけぶ。だがジルイードは、愚者を憐れむかのような眼差しを、こちらへと向けてくるだけだった。

「……よく聞け、小僧。愛しているからこそ、あの子が不用意に道を誤らないよう、俺は見守らなくちゃならん」

「……なん……だって……？」

　訝いぶかしげな声を上げたシンマへ、ジルイードはため息をつく。まるで、理解の悪さを嘆なげくかのごとく。そして、彼はようやく立ち上がった。

「父親である俺が導いてやることこそが、アリスにとって何よりの喜びだって言ってるんだよ。その証拠に――あの子は、俺に一度も逆らったことがない」

　シンマを睥へい睨げいし、ジルイードはその言葉を、口にする。揺らぎようもない、断じるかのような、確固とした口調で。

「それは……アリスが俺を信用し、全てを任せてくれているからだ」

　まるで。

「だから何も聞かなくても、俺が一番、あの子の気持ちを分かっている。……そうだろ？」

　――まるで、それが、当たり前であるかのように。

「…………」

　その時、シンマの心の内で、何かが弾けた。激しい衝動が、腹の底から湧きあがる。熱をもったそれは、龍のごとく己の中で暴れ、のたくり、そして昇のぼり詰める。

「……んだ、そりゃ……」

　拳こぶしを握りたいのに、指先一つ、言うことを聞かない。

「なんだ……そりゃ……」

　腹が立つ。こんな時にあんなことを言われて、自分が倒たおれ込んでいることが。潰された虫けらみたいに、情けない姿で。こんな奴に、見下されていることが。

「……ああ？」

　それが――一番、腹が立つ。

「……ぐ……あぁ……！」

　シンマは叫んだ。胸の奥おくから、力の限り。目を覚ませ、と。いつまでも、寝ねている場合じゃない。起き上がり、ぶちかませ。お前にはそれが出来る。たった一発だけでもいい。殴なぐり飛ばせればそれでいい。だから。

「なんだ……そりゃって……」

　だから――

「言ってんだろうがあああああああああああああああああああああっ！」

　――覚かく醒せいしろ！――

「……な……っ!?」

　シンマは、震える足で、無様に、それでも――真っ直ぐと立ち上がった。

　王の支配する領域で。誰だれもが平等に膝をつくその世界で。まるで、革命者の如く。

「ふざけんのも……大概にしやがれ……！」

　手の甲こうが、燃えているようだった。火傷やけどしたかのような痛みさえ伴うその熱さが、シンマに新たな力が備わったことを知らせる。

　四つの属性、最後の【土】の力の発動が――ジルイードの重力支配を、破ったのだ。

「あんたは……何も分かっちゃいない！　なにが父親だ！　世界で一番愛しているだ！」

「……なに？」

　シンマは、鋭い目つきでこちらを睨むジルイードに、真っ直ぐと指を突つき付つけた。

「アリスがどんな気持ちであんたに従い、力を尽くしてきたか！　あんなにも懸命に、頑張って来たのか！　何にも分かっちゃいない！」

「あぁ……？　じゃあ、それがお前には、分かるっていうのか!?」

　こちらの態度に怒いかりを示すジルイードへ、シンマは拳を握る。

「分かるさ！　ちゃんと、聞いた！　彼女が自分の口から言うのを！」

　それを胸に当てると、シンマは言った。

「全部、あんたが好きだからだ！　彼女はただ、あんたが好きで、役に立ちたかったからそうしてきたんだ！　だから彼女は、あんたの言うことを何でも聞いた！　あんたに――父親に、嫌きらわれたくなかったから！」

「それくらい、分かってる！　だから俺は……！」

「分かってねぇ！　好きってのは、そうやって、誰かの為ためになろうとすることだ！　だけどあんたがやっているのは、愛してるってその言葉で、アリスを縛ってるだけだ！」

「……っ！　うるせぇッ！」

　ジルイードの指輪が輝かがやき、無数の物質がこちらに向けて殺到してくる。

「土よ、従え！」

　シンマの叫びに周囲にある物質が浮かび上がり、ジルイードの攻撃を全て受け止めた。粉砕したテレビや壺が轟音を立てて、その破片を散らす。

「そうやって都合の悪いことは、何でも力で無む理り矢や理りねじ伏ふせるのが大人のやり方かよ！」

「世の中の道理も分からねぇ奴が、分かったようなこと抜かしてんじゃねえ！」

「少なくともあんたよりは理解してるつもりだ！」

「そういうところが生意気だって言ってんだろうがっ！」

　ジルイードが腕を交差した。するとまるで糸で引き上げているかのごとく、次々とその場にある電子機器や家具、凶器が浮上していく。

「間ま違ちがってるって思ったことを指し摘てきして、そう言われるのなら！　オレは生意気な餓鬼で充じゆう分ぶんだ！　絶対に、退かない！」

　シンマもまたそれに対抗するよう、能力を発動させた。意思持たぬ物たちが、その身を虚こ空くうに躍らせていく。ジルイードが言った。

「だったら俺おれと、とことんまでやり合うつもりか!?」

「あんたがこっちの言い分に耳も傾けてくれないのなら、仕方ない！」

　シンマの言葉に、彼は口元を歪めた。

「そうかい。だったら、やってやろうじゃねえか……！　行くぞ、シンマ！」

「ああ、望むところだ！」

　ジルイードの台詞を、シンマが受け入れた。その、刹那。

「ぶっ――潰れろぉぉおっ！」

「負けるかぁぁぁ――ッ！」

　激突した。部屋中にある様々な物が、あらゆる角度から、凄すさまじい速度でぶつかり合い続ける。さながらそれは、砲弾飛び交う戦場のごとく荒々しい光景であった。

「シンマ、一つ訊きかせろ！」

　その最中、ジルイードがこちらに尋たずねてくる。

「どうして、そこまでして向かってくる!?　てめえにとって、アリスは何なんだ!?」

「……アリスは」

　一度、言葉を切り。けれどもすぐに、シンマは、

「アリスは仲間で、オレの大切な日常を形作ってくれる一人だ！」

　強く、叫んだ。

「だからその彼女のためなら――オレは、何度でもあんたに立ち向かう！」

「……ふん、言いやがったな」

　ジルイードが、シンマの声に応こたえるよう、吼える。

「だったら、せいぜい足あ掻がいてみせろ……っ！」

　互いの領域から放たれる力の数々が、少しでも押おし負ける訳には行かぬと牙を立て合う。喰くらい合う。壊し合う。それは寸分の差、数瞬の隙すきさえも許されぬ怒ど涛とうの連続だった。

　何人も立ち入れることの敵わぬ雰ふん囲い気きがそこにはあることを。シンマも、そして恐おそらく、ジルイードも感じ取っていた。……そして。

「っ……はあ、はあ……！」

　やがてシンマは、荒々しい息をつき、翳していた手を下げた。目覚めたばかりの力の行使は、さすがに限界に近い。もう、どれほど争ったことだろう。部屋には戦いの惨劇を示すかのようにうず高く、瓦礫が積み上がっていた。

「……もう、終わりか？」

　ジルイードもまた呼吸は乱れている。しかし、彼にはまだ余よ裕ゆうがあるように見えた。シンマは奥歯を噛かみ締しめる。悔くやしいが、やはり土の能力に関してはあちらに一日の長がある。

「そろそろ地べたぁ這いつくばって、許しを請う頃ころ合あいじゃあないのか？」

「……誰が」

　にやりと無理矢理に笑って、シンマは言った。

「あんたなんかに……跪いて……たまるか！」

「……ったく、強情な奴だな、お前は！」

　苛いらついた様子のジルイードが、手を振ふる。能力を発動する暇もなく、アーティファクトの力により引き寄せられたシンマは、そのまま彼に喉のどを掴み上げられた。

「ぐ……がぁ……っ！」

「その手を離はなしなさい！」

　先ほどまではシンマの戦いの余りの激しさに、助けに入る余地さえなかったのだろう。シンマの土の力によって、ジルイードの支配から解き放たれたコトハが、弾かれたように駆けつけてくる。

「……待って……コトハ。大丈夫……だ」

　しかしシンマは、それを手で制した。ジルイードがそれを見て、舌打ちする。

「てめぇ……まだ戦うつもりなのか？　素す直なおに負けを認めりゃあ済む話だろうが！」

　喉を掴まれた手により強い力がこもり、シンマは呻きを上げる。しかしそれでも、

「や、やだね……」シンマは、負けを認めなかった。「あんたが分かってくれるまで……なんべんでも言ってやる！　あんたは……アリスに、自分の理想を押し付けてるだけなんだよ！　離れていくのが恐こわいから、自分の手元に置いておこうと、そうしてるだけだ……！」

「てめぇ、シンマ……！」

　衝撃。ジルイードに殴り飛ばされた、と分かったのは、自分の体が吹っ飛んだ直後だった。ジルイードは、指輪をはめた拳を突き付ける。

「頭がたけぇって、言ってんだろうがああああああああああっ！」

　全身が重力によって操作され、シンマはそのまま壁かべへと叩たたきつけられた。息が詰まる。咳き込む間もなく、再度ジルイードに引き寄せられると、シンマは更さらに腹へ一撃喰らった。

「ぐぼ……っ！」

　痛みに頭が真っ白になり、ふらつくように、シンマは床に腰をつける。

「シンマ様!?　ジルイード、貴様……！」

　コトハはこちらの様子を確かめると、ジルイードを睨みつけた。自らの刀を抜いて突き付ける。それを見て、ジルイードは鼻を鳴らした。

「……こんなにキレたのは久しぶりだ。お前ら二人とも――ただで済むと思うなよ」

　彼が手を振るうと、次々、部屋の中の物が浮かび上がる。それらはやがて集まると、一つの巨大な塊かたまりと化した。部屋の半分を覆おおうかのようなそれを真っ向から叩きつけられたら、力が覚醒したばかりの、しかも疲ひ弊へいしているシンマではとても対応できないだろう。

「……ほんとにアリスが大事なら、彼女のことを信じろよ」

　しかし、そんなことは最早、関係なかった。シンマの頭の中には、ジルイードへの怒りしかない。父親のために己の弱さを克服しようとし続けた彼女を、自らの操り人形のように言う目の前の男が、どうしても許せなかった。

「本当にあの子がやりたいこと、あんた、聞いてやればいいだろうがッ！」

「ほざけ……糞餓鬼イイイイイイイイイイイ！」

　ジルイードが、シンマたちに向かって指を突き付ける。――だが。

「お、お父様、やめて！」

　その直前、扉とびらが開き、アリスが現れた。

「……アリス!?」

　驚いて、ジルイードは指を鳴らす。浮遊していた物は、全てその場に落下した。

「あ、アリス……来てくれたのか……」

　コトハの肩かたを借りて立ち上がり、自らを力で治癒しながら、シンマは尋ねた。

「待たせたな、シンマ」「任務、完了です……！」

　後ろから、レイとノンエも姿を見せた。二人ともボロボロの状態で、体のあちこちに血だまりさえ出来ている。

「いきなり二人が部屋に来て、びっくりしたわよ。怪我してるから治療しようとしたら、そんなこといいからシンマが危ないって……だ、大だい丈じよう夫ぶなの!?」

「ああ、なんとか。……悪い。また勝手なことした」

　頭を下げるシンマに、やがてアリスは息をつく。

「……まあ、もう慣れたわよ。あんたの無謀さには。そ、それで、どうしたのよ」

「簡単な話だ。アリスの気持ちを知りに来た」

　シンマは、コトハに礼を言って離れると、アリスの目の前に立つ。

「あたしの、気持ち……？」

「ああ。――アリス、お前、本当に国に帰るつもりなのか？」

　その言葉に、アリスは、目を見開いた。

「ほ、本当にって……そ、そう言ったじゃない」

「それが本心からなのか、どうか。レイやノンエが知りたがってる。いや……オレもだ」

「……そ、それは」

　アリスは、視線を逸らしていく。しかし、シンマはそんな彼女の肩に手を置いた。

「アリス。もし、本当にお前がオレと一いつ緒しよにいるのに疲つかれて、そうしたいっていうなら……口を挟む権利なんか、ない。寧ろ、帰る前にオレのこと何発でも殴っていいと思ってる。覚悟は、出来てるんだ」

「……シンマ」

　アリスは、少しずつ、こちらの方を見る。それに対して、シンマは深々と頷いた。

「だから――教えてくれ。オレは、アリスの本音を聞きたい」

「……アリス、違ちがうよな」

　ジルイードは、今までの勢いを失い、どこか弱々しい態度でそう訊いた。

「お前は、本心からそう言っていたんだよな」

「お、お父様……あ、あたし」

　アリスは、自らの手を握にぎり。当とう惑わくしたように、シンマとジルイードを見比べる。

「迷わなくていい。正直に言ってくれ。党首の娘むすめとか、組織を背負って立つとか関係なく、アリス自身の答えを」

　アリスの瞳ひとみを真っ直ぐと見据え、シンマは言った。

「もちろん、誰かの為に生きるのもいい。だけどオレは――アリスが心から笑える場所で生きるのが、一番いいと思うから」

　アリスは、そんなこちらの顔を、しばらくじっと見つめていた。驚おどろいたように、あるいは、信じられないというように。だがやがて彼女は、顔を伏せた。そして、ぽつりと呟く。

「……なによ」

　シンマは、眉まゆを顰めた。アリスの体が、小刻みに震えている。彼女は自らの体を抱だきしめて、唇を噛み締めた。やがて、

「なによ……いつも、いつも、そうやって。優やさしいことばっかり言って」

　彼女は、そう、告げる。

「ちっとも、振り向いてくれない癖くせに。妹ばっかり構って、あたしなんて放っておいてる癖に。平へい穏おんが一番とか言ってるのに、ミンクやコトハの為に動いて。あ、あたしのことは……ぜ、全然、気にしてくれなくて」

　その声へ、微かな嗚お咽えつが混じり始めているのに、シンマは気付いた。

「こんなことなら、諦めた方がマシって……そう思って」

　その頬ほおに、一筋の雫が流れた。

「そう、思ったのに……」

　彼女は、泣きながら。次から次から溢れる涙なみだを拭ぬぐい、掠れる声で。

「なんで……来るのよ……！」

「……アリス」

「なんで、そんなことを訊きに、そんなになってまで来ちゃうのよ……！　バカ……！」

　そう言って、シンマのことを、見上げてきた。潤うるんだ瞳に、シンマの胸が高鳴る。

「バカ……バカバカバカバカバカバカ！　シンマのバカ！」

　アリスは、何度も罵ば倒とうしては、シンマのことを叩いてきた。

「……ご、ごめん」

　シンマの胸に、拳を置いて。

「ほんとに……バカなんだから……！」

　言葉とは裏腹に、嬉しさを滲ませた声で、アリスはそう言ってくる。

「……お父様……」

　彼女は、やがて、ジルイードへと振り返かえった。

「……アリス。聞かせてくれ。お前は、本当はどう思っているんだ？」

　父親の質問に、彼女は一いつ瞬しゆん、躊躇ためらうかのようにシンマの方を見る。
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　……しかし、決心するかのように、彼女は頷いた。そして、

「お父様……ごめんなさい」

　アリスは、その手で。

「あたし、嘘うそをついてたわ。でも……もう、やめる。本当のことを言うね。あたし――」

　強く、握った。

「――あたし、こっちに居たい」

　シンマの……紋もん章しようの刻み込まれていない、手の方を。

「……だが、いいのか？　アリス。その男はお前のことを好きじゃない、と言ったんだぞ」

「分かってる。全部、分かってる。……だけどね、お父様」

　泣き笑いのような顔で、

「こ、この、鈍どん感かんで、ぼうっとしてて、いつもへらへら笑ってて……だけど、時々、すごく優しくて。あたしが欲ほしい言葉を、いつも言ってくれるシンマが……」

　アリスは、息を吸いこみ。次の瞬しゆん間かん、ジルイードを前にして、彼女は言い放った。

「好きで好きで、どうしようもないくらい――大好きなのっ！」

「……アリス、お前」

「ごめんね、お父様……。でも、今、正直にならないと一生、自分を騙だますことになると思うから。この気持ちは、他の誰でもない、あたしが自分で見つけた宝物。だから……相手がたとえお父様でも、裏切ることは出来ない」

　アリスはシンマを見つめ、父親の方へと、視線を移す。

「……お父様の言う通り、あたしのこの気持ちは無意味かもしれない。任務が成功するかどうかも分からない。だから、お父様がそれを許さないと言うのなら……それも仕方ないと思ってる。決心がついたわ。シンマの傍に、居ることが出来るなら――」

　アリスははっきりと、口にする。

「――あたしは【夜明けの星々ロート・グランツ】の人間でも、ジルイード＝ノア＝ナンシェの娘でなくなっても、構わない！」

　ジルイードは無言で、俯く。ぎりぎりと、音が鳴るほどに強く、拳を握った。それを見ながら、アリスが言った。

「シンマ……お願いがあるの」

「……え、あ、な、なんだ？」

　突然、はっきりと告白をされてさすがに戸惑っていたシンマ。しかしそれと正反対に、何かを吹っ切ったように落ち着いた素そ振ぶりのアリスは、微笑みを浮かべる。

「あたしを、使徒にして」

「……いきなり、どうした？」

「分かってないわね、あんた」

　ぎろ、と睨まれて。シンマは思わず「すみません」と謝あやまる。彼女はため息をついて、

「お父様にあれだけのこと、言ったのよ。あたしがもう、あっちに戻もどれないことくらいは分かるでしょ。あたしは、あんたの傍にいるしかないの！」

　シンマの服の袖そでを握り、少し目を逸そらし。頬を赤らめながら、こう言った。

「――そ、その責任とってよね……。あたしの大切なもの気持ち、あんたにあげたんだから」

「うっ……！」

　その言葉には、そこはかとない重さがあった。少なくとも、ジルイードが仕掛けてきた攻こう撃げきより、よっぽど威い力りよくのある重さが。

「わ、分かった……じゃあ、さっき目覚めた土の力、だな」

「土の力、目覚めたの？」

　アリスは目を瞬まばたかせ、しかし、「……ううん」と首を振った。

「あたし、火がいい」

「……え？　火？」

　意外な申し出に目をしばたたかせると、アリスは真しん剣けんな顔で頷いた。

「あたしは今日――お父様と、決別した。【夜明けの星々ロート・グランツ】の党首の娘じゃなくて、ただ一人のアリスとしてあんたの傍にいることを決めたの。だから……その証明をしなきゃ」

　なるほど、と、シンマは得心がいく。土の力のままでは、未いまだ父親の作り上げた枠の中にいる気がする、ということだろう。

「分かった。それじゃあ……いくぞ！」

「うん……！　お願い！」

　アリスがそう言ってくるのに、シンマは握った彼女の手に向かって意識を集中した。仄かに温かな光が、自らの体から放出される。それらは流れるようにして、アリスへと注ぎ込まれていった。直後、

「……えっ!?」

　思ってもみない、事態が起こった。

「うおっ……!?」

「……これは!?」

　シンマとコトハが同時に、驚きの声を上げる。レイやノンエも、共にどよめいていた。

　アリスの体から――凄まじい勢いの【炎ほのお】が吹き荒れていたからだ。まるで部屋全体を焼き尽つくすかのようなそれは、轟々と盛り、尚なおも勢いを増さんとしていた。

「な、なんでこんな……!?」

　戸と惑まどうアリスを見て、シンマはそこで、無の言っていたことを思い出す。

「あ……そ……そうか、分かった！」

　――アリスの使う【ヘカトンケイル】だったか、あれは変だ。無の見た限り、力を与あたえるだけの資格を認めているにも拘かかわらず、そっぽを向いている気がする。

　あれは、そういうことだったのだ。つまり、

「アリス……お前、アーティファクトを使う才能がなかったんじゃない。【土】の属性に不向きだっただけなんだよ！」

「え、じゃ、じゃあ、なんで【ヘカトンケイル】を……!?」

「だから！　本来なら使えないはずの属性のアーティファクトでさえ、渋しぶ々しぶでも力を認めるほどに才能があったってことじゃないのか!?」

　呆然と、アリスは自らの体を見つめた。強力な焔ほのおは、しかし彼女の意思に従っているのか本人を焼くことはなく、また、周囲に被ひ害がいもない。だが、その迫はく力りよくだけでも彼女の内に眠る力を感じさせるのには十分だった。

「あ、あたしが、【火】の力を……？」

「……そんな、馬ば鹿かな」

　ジルイードが、ぽつりと呟く。目の前の現実が、信じられないとでも言うように。

「アリスが本当は、火の遣い手だった……？　だが、そんなこと、俺は……！」

「……その気持ち、分かります。オレだってそうだ。いや……誰でもそうなんだ」

　そんなジルイードに首を振って、シンマは続けた。

「たとえ家族でも、長く一緒に居たつもりでも……分かっているつもりで、見えてない部分なんて沢たく山さんある」

　たとえばシンマにとって、奈な々なや、コトハがそうであったように。人のあらゆることを知り得る者などいない。必ずどこかでほころびが出る。予想を外れることがある。

「大切なのは、それを素直に受け入れるか、そうでないか――それだけなんだと思う」

　シンマの言葉を聞いて、ジルイードはアリスを見つめた。決別を口にし、生まれて初めて己おのれに逆らおうとしている娘。そんな彼女に対し、彼が何を思っているのかは分からない。

　けれども、

「……知ったようなことを」

　やがて、そう口にしたジルイードの態度は、先ほどとは違っていた。

　彼は、何かを悟さとったかのように、長く息をついて。

「お前の言いたかったことは聞いた。……だがな、アリス。行動には責任が伴うもんだ。お前が本当に俺に逆らって、組織を離れてでもその男の傍に居たいと願うなら。俺は全力で、それを潰す義務がある。父親である前に、俺は、【夜明けの星々ロート・グランツ】の党首だからな。その娘の勝手を、ただで許すってわけにはいかねぇ」

　ジルイードは、大きく指の骨を鳴らした。

「――俺と戦え。勝って、お前がお前自身で掴つかみ取った意思の強さを示せ。

　宣言した通り、己を貫き通してみせろ、アリス……！」

　拳を突き合わせ、ジルイードは両手を広げる。

「この俺を超えて――自由を無む理り矢や理り掴つかんでみやがれッ！」

　ぐんっ、と広範はん囲いに展開される重力場。辺りは再びジルイードの支配下となる。押し込まれそうになる中、シンマは土の力を使ってそれを回避。

「……うん、分かった」

　その時、シンマの傍で、アリスが告げた。

「レイ、ノンエ――あたしの、武器を出しなさい！」

　待ってました、そう言わんばかりの声色で、控ひかえていた二人が答える。

『委細承知っ！』

　部屋から持ってきたのだろう。巨大な箱を床に立てると、レイとノンエは次々と留め金を外した。そこから現れる一本の斧を、アリスは手に掴む。そして、

「今まで無理矢理に使っててごめんね。だけどこれからも、宜よろしく！」

　アリスは高々と、言い放った。

「吼えなさい――【巨人達の慟哭ヘカトンケイル】！」

　オォオオオオオオオオオオオオ……っ！

　まるでそれに応えるよう、地響ひびきが鳴り響き。斧にはめ込まれた宝玉が、輝きを放った。彼女は得物を振り回しながら、真まっ直すぐと構える。

「行くわよ……！　シンマ！」

「ああ……頼たのむぜ、アリス！　力を、貸してくれ！」

　シンマの呼びかけと共に、アリスの体から噴ふき出だしていた炎が斧へと移った。刃はが、神々しいほどに赤い光を宿す。それはまるで彼女自身の意思の強さを示すかのごとく、あまりにも猛々しい威力を示していた。

「土と火、二つの力か……！　やれ、アリス！」「すごいです、アリス様！　さすがです！」

　レイとノンエの応おう援えんに、アリスは微ほほ笑えむ。

「行くぞ、オラアアアアアアアアアアアッッ！」

　ジルイードが拳を上げる。その命に従って部屋中にあった物言わぬ従者が、一いつ斉せいにこちらへ殺到した。まるで隙間なく、密集した一つの力の塊が押し寄よせる。

「シンマ様！　お許しを！」

　コトハが前に出た。何をする、とは問わない。彼女をただ、シンマは信じていた。

「やれ、コトハ……っ！」

「承知！　御守流、秘奥義――颶ぐ風ふう・鎌威絶かまいたちッ！」

　強い一歩を踏み出して、コトハの一刀が唸うなりを上げる。刃から放たれた疾風が、迫りくる物質の群れを切り裂きわずかな隙間を作った。たった一筋の光明。だが、それだけで充分すぎる程ほどだった。シンマはアリスと共に、コトハの生んだ道をひた走る。

　シンマは拳を振り上げた。重力を殺しながら、未覚醒の【土】の力を、たった一点。

「あああああああああっ！」

　ジルイードの顔面に狙いを定め――全力で叩き込む。

「しゃらくせええええええっ！」

　同時にジルイードの拳もまた、シンマのそれと真っ向から衝突した。力と力が拮抗し、相殺され無と化す。周囲にあった物が余波で弾かれ、それぞれが壁に叩きつけられた。

「ごめんなさい、お父様……！」

　だが、それで終わったわけではない。シンマの背後から、飛び上がったアリスが斧を振り被かぶっている。【ヘカトンケイル】の宝玉が、その能力を発動した。

「ぐぅ……っ!?」

　二人分の重力が襲い、ジルイードは遂にその場へ跪く。二人は同時に距きよ離りをとった。アリスが斧を振るい、シンマが手を翳して、同時に言い放つ。

『炎よ……燃え盛れえええええええええっ！』

　発動。二つの炎が混ざり合い、羽ばたく――それはまるで不死鳥のごとき形をとった焔の化身であった。けたたましい叫びを上げて、火の力はジルイード目掛けて襲い掛かる。

「後で治療はするし、威力も殺してある……！　それでも、火傷くらいは覚かく悟ごしろ！」

「……く……ははははは！　クソ生意気に気を遣つかってんじゃねえ！」

　シンマの言葉に、その土壇場で笑いながら、ジルイードは手を掲げた。

「頭がたけぇえええええええええっ！」

　引き寄せられた物が一瞬にして巨大な盾たてとなり、炎を完全に防ぐ。だが、更にシンマとアリスは声を上げた。

「まだだ！　オレとアリスの力は、まだこんなもんじゃない！……土よ！」

「いっけえええええええええええっ！」

　二人が、それぞれ力を呼んだ。そして生まれた二重の波動が――、

「っお……おおおおおおおおおおおおおおおおっ！」

　防御に労力を割き、動きの制限されたジルイードを、

「……ぐぼあっっ！」

　遙か後方へとすっ飛ばし、その壁へと、強く叩きつけていた。

「……くっ。さ、さすがにこう続けてだと、きついな……」

　休みなく戦いを強いられ、体力の削られたシンマは、思わずその場に片膝ひざをつく。

「や、やったの……？」

　同じく初めての力の発動で疲ひ労ろうがあるのか、辛そうな顔でアリスが言った。

「…………くく」

　そこで、壁にもたれかかり、蹲うずくまったジルイードが、微かすかに笑った。彼は、ふらり、と立ち上がる。

「お、お父様……!?」

「ま、まさか、まだやれるのか……!?」

　シンマたちの言葉に、片口を上げ。彼は震ふるえる手で、懐ふところから煙たば草こを取り出した。

「やる……じゃねえか……。中々の……攻撃だ……」

　アリスとシンマは、それぞれに攻撃体勢をとる。だが。

「シンマ――」

　ジルイードは煙草を咥くわえると、何度か失敗しながら、火を点つけて。

　やがて、紫し煙えんを吐はき出しながら、こう、零す。

「――うちの娘を、宜しくな」

　そして、目を閉じると……彼は、ゆっくりと、その場に崩れ落ちていった。







エピローグ　彼と娘と、その後の話







　結果的に、アリスの救出は成功の裡うちに終わった。

　ミンクや無ウーもさすがに無傷とまではいかなかったが、怪け我がはそこまで酷いものでもなく。レイやノンエも含ふくめ、皆みな、シンマやミンクの治癒術で充分に完治する程度のものであった。

　帰き還かんしたシンマ一行は、笑え顔がおの奈な々なに飛びつくようにして迎むかえられる。その後どうなるものかと思っていたが、ホテル側の対応はいつもと変わりなく。シンマたちは、無事に夕食を楽しんだ。そして夜半過ぎには誰もがそれぞれの部屋で深く眠ねむったのである。

　明けて、翌日――。

「……元気いいなあ、あいつら」

　シンマは浜はま辺べに居た。傍かたわらにはミンク、コトハがいて、遠くには奈々と無が共に戯たわむれているのが見える。溢れんばかりの若さというべきか。二人はまるで疲れなどないというように、波なみ打うち際ぎわで追いかけっこをしていた。奈々はいいとしても、無は昨日、激しい戦闘を繰り広げたはずなのだが。遊ぶ彼かの女じよの姿に、そんな気配は微塵も感じられなかった。

「羨うらやましいですね……。たっぷり眠って、大分と楽にはなりましたが……うう、ちょっと筋肉痛です」

　ミンクが顔をしかめて、手足を伸のばす。恐らく、あちこちを走り回って攻撃を防いでいたのだろう。あまり運動が得意な方ではなさそうなので、その反動がきたのかもしれない。

「お疲れさん」シンマはそう言って、ミンクのことをねぎらう。「おかげで助かった。二人にして悪かったな」

「いえ、いいんです。わたくしは、自分に与えられた役目を果たしただけですから」

　それに、とミンクは小首を傾かしげた。

「相手が撃ってきたの、全すべて模擬弾だったので。当たればすごく痛いですけど、さすがに死ぬとは思いませんでした。……どういうことでしょうね？」

「恐らくは、ジルイード＝ノア＝ナンシェの指示でしょう」

　コトハが答える。

「こちらの意にそぐわぬ行動をとっているとは言え、アリス＝ノア＝ナンシェの顔見知りという点を鑑みて、命までは奪うばうつもりはなかったのだと思います」

「……あの人ならそうしそうだな」

　容易に想像がついて、シンマは微笑む。

「色々あったけどさ。単純にあの人、娘のことが心配だっただけなんだよ、きっと」

「……究極的に面めん倒どうな親ばかですね」

　呆あきれたように息をつくミンク。確かにそうだ、とシンマは苦笑混じりに頷うなずいた。だが、やり過ぎの面はあるものの。一戦交えた後では、どうにもジルイードのことが嫌いになれない自分がいた。恐らく、家族が何よりも大切だ、という点においてはシンマと似ているからだろう。そう、元気よく遊ぶ妹を見ながら思う。

「……ジルイードさんと言えば、そろそろかな？」

　そこで、シンマは携帯電話を取り出して時刻を確かく認にんした。

　実を言うと、今シンマたちが海にいるのは、ジルイードに呼び出されたからなのである。朝方、メアリから連れん絡らくがあり、話があるので待っていて欲しい、と伝えられたのだ。シンマとて、このまま喧嘩別れするつもりはなく。出来れば彼にもきちんとしたアリスの気持ちを知って欲しいと思っていたので、それを了りよう承しようした。

　そうして、今、待ち合わせをしているわけなのだが。

「ところでシンマくん、アリスはどうしたんですか？」

　ミンクが周囲を見み渡わたしながら尋ねてくる。

「んん、そういえば遅おそいな。メアリがアリスにも事情は通してＯＫはもらってるって話だったけど」

　用意があるにしても、そろそろこちらまで出てきてもおかしくない頃合だ。どうしたのだろう、とシンマがきょろきょろしていると、

「だ、だから、もうちょっと待ってってば！」

　ふと、声が聞こえてそちらを振り返った。ホテルの名前が書かれた台座の傍に、レイとノンエがいる。

「なにを言っているんだ、アリス。もう間もなくご党首様がお越こしになられるのだぞ」

「そうですよぅ、なに恥ずかしがってんですか？」

　彼女たちは困ったような顔をして、物陰かげにいる誰だれかに話しかけていた。

「べ、別に恥ずかしがってないわよ！　た、ただちょっと、色々と事情が……」

「そんなことを言っていては、君は永遠にそこから出てこないだろう。さあ、行くぞ！」

「ですです。きっちりしっかり、ご党首様にアリス様のお話を聞いて頂きましょう！」

「そ、そっちは分かってるわよ！　でも、あたしが言ってるのは別の問題で……！」

「ええい、いつまでもここで話していても埒が明かない。ノンエ！」

「あいさー、レイちゃん！」

　二人は、『せーのっ！』と声を合わせると、物陰に向かって手を伸ばした。

「ちょっ！　待って！　待ってー！　あ、あんたら、そんな強ごう引いんな手を使ってもいいと思っ……ああ！　や、やめて、まだダメ……ダメだったら、い、いやあああああああああ！」

　拒きよ絶ぜつの意思も空しく、件くだんの人物はレイとノンエによって引きずり出されてしまった。その場に居る全員の予想通り、アリスである。

「いいいいやああああああ！　やあああめえええてえええええ！」

　暴れながらもしっかりと肩を組まれ、彼女はレイとノンエにこちらまで連行されてくる。

「おはようございます、シンマさん！」「おはよう、シンマ」

　二人にびしりと敬礼され、シンマも戸惑いながら、挨拶を返す。

「ど、どうしたんだ？　アリスは」

「うむ、どうしてもシンマたちのところへ、出て行きたくないと駄々をこねたもので」

「まったく、困ったさんですよ、アリス様は。はい、出た出たー！」

　アリスが、二人に後押しされる形でシンマの前に差し出されてきた。すると彼女は怒おこったように振り返る。

「ちょっと、あんたら！　いくらなんでも強引過ぎるじゃない！　人には色々と事情ってものがあるのに……！」

「おはよう、アリス。元気そうでよかった」

　だが、シンマが声をかけた途と端たん、彼女はその場に硬直する。しばらくのフリーズ状態に、シンマは怪け訝げんな顔をした。しばらくして、アリスは少しだけこちらを見てくる。そして、

「……お、おおお、お、おは……おはよう」

　蚊の鳴くような声で、そう呟つぶやいた。

「……？　どうしたんだ？　アリス。やっぱ体調悪いか？」

「そそ、そんなことはないわあたしは元気よだって元気なんだし風か邪ぜもひいてないから今日も気持ちのいい晴れだしそうねあたしは元気よ！」

　かと思うと、盛大に目を逸らしながら、今度は立て続けにまとまりのないことを言ってくる。その顔は、首筋までもが熟した林檎のように鮮紅に染まっていた。

「なんかアリスが壊れてますね」

「……使徒に選ばれたことによる反動でしょうか。私やミンクには現れなかった現象です」

　ミンクとコトハが口々にアリスの状態を推測していると、ノンエがぽんと手を叩く。

「ああ、分かりました！」

　彼女はにこにことしながら、はっきりと、

「アリス様、昨日、シンマさんに告白したから照れてるんです！」

「ええ……っ!?」

「ひはうわっ!?」

　シンマとアリスが同時にその場で数十センチは飛び上がった。

　アリスはノンエに向かって飛びかかる。

「あ、あんたはぁぁ！　なんでそういうことを素面で言っちゃうのよっ！」

「ぎゃー、ごご、ごめんなさい！　つい、うっかり！　てへへー？」

「やかましい！　今日こそその眼鏡のレンズをクッキー沢山食べた手で触さわってやるー！」

「ひいいい！　脂あぶらで何も見えなくなるぅ！」

　わけのわからない脅し文句でノンエの襟首を掴んで揺さぶっていたアリスだったが、

「……あー。その……」

　シンマの声に、ぴたりと動きを停止させた。

（……そうか。状じよう況きようが状況だったから、流れた感じになってたけど……）

　昨日、父親の前でアリスははっきりと、シンマへの好意を宣言したのである。

「あ、アリス……えーと、その、オレ……」

　どう言っていいものか非常に困り果て、シンマは頭の中で必死に言葉を選ぼうとする。しかし、上う手まく形にならず、ひたすらに「えーと」と繰くり返した。

「な、なんていうか、その……お前の気持ちは嬉うれしかったし、えーと、それで……」

　それでも、どうにか気持ちを整理して。シンマが、言葉を口にしようとした瞬間。

「か――」

　肩を震わせていたアリスが、弾けたように叫さけんだ。

「勘かん違ちがい――しないでよねっっ!!」

　彼女は振ふり返り様、掌てのひらで、べしっ！　とこちらの顔面を叩いてくる。

「いたっ!?」

「ばばば、ばっかじゃないの!?　ああ、あれは方便っていうか！　お父様を諭すために言っただけなんだから！　あ、あんたはあたしが落とすの！　そう決めたの！　だ、だから、他の奴やつには渡わたさないの！　それで――それで言っただけなんだから！」

　顔を真っ赤にしながら、アリスは身振り手振りを交えてそうまくしたててくる。

「だ、だから……その」

　しかし、その後で力なく、彼女はシンマに胸に手を当てて来て、

「……勘違い、しないでいいから。その……あんたは、あんたのままで」

　伏ふせていた顔を上げ。じっと、潤んだその瞳で、こちらを見つめてきた。

「今まで通りでいいから。……気にしないで」

「……アリス」

　それを、そのまま受け取るほど、シンマも間が抜ぬけてはいない。だけど――アリスの中で、一番自分にとって納なつ得とくのいく形が、それだというのなら。

「……分かった」シンマは、頷いた。「アリスの言いたいことは……よく分かったよ」

「……そ、そう。それなら、いいのよ、うん」

　シンマから離はなれると、腕うでを組み、アリスは目を逸らした。その手の甲こうには、火を象かたどったかのような紋章が、しっかりと刻まれている。彼女はそれを見ながら、小さく呟いた。

「まだまだ、あたしも、頑張らなきゃいけないし……今は、これだけでいい」

　レイとノンエは、そんなアリスを見て、それぞれに微笑む。今はまだ、全てに結論を出さなくてもいい。彼女もそれを望んではいない。そう思って、シンマはそっと息をついた。

「……ん？」

　その時、ふと妙みような感かん触しよくに気付いてシンマは振り返る。そこには、コトハがいた。彼女はなぜか、こちらの服の裾すそを掴んで佇んでいる。

「どうした？　コトハ」

「……いえ、別に」

　その言葉とは裏腹に、何かを口にしたそうなコトハ。シンマはそんな彼女を気き遣づかって、

「言いたいことがあるなら、ちゃんと言ってくれた方が嬉しいな。コトハが自分の中に抱かかえたままじゃ、オレは分からないから」

　そう、笑いかけた。コトハはそれに目をしばたたかせ、やがて、頷く。そして彼女はアリスの方へと視線をやって、

「その……では、ご質問が。シンマ様はやはり、感情豊かな女性がお好みなのですか？」

「え？　や、まあ、元気な子はいいと思うけど……どうして？」

「特に何が、というわけではありません。ただ、私はその……」

　コトハは、そこで言い淀んだ。まるで己の中に浮うかんだ感情に、戸惑うかのように。

「……シンマ様、私は、努力致いたします」

　そして、彼女はしばらくの後、そう言ってシンマを見つめてきた。

「これまで以上に、護衛として、人として、己を磨くことを誓います。ですから――」

　真っ直ぐと、揺らぎの無い瞳で。

「――ですから、これからもお傍に置いて頂けますか？」

　そう、固い決意に満ちたかのように問いかけてくるコトハに、シンマは惑う。

「……えと、うん、もちろん」

　それでも、どうにか答えると、彼女はぎこちなく微笑んだ。

「ありがとうございます、シンマ様」

「いや、とんでもない。ところで、コトハ。……なんでオレの服の裾掴つかんでるの？」

　ずっと気になっていたので、シンマは質問をしてみる。するとコトハは自分でも驚いたかのように、わずか目を丸くして手を離した。

「私は、一体何を……。申し訳ありません、シンマ様」

　そう言ってこちらから顔を背けるコトハに、シンマは、きょとん、としてしまった。彼女がこちらから視線を外す寸前、ほんのわずか、その頬が桜色に染まっていたように見えたのだ。まるで、自らが思わずやってしまった行こう為いを照れるかのように。

（気のせい……だよな？）

　首を傾げるシンマに、コトハは「失礼致しました」と頭を下げてくる。その顔は、いつもと何ら変わらなかった。そのため、シンマはそれ以上なにかを言うのはやめておく。

「しかし、シンマ様……ついに土の力がお目覚めになられたのですね」

　話題を変えるかのように、そう問いかけてくるコトハへ、シンマは言った。

「ああ……そうみたいだな」

　自らの手の甲に視線を落とし、複雑な感情を抱く。

　風、火、水、土――これで、資格者としての力は全て揃そろってしまった。これから何が起こるのか、シンマにさえ分からない。厄やつ介かいなことが起こらなければいいが、と、シンマは腕を組んだ。そこへ、

「……話は終わったか？」

　頃合を見計らったかのように声が発せられ、その場に居た全員がそちらへ振り向むく。

「お、お父様……！」

　アリスが、悠然と佇んでいたジルイードを見て驚きを示した。レイとノンエは、それぞれに敬礼をする。

「じゃあ、今度はこっちの話を聞いてもらえるとありがたいんだがな」

　かけていたサングラスを外して、ジルイードは片口を上げる。その後ろにはメアリと、エレカも控えていた。

　思わず「あ、わ、分かりました」と居住まいを正すシンマ。ジルイードが笑った。

「おいおい、昨日、あれだけ俺おれにタンカ切った野郎とはとても思えねえな。あの度胸と威勢はどうしたよ」

「い、いや、あれはなんつうか、あの場の勢いっていうか……」

　ジルイードへの怒いかりで我を忘れていたので、それ以外の全てがどうでもよくなっていた、とは言えなかった。

「おもしれぇ奴だ。ま、いい。……煙草、吸っても？」

　シンマを筆頭に頷いた面々に、「悪いな」と言ってジルイードは煙草を咥えた。すかさず、エレカが火を点ける。

「それで、話なんだが……」

「お、お父様！」

　ジルイードが口を開こうとした、その時。アリスが進み出た。

「……どうした、アリス」

「あ、あの、あたし……その」

　何かを言おうとして、けれども、黙だまり込んで。彼女は必死で、伝えたい気持ちを形にするように目を泳がせる。だがやがてアリスは、決意を込めたように、顎あごを引いた。父親を見つめながら、はっきりと言う。

「お父様……あ、あたし……このままシンマの傍に使徒としているって、決めた！」

「……ああ、昨日聞いた」

「で、でね。その時も言ったけど、も、もし……それがお父様の気に入らなくて、あ、あたしに失望したのなら……本当にあたし、【夜明けの星々ロート・グランツ】をやめるから」

「……え、ほ、本気ですか？　アリス」

　突とつ然ぜんの宣言にミンクは目をしばたたかせる。しかし彼女はそのまま続けた。

「そ、そんな娘むすめ、お父様に相応ふさわしくないっていうなら……縁も切ってくれて、構わない。あ、あたし、お父様に嫌きらわれてもいいって。そ、そう思って……思って……」

　だが、その最中でアリスの目に、じわりと涙なみだが浮かぶ。けれども、決してそれを零さぬように、手を強く握にぎりながら、彼女は耐えているようだった。

「ご党首様」そんなアリスを見かねたのだろう、レイが前に出る。「もし……もし、アリスを離縁するというのなら――私も、組織をクビにして下さい」

「……レイ、あなた」

　エレカが瞠目していると、ノンエが口を開いた。

「わたしもです。アリス様と共に、組織を離れます」

「だ、ダメよ、あんたたち！　あたしとあんたたちとは関係ない――」

「そんなわけないだろう、アリス」

　慌あわてて止めようとアリスにレイは首を振る。ノンエもまた、微笑んだ。

「……ええ。アリス様がいないのなら、あたしたちが組織に居る意味もまた、ありません」

　そんな二人に、アリスは堪らなくなったのだろう。彼女は顔を背けて、ぽつりと言った。

「……バカなんだから」

　だけれども、その口元には、わずかに笑えみが浮かんでいた。

「……アリス」

　ジルイードは紫煙をくゆらせながら、娘の名を呼んだ。アリスが、そっと父親の方を見る。やがて、彼かれはこう言った。

「――好きにしろ」

「……え？」

「組織を離れるのも、居続けるのも、お前の好きにしろ。俺はもう、とやかく言わない。全て、アリスの判断に任せる」

「お、お父様……ほんとに？」

　驚おどろいたようなアリスの問いかけに、ジルイードは頷く。

「言っただろ、自由が欲しけりゃ俺を乗り越えろってな。お前は、見事にそれを成し遂げた。だったら俺がすることはただ一つだ。……全部を許す。好きなように生きろ、アリス」

「ご党首様……！」「あ、ありがとうございます！」

　レイとノンエが、ジルイードに向かって敬礼する。

「だ、だけど……お父様、あたし、お父様にひどいこと……！」

「子どもはな、親の言うことに逆らって初めて一人前になんだよ。いつまでも俺が正しい訳じゃない。――それが分かって、お前はようやく一人前になったってこった」

　笑って、ジルイードはその武骨な手で、アリスの頭を撫なでた。

「……すまなかったな。お前の気持ちも分からずに、好き勝手なことをした」

「そ、そんな……お、お父様は……だって……」

　慈愛の満ちた眼まな差ざしで見つめるジルイード。そんな父親に、アリスは言葉をなくしたかのように顔を伏せた。……やがて、彼女の目から、ぽたり、と地面に雫が落ちる。

「あ、あたし……ごめん、なさい……」

　そんなアリスを、ジルイードは大きな体で、包み込むようにして抱だきしめた。

「謝るな。俺はな、嬉しいんだよ。親にも譲れない物を持つくらい、お前が大きく育ってくれて、本当に嬉しいんだ。……それで、十分なんだよ」

　微笑みながら、何よりも大切な物の存在を確かめるように強く、アリスを引き寄せる。

「だが、俺の娘であることは捨てないでくれ。気に喰わないなら歯向かってきてもいい。だけどお前が俺の子どもじゃなくなってしまうのは……さすがに悲しいからな」

「……お……お父様……ありが……ありがとう……！」

　アリスはそう言って、子どものように泣き続けた。二人の間にある確かな絆きずなが、シンマにも分かる。良かった、と、シンマは素す直なおにそう思った。家族が必ず繋つながってなくてはならない訳ではない。けれども、離れることが全て正しい訳ではない。自分の選択が、結果的にアリスとジルイードを引き裂くことにならなくて、本当に良かった。

「シンマ」と、そこで、ジルイードがこちらを見る。「……色々と世話になったな」

「あ、い、いえ、そんな、オレはなにも……」

　真正面から礼を言われ、当とう惑わくするシンマに、ジルイードは続けた。

「お前は、見た目に反して中々に骨のある男だ。娘がお前を選ぶというのなら、俺はもう何も言わない。……すまねぇが、アリスを傍においてやってくれないか」

「……はい、もちろん」

　その言葉に、シンマは微笑む。

「それに、レイ、ノンエ、お前たちも引き続きアリスの護衛を頼む」

「お任せ下さい」「もちろんです！」

　びしっ、とポーズをとって返礼するレイとノンエ。

「頑張りなさい、レイ。……まあ、あんな真ま似ねは二度と御免だけれどね」

　ため息交じりにエレカにそう言われ、レイは口笛を吹ふいた。

「ミンク……つったか。エターナルの人間だそうだな。お前にも面倒をかけた。すまん」

「……わたくしは別に。し、シンマくんのために働いただけですから」

　そう言ってそっぽを向くミンクに、ジルイードは口端を上げる。

「エターナルも、お前みたいな奴ばっかりなら仲良くやれそうなんだがな」

「どういう意味ですか！　エターナルは、敬けい虔けんなる人たちばかりです！」

「ま、その言葉を今は信じよう。それに、御み守かみ家の跡あと取りだったな……コトハ」

「私もまた、シンマ様のお言葉に従っただけです」

　目を伏してそう返すコトハに、ジルイードは「やれやれ」と肩かたを竦すくめる。そしてこちらの方へと視線を寄越し、

「お前は随ずい分ぶんと、人に好かれる性格のようだな」

「はは……恐きよう縮しゆくです」

　なんと言っていいか分からず、シンマはそう答える。ジルイードは首を振り、

「謙遜すんな。資格者ってのはカリスマ性のある人間だとは聞いていたが……お前のそれはどっちかというと、もっと深いところに根差したものにも思える」

　未いまだ、父親の胸の中ですすり泣くアリスの頭に手を置く。

「なぁ、シンマ。お前は……その力で何をするつもりなんだ？」

「分かりません」

　即答して、シンマは頭を掻かいた。

「だけど……大きな力を、大きなことに使わなきゃいけない決まりなんてありませんよね。だからオレは――それがどんなものだろうと、オレに見合った方向に使おうと思ってます」

「ハハッ、そうかい。ま、あれだけ肝の据わったお前ならなんとでもなるだろうよ」

　ジルイードは笑い、「……けどな」と一転、真しん剣けんな口調になって言った。

「お前のやってることは、明らかに今までの資格者とは違ちがう。それは言うなりゃ、昔から受け継がれてきた宿命ってもんに、でかい風穴を空けようって真似かもしれねえ。相応のリスクが待ってるかもしれんぞ」

「……脅かさないで下さいよ」

「ビビんなよ。しっかりケツの穴締めてかかれってこった」

　アリスから離れ、ジルイードは、軽い素そ振ぶりでシンマの腹に拳こぶしを入れた。

「あたっ……！」

　それほど力を入れていないのだろう。痛みよりも驚きの方が先んじる。

「――ま、やるなら徹底的にやってやれや。俺はお前が気に入ったぜ」

　止めに入ろうとするコトハを手で制しながら、シンマは「ど、どうも」と応こたえた。ジルイードは、踵きびすを返して歩き出す。エレカもまた、それに続いた。

「さて、俺は仕事に戻るとするかね。……ま、後は皆で楽しめや」

「お、お父様……ありがとう！　ほんとに……！」

　手を振りながら、去って行くジルイードの後ろ姿にアリスが叫ぶ。レイとノンエが敬礼し、シンマもまた、深々と頭を下げた。

「にいくーん！」と、そこで奈々が呼び掛けてくる。「奈々、あそこの岩んところまで行きたいから連れていってくれー！」

「ああ、分かったよ！」

　返事をして、シンマは振り返かえった。アリスを見て、頷く。

「よし、じゃあ、みんな、一いつ緒しよに行こう！」

　そしてコトハを見て、ミンクへと視線を移し、レイとノンエに向かって笑いかけ。

「……ん？　あれ？」

　そこに居たもう一人に、目をしばたたかせた。

「メアリ？　なんでまだいるんだ？」

　それまで沈ちん黙もくを保っていたメアリは、シンマの言葉に小首を傾げる。

「いてはいけませんか？」

「いや、いけないってことはないけど、ジルイードさん行っちゃったぜ？」

「そうで御ご座ざいますね」

「いやそうで御座いますね、じゃなくてさ。行かなくていいのか？」

「よいので御座います」

　シンマの質問に、彼女はスカートの裾を摘まんで持ち上げた。

「ご党首様からの伝言で御座います。アリスお嬢じよう様さまが傍にいることを許したけれども、【夜明けの星々ロート・グランツ】へのスカウトを諦あきらめるとは言っていない。ついてはお嬢様とシンマ様との仲を今以上に進展させるため、メアリ＝シャーロットを――」

　メアリはそこで、薄うすく、冷たく、凍えるような笑みを浮かべて。

「――お嬢様の支援役として、ともに日本へ向かわせる、とのことで御座います」

「…………は」

　思わず、シンマはのけぞり、

「ははははは、はい!?　え、ま、まじですか？　まじなんですか!?」

　無む駄だだと分かりつつも確認をとると、メアリは、「ええ」と答えた。

「おおまじ、で御座います。これから宜よろしくお願い致します、シンマ様」

　深々と頭を下げて、メアリは優ゆう雅がに歩き出す。そしてシンマの耳元で、

「私めが来たからには、ご覚悟めされませ。お嬢様のお気持ちがシンマ様にあると知った以上、メアリ＝シャーロット、全力でお嬢様の想おもいは成就させて見せます」

　こう、囁ささやいた。

「――覚悟しやがれ、で御座います」

「…………」

　思わず、シンマは脱だつ力りよくする。自分はひょっとして、とんでもないことをしてしまったのでは、と今いま更さらながらに思った。冷静になって考えてみれば、シンマのやったことは、わざわざ父親に断りを入れて、娘を奪いとってしまったようなものだ。ジルイードにも気に入られてしまったようであるし、これから、今まで以上に【夜明けの星々ロート・グランツ】からのアプローチは増すだろう。

　しまった――と動揺するシンマ。しかし、アリスが困ったように頬ほおを掻いて、

「あの……ごめんね、シンマ。お父様が余計なことを……」

　と言ってくるのを見て、シンマは「……いいや」と首を振った。

（……うん、まあ、それでも、アリスがいなくなるよりはずっといいか）

　腰こしを上げると、アリスの肩に手を置く。

「気にするなよ。なんとかなるさ。それより、アリスに言い忘れてたことがあるんだ」

「……？　なに？」

　首をかしげているアリスに、シンマは微ほほ笑えんだ。

「おかえり、アリス」

　その言葉に、アリスは、きょとんとしていた。だが、やがて彼女は、小さく頷く。

「……うん」

　そっとアリスが、手を差し出してきた。シンマは、それを握る。強く、もう決して離すことのないように。すると彼女は、その上に空いたもう一つの手を重ねて。

　世界中に響ひびくかのように、大きく、はっきりとした声でこう答えた。

「ただいま、シンマっ！」

ＦＩＮ
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あとがき







　お久しぶりです、空そら埜の一かず樹きです！

「シンマと世界と嫁フラグ４」をお送り致しました。お楽しみ頂けましたでしょうか？

　シンマも気付けば四巻目となり、ぼくもデビューしてから四年が経ちました。気分的には未だ新人のつもりなのですが、世間的にはそうでもなく、かと言ってベテランと呼ばれるほどでもないので、自分の立ち位置を模も索さくする日々でございます。

　今回のシンマはバカンスということで、主人公には少し遠くまで旅行してもらいました。他の方は分からないのですが「シリーズがある程度続いたら水着を出す」という決まりが自分の中でありまして、今回もそれに従したがったというわけです。

　しかし毎度思うことなのですが、男性にしろ女性にしろ、下着を他人に見せるのは恥ずかしいのに、水着は平気という精神は、一体どこからくるものなのでしょうか。開放的な気分がそうさせるのか、あるいは、皆がやっているから自分もやっていいだろうという集団心理によるものなのか。

　もしくは昔からずっとそうやってきたから、羞しゆう恥ち心しんが働かないのか？

　しかしそう考えると、今から「人前で裸になる」ということを皆の常識として定着させると、十年後くらいには平気で誰もが公こう然ぜんと露ろ出しゆつするように……！

　何を言っているのか分からなくなってきました。ですが一いち理りあると思った方は自らの体を使ってやってみてください。にこやかな笑顔で出迎えてくれるでしょう。手て錠じようをもった国家権力が。

　……あまり自分の品位を下げるような話をし続けるのもなんなので、方向を変えることにします。ここからは、謝しや辞じを。

　担当のＮ様。今回はさほどご迷惑をおかけすることにはならなかったはず！……と思ったのですが、他のことで諸もろ々もろと面めん倒どうをおかけしている気がするので結局は同じことですつまりやはりここは土ど下げ座ざ。

　挿絵担当のにろ様。今回も素晴らしいイラストの数々をありがとうございます！　メアリのラフ絵を頂いた時、あまりのメアリっぷりに、思わず歓かん喜きしてしまいました。

　ＨＰからメッセージやメールを下さる方々。皆様のお言葉がぼくの原動力です！　面白かった、その一言で、救われております。

　そして何より全ての読者様へ。最大限の感謝を。

　それではまた、次でお会い致しましょう！




　……と、いつもならばここで終わるはずなのですが、今回は違います。一つ、宣伝をば。

　実は、二月にＨＪ文庫さんよりもう一つ新作を出す予定です！

　タイトルは「扉の魔術師の召アドヴエ喚ント契・ゲ約ート　―その少女、最強につき―」。

中身はシンマとは一味違う、実にファンタジーな感じに仕上がっておりますので、こちらもご購こう入にゆう頂けるとありがたく存じます！

　もちろん「シンマと世界と嫁フラグ」もまだまだ続きますので、新作共々、お楽しみ頂ければ幸いです。

　それでは改めまして、また近くお会い致しましょう！





　十二月　ＢＧＭ『Pursuing My True Self』

ＨＰ　『空ノページ』　http://www.eonet.ne.jp/~tabibito5/
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◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８



（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部

空埜一樹先生／にろ先生
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